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			チート魔術で運命をねじ伏せる⑦

			月夜涙

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・青木武（ＡＯ　ＤＥＳＩＧＮ）

		

	
		
			ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　つかの間の日常

			第１話　寮からの脱出

			第２話　女神の真実

			第３話　最後のダンジョンへの準備

			第４話　【黄金宮】初日

			第５話　エロギツネの本領発揮

			第６話　黄金よりも大事なもの

			第７話　ランク４になるために

			第８話　クーナとアンネの決戦

			第９話　探索者の憧れの飯

			第10話　皇帝竜との死闘

			第11話　帰還と休息

			第12話　最後の休日

			第13話　前哨戦

			第14話　戦友

			第15話　チート魔術で運命をねじ伏せる

			第16話　女神の置き土産

			エピローグ　運命をねじ伏せた後で

		

	
		
			　

			プロローグ　つかの間の日常

			　

			【浄化】の講演中に襲撃を受けた。

			　謎の魔物が現れて暴れ出し、俺は強制的に【転移】させられ異空間で天使たちに襲われた。

			　死力を尽くして戦い抜いた。

			　それでも、敵はゲーム時代のライバルたちを何十人も同時に呼び出して、俺は絶体絶命の窮地に陥った。

			　さすがにだめかと思ったがユウリ先輩の救援によって生き延びることができた。

			　戦いが終わったあとは、元の場所に戻って来れた。

			　そして、シリルの手引きでユウリ先輩のいう本体(ほんとうのあたし)というものに会いに行くことになった。

			「馬車が来ましたよ。ソージくん」

			「ああ、行こうか」

			　シリルが手配した馬車が来て、俺たちはそれに乗り込んでいく。

			　真実を知り、俺たちがどう進むのかを決めるために馬車は出発した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そうかっこよく出発した直後、俺たちは軍に拘束された。

			　俺とシリルがいる以上、強引に突破することはできるが、それをすれば即座に軍全体を敵に回すことになる。

			　それは今後の生活まで考えるとまずい。軍を敵に回して犯罪者になれば、この国で暮らしていくことは難しくなる。

			　だから、この場は大人しく連行されることにした。

			　シリルは俺が連れていかれる寸前、耳元で『必ず迎えに行くから焦るな』と言ってくれた。

			　彼の案内がなければ、ユウリ先輩の本体とやらには会えない。

			　シリルからの連絡があるまでは、待つしかない。

			　そして、俺はクーナやアンネたちと引き離され、個室に連れていかれた。

			「これが、俺が転移された場所で起こったすべてです」

			　騎士学校の代表であるスゴート教官の立ち合いのもと、軍の連中から事情聴取を受ける。

			　もともと、【浄化】の講演は注目度が高かった。

			　有力な研究者たちが集まっていることもあり、警備にあたっては軍も派遣されていた。

			　今回の襲撃も、【浄化】の秘密を狙ったものと軍部は考えているようだ。

			「……にわかには信じられません。ですが、【転移】の魔術なんてものを完成させている組織であれば、あるいは」

			　軍部の人間は二人いる。

			　一人は若い青年で、もう一人は恰幅がいい中年だ。

			　今の言葉は若い青年のものであり、中年のほうが口を開く。

			「相手が何であれ、【浄化】を手に入れようと襲撃してきたに違いない。早急に軍部による保護が必要だ」

			　内心で、深くため息をつく。

			　軍部にはもとから、学園を辞めさせて、俺を軍属の研究所に連れて行き、【浄化】の研究に注力させたいという思惑があった。

			　そんな中、学園に通えているのは、陛下の配慮だ。

			　だが、軍部は今回の件で俺の保護を名目に、軍属の研究所に無理やりにでも連れていこうと考えているようだ。

			　非常に面倒だ。

			　俺はクーナやアンネたちと共に学園生活を送りたい。

			　研究所に行けば、報酬や地位は思いのままだろうが、窮屈で息苦しい生活になる。

			　そんなのはごめんだ。

			「今回の相手は【浄化】目当てではなかったと、今しがた説明したはずです」

			　無駄だとはわかっていても一応は反論をしておく。

			「いや、君がそう言っても状況的に【浄化】狙い以外はありえない。しばらく君に護衛をつけよう。一流の軍人だから安心してくれたまえ。今後のことは追って連絡する」

			　軍の中年男は満足そうに頷くと立ち去っていき、入れ替わりに二人の鍛え上げられた肉体を持つ軍人がやってきた。

			　魔術でランクを測定する。ランク３。

			　ランク３は滅多にいない一流の使い手だ。それを二人もつけるとは、よほど【浄化】を重要視しているらしい。

			　ただ、ランク４になった俺に、俺より弱い護衛をつけて何か意味があるのかとは思う。

			　追って連絡するとは言っているが、何も手を打っていなければ奴らの狙い通り、保護の名目のもと学園を辞めさせられるだろう。

			「我々は常にソージ様と共に行動します」

			　声を聴いてわかった。

			　融通が利かない堅物タイプだ。懐柔もできないだろう。

			　おそらくだが、彼らは俺の護衛ではあるが、同時に見張りでもある。

			　シリルが迎えにくるまでにこいつらを撒く方法を考えないといけない。

			　それも脱走とみなされる方法ではだめだ。

			　……いっそのこと、敵にさらわれたことにしようか。

			　そのための布石を今日から用意するとしようか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　学生寮に戻る。

			　学生たちは遠巻きに俺を見ている。俺が襲われたこともあるが、ごつい軍人が二人もいれば目立つ。

			　そんな俺のもとに、キツネ耳とキツネ尻尾(しつぽ)を持つ少女と、銀髪で剣を携えた少女が走って来る。

			「ソージくん、やっと帰ってきたんですね。父様に聞いても、大丈夫だって笑うだけですし。……それから父様からの伝言です。『出発日は後で連絡する。それまでに準備を整えておけ』」

			　さすがシリルだ。俺の状況をしっかりと把握しているみたいだ。

			　なら、それまでに抜け出しても問題ない状況を作らないと。

			「たくさん、心配したんですからね！」

			「大丈夫と聞いていても、あまりに遅いから気が気ではなかったわ」

			　クーナとアンネ。

			　俺の恋人であり、大事な仲間だ。

			「悪かった。いろいろと細かく聞かれてな」

			「ソージくん、どこも痛いところはないですか？　拷(ごう)問(もん)なんてされてないですよね？」

			「本当にただ話を聞かれただけだ。部屋に戻ろう」

			　今日の出発はなくなった。

			　もどかしい気持ちはあるが、割り切って体と心を休めよう。それも出発前の大切な備えだ。

			「それから、父様がソージは体も心も疲れているし、傷ついているから、癒してやれって私とアンネに言ったんです」

			「それが恋人の役目とまで言われたら、本気でソージのことを癒さざるを得ないわ」

			　クーナとアンネが真剣な表情で、おかしなことを言うものだからつい笑ってしまう。

			　たしかに、今日は疲れた。二人に癒してもらえるのはありがたい。

			「ふふん、ソージくん、お腹が空いたと思って、クラスで出したお店のケーキを用意したんです。今日は出発できないと聞いたので、今日はこれで疲れを癒してあげます」

			「……クーナ、くすねてきたのか」

			「失礼なことを言わないでください。ちゃんとお金は払ってますよ。原価で！」

			　クーナはいろいろと抜けているが、変なところでちゃっかりしている。

			「なら、気兼ねなく食べられるな。部屋で食べよう」

			「私も楽しみね。給仕するばかりで食べられなかったから、味が気になっていたの。……それから、喫茶店で使った衣装を買い上げたの。ソージが可愛いって言ってくれたから。これもソージを癒すためよ」

			「二人でご奉仕しちゃいますから！　お店では恥ずかしくてできなかったことまで」

			　自然と頬が緩む。

			　ただでさえ美少女の二人が、可愛い恰好をしてくれる。なんて素敵な時間だろう。

			　ただ、一つ問題がある。

			「それで、ソージくん、その後ろの人たちは何ですか？」

			　ジト目でクーナが護衛の人たちを見る。

			「えっと、俺の護衛かな。不要だと言ったんだけどな」

			「私どもはただの護衛です。空気だと思い気になさらないでください」

			　そう言われて気にしないでいられる奴はいるのだろうか？

			　クーナとアンネが微妙に嫌そうな顔をしていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　自室に帰ってきた。

			　さすがに部屋の中までは入ってこないが、監視役の二人とも扉の前で待機している。

			　クーナとアンネがいそいそとメイド服に似た衣装に着替える。

			　いつも通り、背中を向けつつ、魔術で着替えを覗く。

			　この魔術は便利だ。とくに俺のような着替えフェチにとっては。

			　しつこいようだが、服は脱ぐより着るほうがエロいと思っている。

			「じゃじゃーん、可愛いでしょ。ソージくん」

			「返事は必要ないわ。ソージの顔を見ればわかるもの」

			　そう言われて顔を押さえる。この姿を見るのは二度目だが、やっぱり可愛い。

			　やはりにやけてしまっていたのか。

			「ソージくんは、席に座っていてくださいね」

			　二人は本格的なおもてなしをしてくれるようだ。

			　クーナとアンネがそれぞれ、お盆でケーキとお茶を運んでくる。

			「ご主人様、ケーキです」

			「こっちは特製の紅茶よ」

			「ありがとう。せっかくだ。食べさせてくれないか」

			　二人が顔を赤くして、それでもフォークでケーキをカットして口へと運んでくれる。

			　天国だ。

			「うう、こういうのも楽しいけど、ぐぬぬぬ、ソージくんに食べさせてばかりで食べられないです」

			　そうか、クーナも食べたいか。

			　それなら、いい考えがある。

			　俺からもケーキを食べさせてあげよう。

			「んっ、んんん。ソージくん、いきなりなんて照れちゃいます」

			「ソージ、クーナだけなんてずるいわ」

			「もちろん、アンネにも」

			　こんなに甘いキスは初めてだ。

			　生クリーム以外にも甘さを感じる。

			　こうしていると、その先もしたくなる。それはクーナとアンネも一緒のようだ。

			　席を立ちあがり、後ろからクーナに抱き着いて、まさぐる。

			　このままベッドに連れて行こう。

			　だが、クーナに拒否される。

			　いつものやんわりとしたものではなく、本気で。

			「だめです。さすがに、扉の前に人がいるのにそういうことは無理です。恥ずかしすぎます」

			「とくにクーナは声が大きいから止めたほうがいいわね」

			「アンネだって、大きいです！」

			　本気で、扉の前の護衛がうっとうしくなってきた。

			　俺は扉の前まで歩く。

			　そして、掌底を両手で放つ。

			　扉の向こうで崩れ落ちる音が聞こえた。

			「よし、これで邪魔者はいなくなった」

			「いったい何をやっているんですか!?」

			「発(はつ)勁(けい)の応用だ。気と衝撃波を扉ごしに放って脳を揺らす。加護は傷を癒してしまうが、気を失わせれば行動不能になる。これで、安心して愛し合えるな」

			「そういう意味で言ったんじゃないです！」

			「呆れるわね。エッチなことをするために、そんなことをするなんて」

			　そう言うアンネの声はどこかうれしそうだった。

			　興奮しているのは俺だけじゃない。

			　最近、忙しくてご無沙汰だった。ゆっくり愛し合いたい。

			　それにクーナたちがわざわざ衣装を着ているのはそういうことを期待したのもあるはずだ。

			　……そして今のはエッチなことをするためではあるが、それだけじゃない。穏便に抜け出すための布石でもある。

			「ソージくんはしょうがないですね」

			「ええ、仕方なく付き合ってあげるわ」

			　二人と次々に口づけを交わして服の中に手を入れる。

			　せっかく、こういう服を着てもらっているんだ。

			　こういう服ならではの楽しみ方をしよう。

			　出発前の時間としてこれ以上の癒しはないだろう。

			　今日は疲れただけじゃなく、悲しいこともあった。

			　少しでも二人のぬくもりを感じていたい。

		

	
		
			　

			第１話　寮からの脱出

			　

			　昨日は楽しかった。

			　やっぱり、二人と愛し合っているときに一番の幸せを感じる。

			「ソージくん、反省してますか!?」

			「……ずいぶん、見張りの数が増えたわね」

			　しかし、その幸せの代償は大きかった。

			　見張りが二人、正体不明の攻撃で気絶させられた。

			　その事実を重く見た軍部が見張りの数を増やし、さらに交代制にして、三時間ごとに交代が来るので気絶させようがすぐに気付かれる。

			　加えて、部屋の中にも待機するなんて軍部が言い出した。

			　……そっちはさすがに却下させたが。

			　それだけじゃない。

			　祭りの際に襲撃を受けたことで学校全体が一週間、休校になることが決定していたが、その後も俺たちは一か月近く学校を休むことになってしまった。

			　スゴート教官が気を利かせてくれたおかげで、あとで課題を提出することで、しっかりと出席扱いにはなるようだが。

			　もちろん、アンネとクーナも同じ扱いだ。

			「いったい、どうするんですか！　ソージくんって、いつもは考えて行動するのに、エッチなことをするときだけ、我を忘れますよね」

			　少しだけ、耳が痛い。

			　だが、今回の件は我を忘れてやったわけじゃない。

			「いや、狙い通りだ。俺たちはシリルさんが迎えに来たらここを抜け出すだろう？　そのとき、過去に不可解な攻撃があったという事実さえあれば、脱走ではなくて、俺たちがさらわれたと思ってもらえる公算が高い」

			　まあ、さらわれたことで軍部が言うところの保護を強行されるリスクがあるが、脱走したと思われるよりはマシだ。

			　意図的に脱走したと思われれば、犯罪者となる。

			「まさか、そのために騒ぎを起こしたんですか？」

			「ああ、その通りだ。ここを抜け出すときも同じ手で意識を刈り取る。同一犯の仕業だと思ってもらえるだろうな」

			「ソージ、そういう話をこの部屋でするのは危険ではないかしら？」

			「大丈夫、魔術で風の流れを制御している。音なんてものは空気の振動だ。俺たちからある程度離れたら、声を打ち消すようにするぐらい造作もない」

			　昨日だって、エッチなことをしたいだけなら、わざわざ意識を奪ったりせずにこの魔術を使えば良かった。

			　それをしなかったのは、この状況を作るためだ。

			「ちょうどいい。俺が【転移】された後のことを話しておこう。俺は【転移】させられた場所で窮地に陥った。そんな俺をユウリ先輩は自分の命と引き換えに救ってくれた。ユウリ先輩は最後に、本体(ほんとうのあたし)と会い、伝言を伝えてほしいと言ったんだ。彼女の最後の願いを、かなえてやりたい」

			　ユウリ先輩の最後の言葉を思い出す。

			『最後のお願い、できればあたしのことを忘れないでほしいな。まあ、こういう役割をもった存在だけど。感情がないわけじゃない。せめて、誰かに覚えておいてほしいじゃないか。そのうち、本体(ほんとうのあたし)が挨拶に行くから。伝言頼むよ。次のあたしを生み出すときは、遠隔操作(リモート)にしてねって、人格を持たせられる身にもなってほしいよ。あっ、願いが二つになっちゃった』

			　俺はユウリ先輩のことをうさんくさいと思っていたし、警戒もしていた。だけど、嫌いじゃなかった。

			　あの人が言う本体とやらに会えば、俺が知りたいことを知れるらしいが、それ以上に俺が知っているユウリ先輩の想いを大事にしたい。

			「そんなことがあったんですね」

			「ソージが勝てないなんて、すごい敵ね」

			「ああ、今回の件は【破滅】、世界の滅亡なんてことが関わっているぐらいだ。……たぶん、ユウリ先輩の本体と名乗る存在に会えば、引き返せなくなる」

			　知るということはそういうことだ。俺はともかく、クーナとアンネは今なら踏みとどまることができる。

			「ソージくん一人じゃ手に負えない話です。なら、当然私も一緒に行きますよ！」

			「ええ、私たちは【魔剣の尻尾(しつぽ)】よ。いつも一緒。世界の【破滅】が相手でもそれは変わらないわ」

			「……そう言ってくれると信じていた。二人の気持ちは知っている。だから、スゴート教官に三人を休学にするように頼んだ。三人で行こう」

			　もう、今更二人の気持ちを確認なんてしない。

			　俺は二人を信じているし、二人は俺を信じている。

			「あとは、いつ父様が迎えに来てくれるかですね」

			「だな。本体とやらが、どこにいるかわからないから、シリルさん頼りになる」

			　あの人は絶対に約束を守る人だ。

			　迎えに行くと言っていた以上、そう遠くないうちに、連絡を取ってくるだろう。

			　そんなことを考えていると、さっそく来た。

			　窓の隙間から小鳥が飛び込んでくる。

			「あっ、サツキ号です」

			　クーナが手を伸ばすと小鳥が着地して、右足を上げる。

			　右足には手紙がくっついていた。

			　クーナがその手紙に早速目を通す。

			「明日父様が迎えに来るそうです。エルシエ方面に街道を進んだ先で待つと書いてあります」

			「わかった。護衛たちを振り切って、合流すればいいんだな」

			　常時張り付いている護衛は四人。さらに寮の門、学校の門の両方に見張りがいる。

			　四人の護衛は全員がランク３。

			　彼ら全員を気絶させ、さらわれたように偽装し、見張りの誰にも見つからないように合流地点に向かう。

			　以前の俺であれば難しかったが。

			　今の俺ならなんとでもなる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日、食堂で食事をとった俺たちは部屋に戻る。

			　昨日のうちに旅支度は済ませていた。ダンジョンに挑むつもりでフル装備だ。

			【転移】させられた白い部屋で砕かれてしまった機械魔槍ヴァジュラの外殻は、もしものときのために用意していた複製品で代用する。

			　強度も性能も劣るが、ないよりはいい。

			「ソージくん、その槍を持って見つからないように逃げるって、無理じゃないですか」

			「わりと、なんとかなるぞ」

			　俺の機械魔槍ヴァジュラは、巨大な馬上槍だ。

			　とてつもなく目立つ。

			　だけど、これぐらいでは障害にならない。

			　昨日と同じように扉越しに発(はつ)勁(けい)を放ち、まず二人を気絶させる。

			　そして、扉の外をうかがう。

			　少し離れた位置にいた二人組が倒れた仲間に向かって駆け寄ってきた。

			　風の精霊と意識の同期を始める。

			　急激に酸素濃度を上げると、残り二人も気絶した。

			　エルフに比べると劣るが、人間としては風の精霊との親和性は最高峰だし、ランク４の今なら力ずくでこんな真似もできる。

			「扉の前にいた四人は気を失った。クーナ、アンネ、いくぞ」

			「はい、いつでもいいです」

			「私も準備できてるわ」

			　俺たちは裏庭側に窓があるクーナの部屋に向かい、その窓から飛び降りる。

			　俺たちの部屋は三階にある、飛び降りるのにさほど時間はかからない。

			　そして、寮の裏庭にある花壇の裏、そこの土を払うと隠し扉を見つけた。

			「ソージくんに言われて作っていた地下通路、本当に使う日が来るとは思ってませんでした」

			「俺はいつか使う日が来ると思っていたぞ」

			　クーナは火の精霊ばかりを使うが、火狐という種族は土の精霊とも相性が非常にいい。

			　加えて、火狐はキツネの特徴も持っている。

			　すなわち、穴を掘って巣を作る。

			　ストレスが溜まると、クーナはこっそり地下に秘密基地を作る。

			　どうせなら、秘密基地を拡張して、もしものときのために外へ続く道を作っておいてくれと頼んでいた。

			　素人が作ったトンネルなどすぐに倒壊するが、遺伝子に刻まれた経験から、作りはしっかりしているし、土の魔術で壁が固められているので頑丈だ。

			　トンネルを抜けると森の中に出た。

			　あとは、街道に出ずに森の中を進んでいけばシリルと合流できるはずだ。

			「……クーナ、前に俺が見つけたときよりもずいぶん地下トンネルが拡張されていたが」

			「いえ、その、たまにむしゃくしゃしたときに掘っていたら、いつの間にかこんなのができちゃいました。今度、トンネルの中にある私の部屋を見せてあげますよ。家具とかたくさん揃えてます」

			「そんなことをしているから金が足りなくなるんだ」

			「秘密基地はロマンです！」

			　その気持ちはわからなくはない。小言は止めておこう。今回はそのクーナの遊びに助けられたのだ。

			　

			　　　　　◆　◆　◆

			　

			　半日ほど、エルシエ方面へと森の中を歩いていると、風が頬に触れた。

			　俺でないと気付けないほどに、薄く魔力の匂いがした。

			「シリルさんはもう来ているようだ」

			「ソージ、よくわかるわね」

			「風からシリルさんの匂いがした」

			　クーナとアンネが信じられないという顔をする。

			「こっちだ。風が呼んでる」

			　俺のあとを二人がついてくる。

			　そして、三十分ほど経って馬車が見えた。

			　どう見ても青年にしか見えない美しいエルフが手を振っている。

			　世界で唯一のランク６にしてハイ・エルフ、クーナの父親、シリル・エルシエ。

			　彼が口を開く。

			「二日ぶりだ。クーナとアンネロッタがついて来ているようだが、二人とも覚悟はあるのかな？　知ると戻れなくなる」

			　俺が返事をする前に、クーナとアンネが一歩前に出る。

			「もちろんです。私はソージくんとどこまでも一緒に行くと決めました」

			「私も同じよ。そうでなければ婚約なんてしないわ」

			「二人の覚悟はわかった。だが、あえてソージに問おう。二人を巻き込む覚悟が君にはあるか？　君のせいで二人が死ぬかもしれない」

			　そんなのとっくに決まっている。

			「もちろんだ。俺はクーナとアンネのためなら、なんでもする。二人も同じだ」

			　それが【魔剣の尻尾(しつぽ)】だ。

			　そして、俺は何があろうと二人を死なせたりはしない。

			「いいだろう。では、馬車に乗ってくれ。場所が場所だけに少々手荒い運転になるから、覚悟しておいてくれ」

			　こくりと頷くとシリルも頷いた。

			　乗ってから馬車のおかしなところに気付く。

			　この馬車、馬がない。

			　エンジン音という、この世界では聞くはずがない音が鳴り響く。

			　外装の木々がはじけ飛んで特殊合金製のボディが露わになる。

			　間違いない、これは馬車じゃない。馬車に偽装した車だ。

			　凄まじい加速で車が走り出す。

			「父様、これなんですか!?　速すぎて怖くて……楽しいです！」

			「きゃっ。ソージ、助けて」

			　クーナとアンネがしがみ付いてくるので、俺も彼女たちを抱き寄せる。

			　クーナの故郷で見た車、こんなものを持ち出してくるとは。

			　エルシエでは、火の精霊の力を借りるモデルと、風の精霊の力を借りるモデルがあったが、これはハイブリッドのようだ。

			　ろくに整備されていない悪路を時速二百キロほどで走行する。

			　ふざけている。だが、面白い。

			　これならどんな目的地だろうがすぐに着きそうだ。

			　ユウリ先輩の本体に、もうすぐ会える。

		

	
		
			　

			第２話　女神の真実

			　

			　シリルが操縦する車が走る。

			　力強い風と炎の精霊の力を感じる。

			　車の動力は風と炎のマナだ。

			　並の魔術師であればマナの力を借りるのに魔力を消費し、あっという間に息切れするが、四属性のマナを使いこなすハイ・エルフであれば何時間でも走り続けることができるだろう。

			　体感速度だが、ろくに舗装されていない道を時速１００㎞を超えるペースで、障害物を躱(かわ)しながら走り続けている。

			　出力も凄まじいが、タイヤとサスペンションの性能、ステアリングがしっかりしてないと、途端にばらばらに分解しているだろう。

			　たまにとんでもない大ジャンプを交える。

			　道なき道を進み、ついには巨大な崖にやってきた。

			　そして、崖からダイブ。

			　車が宙を舞う。

			「「きゃああああああああああああああああああああああ」」

			　クーナとアンネが二人そろって悲鳴を上げる。

			　車は風に乗り滑空する。

			　そのまま川に着地し、今度は水面を走り始めた。

			　めちゃくちゃだ。

			　これらは車の性能ではなく、シリルが強引に属性魔術を使っているだけだ。

			　風のマナで車体を浮かして、水のマナで水面を固定して道にする。

			　川を走り、見知らぬ山を越え、さらにどこかの巨大な湖に浮かぶ島に入り、その地下通路を走り抜けて、ようやく車が止まった。

			　ドアが開いて俺たちは外に出る。

			「ううう、気持ち悪いです。世界がぐるぐるしてます」

			　アンネと違って、最初ははしゃいでいたクーナもこの運転には参ったようだ。

			　げっそりとしている。

			「……そうね。三半規管が揺らされすぎたわね。どうして、ソージは平気なのかしら？」

			「経験の差かな？」

			　車という乗りものを知っていたことが二人との差だろう。

			　初体験で吐かないだけ、二人ともさすがだ。

			　馬車からはい出ると、よく整備された庭と美しい石畳がこぢんまりとした屋敷に続いている。

			　見るものが見れば、とんでもない結界が張られているとすぐに気付く。

			　……ここまでの道中にも無数の結界があった。湖の中央にある巨大な島に入る際にも仕掛けられていたし、島の地下通路はもっと厳重な守りだった。

			　無数の分れ道があり、広大な迷路となっていた。

			　正しい道は一つだけ、間違えれば悲惨なことになる罠(わな)がいくつも仕掛けられていた。

			　それも正解の道は時間と連動して次々と変わってしまう。

			　正解を知っていても、並の術者では最奥までたどり着けない。

			　俺ですら、この地下迷宮を事前情報なしで突破できる自信がない。

			　これほど見つかりにくい場所に、これほど厳重な守り。もちろん理由があるはずだ。

			「さて、ソージ、クーナ、アンネロッタ。俺がしてやれるのは、ここに連れてくるまでだ。君たちの待ち人はあの中にいる」

			　呼び止める間もなくシリルが消えていった。

			　彼には彼のするべきことがあるのだろう。

			「父様のいじわる」

			「いじわるって言うより、いろいろと面倒なルールがありそうだ」

			　シリルはどちらかというと面倒見がいいほうであり、クーナのことを溺愛している。

			　なのに、ここで放り出したということはそうするだけの理由がある。

			「ちょっと不安になってくるわね」

			「でも、行くしかないです！」

			「そうだな。行こう！」

			　クーナとアンネを勇気づけるように声を出す。

			　俺は男でリーダーだ。だから、前を歩かないといけない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　屋敷の中に入る。

			　すると、からくり人形がいた。

			　その人形を一言で表すなら、日本人形。おかっぱ頭に着物という出で立ち。

			　この世界ではありえないはずのもの。なにせ、おかっぱも着物も、ないはずの文化。

			　これは屋敷の主から俺へのメッセージなのだろう。

			　この世界にないものを見せつけることで、自分がどういう存在かをにおわせる。

			　からくり人形が軋む音をたてながらお辞儀をして、屋敷の奥へと消えていく。

			「ソージくん、不思議な雰囲気の人形ですね」

			「ええ、どこかオリエンタルな雰囲気。なんて人形かしら？」

			「あれは茶運び人形という。俺の故郷の人形だ。ついて行こう。きっと持ち主のもとへ案内してくれる」

			　クーナたちがこくりと頷き、部屋の奥へと進んでいった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　屋敷の奥へと進んでいき、からくり人形がとある一室に入る。

			　からくり人形の主人を見て、俺は息を飲んだ。

			　予想はしていたが、衝撃が大きかった。

			「やあ、よく来たね。挨拶に悩むよ。初めましてか、また会ったねか。ソージ、どっちがいいと思う？」

			　広々とした洋室には、白いワンピースを着たユウリ先輩がいた。

			　いや、本人ではない彼女こそが、ユウリ先輩の言っていた本体なのだろう。

		

	
		
			[image: p_031.jpg]
		

	
		
			「てっきり、茶運び人形に出迎えをさせたから、和室かと思ったんだがな」

			「やだよ。正座ってつかれるじゃん。ささ、座って座って、美味しい紅茶を用意したから」

			　話しかたも仕草もユウリ先輩そのもの、俺たちは戸惑いながらも席に座る。

			「気遣いは感謝するが、心に雑談を楽しめるだけの余裕がない。早速、本題に入ってもらおうか？」

			「そっか。うん、いいよ。ソージ、何から聞きたい？」

			「まずは前提として、あなたが何者かを知らないと話にならない。そこから教えてくれ」

			「うん、いいよ。この世界の管理者。まあ、神様みたいなものだと思ってくれていいかな。ちなみに、実は君とはすでに会っている。それもあたしの端末じゃなくて、あたし自身がね。ホムンクルスを作って君を呼び出し、最初に挨拶したのがあたしだ。おかげで眠りについていたけど、最近、やっと起きることができたよ」

			　そんな気がしていた。

			　ユウリ先輩と初めて会ったとき、初めて会った気がしなかった。

			　当然だ。この人とはゲーム時代を含めると何百回も会っている。姿と形や声は違っても雰囲気は変わらない。心のどこかで、それを感じていた。

			「いろいろと納得がいった。だが、聞きたいことがある。あなたが俺を呼びだした、そのときに直接的な介入ができないとも言っていた。だが、ユウリ先輩は、あなたの記憶を持っていたし、その力も振るった。俺への説明は嘘だったのか？」

			　俺はこの世界にやってきたときに、この人から情報をもらっていた。

			　１　やがて来る【破滅】から世界を救うために俺を呼んだ。

			　２　自分は直接的な干(かん)渉(しよう)ができない。

			　３　最高の才能を持ったホムンクルスを生み出すのが限界であり、空っぽの体に魂(たましい)を用意する必要があった。

			「ユウリ先輩と君が呼ぶ端末のことは後で話すつもりだったけど、先に話しちゃおう。あれの正体は、あたしの記憶と疑似人格を植え付けたホムンクルス。ある意味では君の姉のようなもの。違うのは、力を使わないためにスペックが落ちるのと、外から魂(たましい)を持ってきた君と違って、あの子たちには魂(たましい)がない。人形みたいなもの。どうしても薄っぺらくなる。……便利な存在だよ。だって、あたしが命令しなくても、あたしの意をくんで動くからルール違反にならない」

			「一つ、訂正をさせてくれ。薄っぺらくなんてなかった、彼女は必死に生きていた」

			　今までのユウリ先輩のことを思い出す。

			　あの人はいつも一生懸命にがんばっていた。道具ではなく人間だった。

			　そうでないと最後の言葉は出てこない。

			「そっか。薄っぺらい空っぽの人形も、人と交わって、経験を積めば変わっていくのかもしれない。君がユウリ先輩と呼ぶ端末以外にも、たくさん似た存在を作った。たとえば、君のクラスの担任、あれもあたしの端末だ。ユウリ先輩と、君の教官は人知れず君たちをサポートしていた」

			　……あの人もそうだったのか。

			　どこかユウリ先輩と似ているし、不審だと思っていたが、そこまではわからなかった。

			「つまり、ナキータ教官やユウリ先輩の目的は俺たちを導くこと、いや、違うな。俺だけじゃなく見込みがある探索者を導き、強くすることだった。後者のほうは、あなたがたくさん作ったという端末たち、すべてに共通する目的のはずだ」

			　ユウリ先輩の行動を思い出す。

			　ユウリ先輩と会うのは学園以外ではダンジョン内が多かった。

			　かつてガス抜きと称して、多くの探索者の命を奪いかねない瘴(しよう)気(き)の塊を駆除していた。

			　逆に、意図的に強大な敵をぶつけられたりもしたが、そのおかげでランク２になれた。

			　一貫して、彼女の行動は俺や探索者たちを強くしようとしていた。

			「それも正解。じゃあ、なんであたしは君や探索者たちを強くしようとしていたかわかる？」

			「世界を【破滅】から救うため。【瘴(しよう)気(き)】が年々、増え続けているのは知っている。なら、【瘴(しよう)気(き)】を駆除するペースを上げ続けないと、いつかダンジョンから魔物が溢れ出して、世界は滅びる。そのためには、強い探索者がたくさん必要だ」

			　ゲーム時代、そういう未来をいくつも見てきた。

			　年々、ダンジョンの瘴(しよう)気(き)量が増え、魔物の数も強さも上がっていき、やがて探索者の力では押さえきれなくなり、魔物がダンジョンから溢れ出す。

			　そうして、世界中で魔物が暴れまわるようになり、さらに探索者が減り、人間の社会は壊滅する。

			　ゲームの周回でも、自分や周りの人たちを守るぐらいはできたが、世界の滅びを救うことはできなかった。

			「ゲーム時代に調べたことがあるが、騎士学校の成立経緯には恣意的なものがあると感じていた。ユウリ先輩が異様な権力を振るっていたことから、俺はあの学校自体、探索者を強くするため、あなたが作るように仕向けたものだと思っている。あの学校だけじゃなく世界中で同じことをしていると疑ってもいる」

			「うん、それも正解。あたしは君を呼ぶ以外にも、いろいろとやってきた。あの手この手でね」

			「……逆に疑問を感じてもいたんだ。それだけなら、俺を呼ぶ意味がない。ただ一人の英雄なんて、なんの意味もないだろう。必要なのは、探索者全体の底上げのはずだ」

			「半分正解で、半分不正解。不思議に思わない？　どうして【瘴(しよう)気(き)】なんてものがあるのか？　どうして、神様のあたしにありとあらゆる制限があるのか？　当ててみて」

			　考えてみよう。

			　この女神は、間違いなくこの世界を守ろうとしている。そして、そのためにはいくつかの制限がある。

			　世界を守らないといけないのは【瘴(しよう)気(き)】があるから。

			【瘴(しよう)気(き)】という存在は年々増えていく。その目的は世界を滅ぼすこと。

			　……とんでもなく飛躍した発想が出てきた。

			「あなたと同じ存在がいて、そいつの目的が逆。世界を滅ぼそうとしている。この世界を舞台に、世界を滅ぼす存在と、世界を守るあなたが、一定のルールに従って争っている。なんていうのはどうだ？　その場合、さらに上位の存在がいることになるが」

			「うん、細かいところは違うけど大体そんな感じ。向こうにもルールや制限はある。向こうがやっていることは【瘴(しよう)気(き)】や、いろんなものを使って世界を滅ぼすこと。それが【破滅】。それを阻止するのがあたしの役目ってわけで、そのために君を呼んだ」

			　いろいろなことが繋がっていく。

			　とんでもなくスケールがでかい話だ。

			「……俺がこの世界に来たときに、このことを教えられず、今教えられるのは、ユウリ先輩があいつらをぶっ飛ばしたおかげか」

			「それも当たり、あたしたちの権限と制限は変動する。君が、彼らの本拠地の守りを壊したおかげで、彼らは莫大な力を使って守りを作りなおした。さらに調子に乗って力を引き出して、君のお仲間を何百人も一気に出したせいで、あたしを押さえる力が一気に緩んだ。だから、ユウリにあたしの力をある程度移譲できたし、何割か潰せた」

			　そして、その何割か潰したおかげで俺と直接こうやって会って、秘密を話す権限を持ったわけか。

			「……こうやって話しているのは、ただのサービスじゃないだろう？　俺に何をさせたい」

			　最初に出会ったころ、俺を呼びだすのに力を使い、最低限の知識を与えることにも力を使い、女神は眠りについた。

			　おそらく、今もこうしている限り力を使っているのだろう。それも、最初に出会ったときとは比べ物にならないほどに。

			「うん、お願いがあって呼んだ。ソージのおかげで敵の神様はとんでもない痛手を受けてる。だから、今のうちに処分してほしい。まあ、あたしがこんなところに隠れて、厳重な守りをしているところで察しているとは思うけど、あたしたちは殺せる。そして、殺されたら一切、世界に干(かん)渉(しよう)できなくなる」

			　そういうことか。

			　拳をぎゅっと握りしめる。

			「……俺じゃなくてシリルさんに頼んだほうがいいんじゃないか」

			「あの人は、もうこっち側に来てしまったんだ。だから、いくつものルールに縛られてる。察していると思うけど、相手がここまで消耗して弱るなんて、この世界が始まって以来なかった。こんなチャンスは二度とない。もともと、年数が重なるほど敵が有利なゲーム。あたしは君たちに強制はできないけど、断れば十年か二十年か経って、君たちは死ぬほど後悔すると断言できる」

			　わかっている。

			　その未来は嫌になるほど見てきた。

			　俺はクーナたちと幸せになると決めた。ただ生きていくだけなら魔物が溢れる世界でもできる。

			　でも、そんなのは嫌だ。

			　だから……。

			「わかった、受けよう。一応確認するが、増援は呼んでいいのか？　たとえばエルシエの精鋭部隊イラクサを呼べば、頼れる戦力になる」

			「それはできないの。前回、君は呼ばれたから相手の領域に侵入できたけど、今回はあたしが干(かん)渉(しよう)して送り届ける。あそこに送り込めるのはたった三人だけ。そのうち一人は君じゃないとだめ。あたしが君を送れるのは、一度、奴らの領域に侵入して、君にできた縁を辿ることができるからなんだ。あと二人は君の意思で決めて」

			　三人か。

			　短時間なら、クーナとアンネはランク５相当の力を出せるとはいえ、あくまで不安定かつ一瞬。

			　強さだけなら、ランク５のイラクサのメンツを呼んだほうがいい。

			　……だけど、そんな理屈はどうでもいい。

			　俺たちは一緒にいると決めた。

			　ランク５二人分の力は魅力的だが、それを補えるほど、強くなれる自信がある。

			「俺たち三人で行く。そう誓った」

			「ソージくん、わかってますね！」

			「ここで留守番と言われたら、怒っていたわね」

			　その気持ちは二人も同じようだ。

			「本当に仲がいいね。三人に最後の贈り物。【瘴(しよう)気(き)】を操ったり、ダンジョンを作るのはあたしの管轄じゃないけど、見様見真似で作ったボーナスステージがある。鬼のように強い魔物ばかり出る。そして、得られる経験値は数倍だ。ここで一週間鍛えるがいい。その一週間が終わり、一日体を休めた後、君たちを決戦の地に飛ばす」

			「いいのか、一週間ものんびり鍛えて」

			「うん、敵が失った力はそう簡単に戻らない。回復をし始めるのが、今から九日後。だからこの日程にした」

			　最後の修業。

			　最後の鍛錬。

			　強い魔物に、数倍の経験値か。

			　燃えてきた。

			「クーナ、アンネ、この一週間で【魔剣の尻尾(しつぽ)】は最強のパーティになる」

			「ランク４どころか、ランク５を目指しますよ」

			「現実的じゃない目標だけど、がんばれる気がするわね」

			　目標は二人をランク４にし、誰か一人がランク５に届くことだ。

			　女神は口を閉ざす。これで話は終わりのようだ。

			　なら、ユウリ先輩の最後の願いを果たそう。

			「ユウリ先輩からの伝言だ。もう、自分のような端末に感情を与えないでほしい。ただの操り人形でいい。彼女はそう言った」

			「……それは、守れないかな。自分で動くからルールから逃れられている。あたしの言うことを聞くだけの人形なら、明確なルール違反になる。それにさ、あの子から伝わってくる感情、辛いだけじゃなかったと思う。逆にあたしは君に頼みたい。勝って、終わらせて」

			　めちゃくちゃを言う。

			　だけど、その通りだ。

			　その敵を倒せば、もうユウリ先輩のような犠牲は出ない。

			　それを叶えるためにも、この一週間で強くならないといけないだろう。

		

	
		
			　

			第３話　最後のダンジョンへの準備

			　

			　ユウリ先輩が本体と呼んだ存在と出会い、いろんな真実を知った。

			　そして、【瘴(しよう)気(き)】を生み出す元凶を倒してくれと頼まれた。

			　彼女の話では、そいつを倒したからと言って【瘴気】がこの世界からなくなるわけではない。

			　だが、今のように【瘴気】の量が増え続けるということはなくなる。

			【瘴気】の量が増え続ければ、待っているのは世界の【破滅】だ。なんとしても防がないといけない。

			　……そして、これをやり遂げれば神聖薔(ば)薇(ら)騎士団が守っている封印も不要になる。

			　それはつまり、溢れ出る【瘴気】を抑制する封印に不可欠なクーナの心臓も不要になり、クーナが狙われることもなくなる。

			　なんとしてもクリアしないといけない。

			「すぐにでも三人をダンジョンに送り届けたいところだけど、その前に準備をしないとね。特別にあたしの宝物庫にあるものをなんでもあげる」

			　女神の宝物庫？

			　その言葉に惹かれる。

			「いいのか？　俺をこの世界に呼んだとき、ミスリルの塊とわずかな金だけで限界と言っていた記憶があるが」

			「いろいろと制限が解除されたから、できることが増えた。……それに、あたしの宝物庫にあるものだけど、あたしのじゃない。君がユウリ先輩と呼ぶ端末をはじめとした、あたしじゃない、あたしたちが集めたものだ。私が君にあげるわけじゃない。いわゆるズルってやつだ」

			「……わかった。遠慮なくもらっていこう。ユウリ先輩たちの置き土産、存分に使わせてもらおう」

			　ある意味、ユウリ先輩の形見のようなものだ。

			　彼女の想いを連れていく。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　来たときと同じように茶運び人形に宝物庫へと案内された。

			　宝物庫の中にはところ狭しと、武器や防具、アイテムが並んでいる。

			　何百年もかけてこれだけのものを集めたのだろう。

			「ソージくん、あの人、ここにある装備や道具全部、持っていっていいと言っていましたが、ここまで種類あると悩みますね」

			「そうだな。……質も量も一級品ばかりだ。大変だが、妥協せずにしっかりと選ぼう。強い魔物が出るダンジョンに一週間も潜り続けるし、何よりその後の本番がある。少しでも戦力を上げたほうがいい」

			「わかりました！　一番いいのを選びます」

			「私もがんばって探すわ」

			　クーナとアンネが倉庫の武器や防具を手に取り始めた。俺も装備を探す。

			　一つ一つ、装備を確認し、いいと思ったものは頭の片隅に留めて、武器、防具エリアを一周する。

			　……さすがは女神の宝物庫、普通じゃ手に入らないものが多い。

			「クーナ、アンネ、いいものは見つかったか？」

			「ううう、無理です。いくらなんでも多すぎますよ」

			「……まだ、一割程度しか見れていないわね」

			「しっかり選べと言っても、一つ一つ手に取って調べるのは無理がある。どれも超一級品の武器ばかりだ。作りがしっかりしていることよりも、強い魔力が宿っているものを優先して、その後に手になじむか見ていったほうがいい」

			　しっかりと見ることとは矛盾するが、今日を含めて一週間しか鍛える時間がない。

			　ここで悩めば悩むほど鍛える時間が失われる。

			　だから、しっかり見つつも迅速に選ぶ必要がある。

			「俺が見て回った中だと、クーナにはこの籠(こ)手(て)、アンネにはこのベルトがおすすめだ」

			　クーナには俺が作った二振りの姉妹剣、蒼(そー)慈(じ)、紅(くー)那(な)があり、アンネにはクヴァル・ベステがある。

			　それらを超える性能の武器はなかった。

			　だが、防具の面では現状の装備を上回るものが多く、その中でもずば抜けていたのはこれらだ。

			　クーナに渡した籠手は、素早さに補正がかかるもので、アンネに渡したベルトには筋力を上昇させる効果がある。

			　能力に補正がある魔道具は、複数装備したら効果が打ち消し合う。複数装備しても意味がないので、それぞれ一つだけでいいだろう。

			　そして、俺自身は魔力が宿った上着を選んだ。

			　身体能力を向上させてくれるし、材質が良く斬撃と熱に耐性があり、軽い。

			「ソージくんの言う通り、この籠手しっくりきますね」

			「こっちは力が湧いてくるわね。それに、他の装備と違って体の感覚が変わらないのがいいわ」

			　二人とも新たな装備を気に入ったようだ。

			「クーナ、アンネ、それを基準にして手に取ったとき、それよりも劣ると感じたらすぐに手を離して次を探すといい。それなら、あと一時間ぐらいで見終わるだろう？」

			「かしこい方法です！」

			「ええ、やってみるわ」

			　そうして、クーナとアンネは今までとは比べものにならないペースでいろいろな装備を確認していった。

			　結局、俺が選んだものを使うことにした。

			　一見、無駄な時間に思えるが自分の意思で選ぶということが大事だ。そっちのほうが愛着がわく。

			　命を預ける装備に思い入れは必要だ。

			　装備を見終わったあとは、道具類が置かれた区画に移動する。

			　その中にひと際目を引くものがあった。

			　手に取り、魔術で解析する。思った通りだ。

			「これはすごいな。実在したとは」

			「その小瓶がどうかしたんですか？」

			「【加護】を回復するポーションだ。体力や魔力を癒すポーションは作れるが、【加護】を回復させるポーションは誰も完成させてない」

			　この世界では傷を負っても【加護】が癒してくれる。

			　だけど、その【加護】そのものは時間でしか回復しない。【加護】そのものを回復できるのはありがたい。

			「ソージ、ありがたくいただきましょう。持てるだけダンジョンに持っていきましょう」

			「そのつもりだ。一週間も潜れば【加護】不足に悩まされるだろうしな。……それに、実物があれば解析して再現できるかもしれない。いや、絶対に再現して見せる。腕がなる」

			　ゲーム時代に、俺を含めて何十人も挑戦した。

			　開発チームまで作られたが、基礎理論は完成し、いざ製作というところまで進展したが、結局誰一人成功しなかった。

			　どうしても、理論を実現するだけの素材が見つからなかったからだ。

			　過去の文献には、すべての要件を満たした薬草が存在していたのだが、もしかしたらこのポーションは、その薬草が存在した時代に作られたものかもしれない。

			　当時はそこで足を止めたが、こうして実物があれば解析し、代用品や、あるいは過去に失われた薬草の再生に挑める。

			　こんな状況なのに、わくわくしてきた。

			「アンネ、ソージくんの顔が新しいおもちゃをもらった子供みたいです」

			「悪い癖が出たわね」

			「ごほんっ、ちゃんと弁(わきま)えているよ。研究はすべてが終わってからだ。それにしても、改めてすごいと思う。高くて手が出ない魔力回復ポーションもたくさんあるし、体力回復ポーション、変わり種で疲れを認識できなくなるバーサークポーションまである」

			　めぼしいアイテムは【加護】の回復ポーションだけじゃなかった。

			　少し、困ってしまう。

			　持っていきたいものが多すぎて、取捨選択が難しい。

			「回復アイテムだけじゃないですね。これは爆弾でしょうか？」

			「正解だ。そいつの威力は相当だ。魔物を倒すのにも、目くらましにも使える。二つほど持って行こう。……【加護】のポーションを最優先に、魔力回復ポーションと体力回復ポーションをできるだけ入れてっと」

			　ある程度、割り切って次々に必要なものを見繕う。

			　食料を入れるスペースも確保しないと。

			　なにせ一週間もの間、地上に戻ってこれない。

			　現地で魔物肉は確保できるだろうが、肉だけでは一週間を乗り越えられない。

			　どうしたって、ビタミンや炭水化物を摂取可能な食料を持ち込まないといけない。

			　三人の一週間分となると相当量だ。

			　限界まで頭を回転させて、最適な荷造りをする。

			「よし、あまり荷物を増やしても動きにくくなるし、こんなものだろう。これだけあれば、一週間、耐えられるはずだ」

			　最後に、もう一度倉庫の中を見回り、必要なものがないかを確認して、女神のもとへ向かった。

			　女神が鞄をぱんぱんに膨らました俺たちを見て微笑を浮かべながら口を開く。

			「準備は終わったかな？　もう一度言うけど、特別なダンジョンに行けるのはたった一度きり。途中退場はできるけど、そうしたら二度と足を踏み入れることができない」

			「わかっているさ。一週間、ずっと現地にとどまり続けるつもりで準備をした」

			「うん、わかった。じゃあ、君たちを送り届けよう。ついてきて」

			　さきほどの部屋には隠し扉があり、その先には巨大な魔法陣がある。その中央に女神が足を踏み入れ、手招きをしてくる。

			　三人で女神の前に立った。

			「今からあたしの力で特別なダンジョンへ送り届けるよ。ソージには、この宝石を渡しておく。これを砕くと戻ってこれる」

			「わかっている。必ず強くなって戻ってくる。三人でな」

			　俺がそう言うと、女神が頷いた。

			「さあ、【黄金宮】への道を開くよ。行ってらっしゃい。力をもつ英雄になるために」

			　その言葉と同時に、俺たち三人は転移独特の浮遊感に包まれた。

			　きっと、目が覚めればそこは【黄金宮】の中だろう。

			　強力な魔物たちがうじゃうじゃと存在し、魔石に込められた力が数倍のボーナスステージ。

			　こんな美味しいボーナスステージ、途中退場なんてするものか。

			　必ず、一週間戦い続けて、圧倒的な力を手に入れる。

		

	
		
			　

			第４話　【黄金宮】初日

			　

			　女神の力で【黄金宮】の中へと飛ばされた。

			【黄金宮】の第一階層は広大な森。

			　そして、森の中央には黄金の神殿があった。

			【瘴(しよう)気(き)】の流れを読むと、次の階層へ続く道はあの黄金の神殿の中にあるらしい。

			　こういう構成をしているダンジョンは、森よりも神殿内の魔物のほうが強く、さらに神殿内の最奥にはひと際強力な魔物がいる。

			「二人とも、気を引き締めろよ。森の中は戦いやすいが、この瘴(しよう)気(き)の濃さだ。最低でもランク３の魔物が出る」

			「油断なんてしないです。さっきから、キツネ耳をピンと伸ばして警戒中です」

			　言葉の通り、可愛いキツネ耳をピンと伸ばして周囲の様子を探っている。

			　キツネ特有の優れた聴覚と、野生の勘を駆使するクーナの気配感知能力は俺以上だ。

			　クーナが油断しない限り不意打ちを受けることは考えにくい。

			「私も気を引き締めるわ。いつでも魔物を斬れるように」

			　アンネが剣の柄を強く握る。

			　二人の体が変化し始めた。

			　クーナは火の精霊とマナを取り込み【精霊化】、アンネはクヴァル・ベステの力を解放して己を強化する【第二段階解放】を行う。

			　二人にとって、これらは切り札の前段階。

			　ほとんど消耗なしに戦闘力を高められる便利な力だ。

			　だからこそ、こうして常時発動ができる。

			　俺の場合、手札はいろいろある。

			　クーナと同じく【精霊化】、【瘴(しよう)気(き)】を纏(まと)うことで強化する【紋章外装】、クーナの変質魔力を使い疑似的な九尾の火狐になる【白銀火狐】。

			　しかし、これらは消耗する。

			　クーナほど火の精霊やマナと適合性が高くないため【精霊化】は魔力消費が激しいし、【瘴(しよう)気(き)】を身に纏う【紋章外装】は加護を著しく削る。

			【白銀火狐】には体内にストックしてあるクーナの変質魔力が必要であり、おいそれと利用できない。

			　これらを組み合わせることで、どんな状況でも対応できるし、爆発的に力を高めることはできるが、常に発動できるわけではないので、ノーコストで力を高められる二人を見ていると羨ましくなる。

			　そうだ、大事なことを忘れていた。

			「クーナ、周囲に敵はいないか？」

			「はい、ぜんぜん見当たらないです」

			「なら、良かった」

			　クーナを抱き寄せて、舌を絡める大人のキスをする。

			　キスが終わると、クーナが甘い吐息を吐く。

			「いっ、いきなり、何するんですか！」

			「クーナの変質魔力のストックがなくなっていたのを思い出した。あれがないと、【白銀火狐】も奥義の【蒼銀火狐】も使えないしな」

			　疑似九尾の火狐化に必要な変質魔力の残量が少なくなっていた。

			　こうやってストックをしておかないと、いざというとき困る。

			「ううう、ちゃんと筋が通っていて文句が言えないです」

			「ソージ、私がクヴァル・ベステからもらっている力、キスで吸収することはできないかしら？　クーナばっかりずるいわ」

			「アンネ、なんでそんなことで張り合っているんですか！　ぜんぜんいいものじゃないですよ！」

			　クーナが顔を真っ赤にして、真顔でとんでもないことを言うアンネにつっこみをする。

			「さすがに無理だな。クヴァル・ベステの力は担い手だけが振るうことができる」

			「それは残念ね。ソージ、前から聞こうと思っていたのだけど、クヴァル・ベステの【第三段階解放】。その方法を知っているわよね。この先の戦い、それが必要になるかもしれないわ。リスクがあるとは何度も聞いているし、使うつもりもない。だけど、もしものときのために、解放できるようにはしておきたい」

			　アンネが真剣なまなざしで俺を見つめてくる。
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			「……知らない」

			「嘘ね。いいかげん、私もソージの嘘を見破れるようになってきたわ。危険なのはわかっている。でも、クーナもソージも、リスクのある力を使いこなしているわ。足手まといは嫌なの」

			　クヴァル・ベステの力。

			【第一段階解放】では、刃にすべてを喰らう暴食の力を纏(まと)わせることで、魔力、加護、気、結界、その他、なんであろうと力をはぎ取り切り刻む。

			【第二段階解放】では、クヴァル・ベステが暴食し、ため込んできた力を担い手が受け取ることで圧倒的な強化を受ける。

			　ここまではいい。

			　だが、【第三段階解放】だけは手を出してはならない。

			「前にも話したと思うが、第三段階はリスクのある力じゃない、確実に破滅する力だ。クヴァル・ベステは剣の形に封印された最凶最悪の魔王だ。【第一段階解放】の【暴食】は、封印を破るために魔王が外の力を喰らってため込むための副産物にすぎない……そして、第三段階は担い手の体を魔王に譲り渡して、魔王として顕現することだ。魔王の力を振るうんじゃない、魔王そのものになる」

			「……魔王になったとき、術者はどうなるの？」

			「どうにもならない。心も体も喰らい尽くされる。最悪なのは、【第三段階解放】は使おうと思えばいつでも使えることだ。ただ、魔王にそのすべてを委ねるだけでいい。魔王側も担い手の器が小さければ、はじけ飛んで力を無駄に捨てるだけだから、今は誘惑をしてこないが、ランク４になれば、最低限魔王が顕現できるだけの器とみなされて、向こうから声をかけてくるだろう。あとはその声に従えばいい」

			　そうして誘惑に負けて、魔王に体を譲り渡した者がどうなるか、俺は知っている。

			　もっと言えば、体験している。

			「よくわかったわ」

			「いいか、絶対にその力は使うな。魔王が誘惑をしてきても乗るな。その力を使って勝利を掴めたとしても、アンネが消え去ればなんの意味もない」

			　アンネがこくりと頷いた。

			　クーナも、絶対に使うなと念押しをする。俺も改めてリスクのある力ではなく、確実に自分が消える力だと念を押した。

			　ここまで言えば、無茶なことはしないだろう。

			　だが、魔王は狡(こう)猾(かつ)だ。

			　たとえば、俺たち三人が死の危機に直面したとき、魔王は契約を持ちかけてくる。

			『我を解放すれば、この場は救ってやる。さあ、仲間を救うためにその魂(たましい)と体を差し出せ』

			　アンネの性格を考えると、自己犠牲で誘いに乗る恐れがある。

			　俺にできることは、そういう状況を作らないこと。

			　絶体絶命のピンチを作らなければ、クヴァル・ベステの誘いになんて乗らないだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　黄金の神殿を目指して森の中を進んでいくと、クーナのキツネ耳がぴくぴくと動いた。

			「ソージくん、アンネ、上から来ます！」

			　上を向くと、緑色の毛に覆われ、頭だけ毛がない手長ザルがいた。

			　ランク３の魔物、モンキー・ゴブリン。

			　猿の特徴を手に入れたゴブリンだ。

			　その最大の強みは圧倒的な機動性と、群れでの攻撃。

			　長い手にはとんでもない握力と腕力があり、枝から枝へと腕の力で飛び移る。

			　ふざけているほど速いし、動きが立体的で的を絞らせない。

			　……以前にも猿の魔物には苦しめられた。高度な知能を持つ魔物は厄介だ。

			「アンネ、クーナ、来るぞ。躱(かわ)せ！」

			「「「キキ――――――！」」」

			　群れで動かれると、一体一体を相手にするより数段、対処が難しくなる。

			　すでに七体ほどに囲まれている。

			　片手でぶら下がった彼らは、魔術でこぶし大のとがった鉄球を作り出し、長い腕をしならせて投げてくる。

			　その速度は軽く音速を超える。

			　音速を超える鉄球なんて、受けようものなら手首が砕ける。

			　かつて戦った猿とは筋力自体が桁違いであり、投げるものが鉄球になり威力が数段増している。

			　まずは、この鉄球の雨を凌がないとならない。

			　風の精霊と意識をシンクロさせて、全方位を見る。

			　そして、入射角と速度から軌道を読み切り、わずかに体を傾ける。

			　クーナとアンネを横目で見ると、ちゃんと反応している。これならかばう必要はない。

			　数瞬後、音速を超える鉄球の着弾で地面が爆発する。

			　奴らを見ると、新たな鉄球を握りしめていた。

			　前回と違い、あらかじめ木々の上にある石を投げているわけではないため、どこの木からでも攻撃できて弾道が予測しづらい。しかも、鉄の弾を生み出すだけの魔術なので魔力の消耗が少なく、弾切れも期待できない。

			　つくづく厄介だ。

			「クーナ、アンネ、自分の身は自分で守れるな」

			「もちろんです」

			「愚問ね。私たちだって強くなっているわ」

			　二人とも特訓の果てに、自分の剣が届く範囲なら気を張り巡らせて、侵入してくるものを感じ取れるようになっていた。

			　音速を超える速度だが、二人の力量なら、剣域に入ってからでも回避は間に合う。

			「わかった。なら、俺は攻めに集中する。この包囲網を突破する」

			　アンネとクーナが自衛できるなら、俺は自由に動ける。

			　ならば、することは一つ。敵の数を減らし、チームプレイをできなくする。

			　奴らは、群れでの行動に慣れており、効率的な囲みを作り、回避しづらいように一斉に鉄球を投げてくる。

			　だからこそ、行動と配置が読みやすい。そこを突く。

			　機械魔槍ヴァジュラを構えて突撃の準備をする。

			　奴らが再び、一斉に鉄球を投げてきた。

			　投げた直後に、風の精霊と意識をシンクロさせ、俺は鉄球の軌道を読み切り、スラスターを全力で噴射。

			　反応が鈍い。砕かれた外殻に替わり、間に合わせで作った急造品。材料もそろわず、設備もない状態で作ったために性能が劣る。

			　だが、こいつらを倒すには十分だ。

			　鉄球をぎりぎり躱(かわ)しながら、圧倒的な速度でモンキー・ゴブリンを貫く。

			　重さと速度ゆえに、貫かれたモンキー・ゴブリンは上半身と下半身が分かれてはじけ飛ぶ。

			　良かった、ぎりぎり魔石は砕けていない。

			「「「キキイイィィィィィィ」」」

			　仲間がやられて、悲鳴をあげて逃げようとする。

			　撤退の判断が早い。おそらく、誰か一人でもやられれば、即座に散開して撤退するというルールがあるのだろう。

			　かしこい魔物だ。

			　しかし、その隙を見逃すほどクーナとアンネは甘くない。

			　高く飛び上がったモンキー・ゴブリンの一体にクーナが肉薄していた。

			　俺がスラスターの噴射で跳ぶように、両手を後ろに向けて炎の魔術を放つことで、立体的かつ高速で動くモンキー・ゴブリンに追いつき、そのスピードを乗せた蹴(け)りで頭を砕く。

			　クーナの靴は、エルシエに帰ったときに新調してある。

			　機能性に優れ、丈夫であり、鉄板が仕込んであった。

			　あれだけの加速で鉄板が仕込まれた爪先で蹴(け)りを放てば、凶悪な武器と化す。

			　二匹目の仲間が倒されて、モンキー・ゴブリンの混乱はさらに大きくなる。

			　別の個体が逃げようと木から木へ飛び移ろうとしたとき、飛び移る先の木が倒れて、そのまま落ちていく。

			　落ちた先にはアンネがいた。抜刀すると、モンキー・ゴブリンが一刀両断された。

			　アンネは、むやみに追いかけず、飛び移る先の木を見定めていたのだ。

			　面白い倒し方だ。

			「負けてられないな。俺も次を倒そう」

			　群れでの戦いをする魔物が、統率が取れなくなった。

			　その時点で、脅(きよう)威(い)度は一気に下がった。

			　問題なく倒せるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　五分後、すべてのモンキー・ゴブリンを倒して魔石を回収した。

			　その魔石を見て驚く、ランク３の魔石だというのに、そこに宿る力はランク４のものを越えている。

			　何より、魔石に瘴(しよう)気(き)が混じりこんでいない。【浄化】をせずとも、その力がすべて体内に宿る。

			　……女神がボーナスステージと言っただけはある。想像以上だ。

			　こんな美味しい狩場は他にない。

			「やっぱり、ランク３の魔物は怖いですね。鉄の塊が、びゅーって飛んできて、寿命が縮むかと思いました」

			「いきなり、神経をすり減らされたわね。受けることもできないし、回避もぎりぎりだったわ」

			　今回の戦いはスムーズに終わったが、けっして楽勝だったわけじゃない。

			　一歩間違えれば、誰かが大怪我をしていた。

			　ランク３の魔物が相手だ。楽なはずがない。

			「たしかに、苦しい戦いだった。だからこそ、俺たちは強くなれる。このでかくて濁りのない魔石を見てくれ。これなら【浄化】なしに使える。毎日、どんどん魔石を使えるな」

			【浄化】に必要な魔力は魔石の強さに比例する。

			　これほどの魔石なら、【浄化】できるのは一日に数個が限界であり、懸念の一つだった。それに、限界まで魔力を使えば一晩眠ったぐらいじゃ魔力が回復しきらない。

			　だからこそ、普段はダンジョン内では【浄化】を使わずに、魔石での強化は外に出てからだった。しかし、今回はその制限がない。

			【浄化】いらずに使い放題なのはありがたい。

			「楽しみです！　稼いだら稼いだだけ、その日に強くなれますね！」

			　クーナがぎゅっと握り拳を作ってやる気をみせる。

			「そろそろ次へ行こうか。今日の夕食も確保しないとな。ポーションの類を多く持ってくるために、食料は最小限にした。うまい魔物を倒さないと、味気ない保存食になるぞ。今倒したモンキー・ゴブリンでも俺はかまわないが」

			「ゴブリンは無理です！　がんばって次の魔物を探します！　この自慢のキツネ耳で」

			「クーナ、がんばって次の魔物を見つけて。保存食もゴブリンも嫌よ」

			　たいていの魔物は食べられるようになったクーナとアンネだが、まだ人に近いものにはかなり抵抗があるようだ。

			　美味しいご飯なしに一週間乗り切るのは難しい。

			　食べられる魔物が多くいる森にいるうちに、食料を確保したいものだ。

			「あっ、見つけました。こっちです。今日の晩御飯が向こうにいます！」

			　クーナのあとをアンネと追いかけていく。

			　一週間の特訓、どうやら出だしは順調のようだ。

		

	
		
			　

			第５話　エロギツネの本領発揮

			　

			　狩りを繰り返し、日が暮れてきた。

			　なんとか、神殿の手前までやってきたところだ。

			　あの神殿に入るのは明日にすると決めて、野営の準備を始める。

			　今回はダンジョンの事前知識がないので、可能な限り厳重に結界を張り、魔物を避ける香も強く焚(た)いておく。

			「今日は大漁ですね」

			「ええ、魔物がうじゃうじゃいたわね」

			「ここには他の冒険者がまったくいないからな。まさか、魔物を倒しすぎて魔石を収納するスペースが確保できなくなるとは思わなかった」

			　リュックにはぎっしりと魔石が詰まっている。

			　なので、仕方なく休憩のたびにある程度魔石を使っている。

			　魔石は強くなれるし、瘴(しよう)気(き)を取り除けば害はないのだが、いかんせん、性的な興奮に近いものを覚え、そういう気分になってしまうし、下手をすれば腰が抜ける。

			　とくにクーナは魔石の快楽に弱い。こんな大きな魔石を与えると戦闘不能になりかねない。

			　なので細心の注意のもと、最低限必要な魔石だけを消費した。

			「夜が楽しみだな。明日のことを考えると、全部空にしないといけない」

			「うっ、こんなに大きいのを、たくさんですか。壊れちゃいます」

			　クーナが顔を赤くして、もじもじと内またをこすり合わせる。

			　思わず、押し倒したくなってしまった。

			「クーナ、どこからどう聞いてもエッチな発言にしか聞こえないのは気のせいかしら？」

			　気のせいじゃないと心のなかで相(あい)槌(づち)を入れておく。

			「仕方ないじゃないですか！　気持ちよくなる体質なんですから！　それよりご飯です！　たくさん動いてお腹が空きました。シカ肉なんて久しぶりです」

			　ちなみに、今日の晩御飯はシカの魔物、サファイア・ディアーという魔物の肉だ。

			　シカで一番うまい後ろ脚を持ってきている。

			　すでに血は【浄化】で飲み水にしてあった。

			「わかった、すぐに作る。初日だから元気になる料理を作ろう」

			　今日のために、せっせと試行錯誤をして作り上げたミックススパイスを取り出す。

			　いろいろな街でスパイスを買い込み、ようやく満足のいく調合ができた。

			　このミックススパイスは、もっとわかりやすく言えばカレー粉だ。

			　カレー粉は優秀だ。どんなものでも臭みを消してうまくしてしまう。これだけあれば、食べ物ならなんでも食える。

			　さらに、スパイスの効果で健康にもいい。

			　万能なだけに、栄養面でも、効能面でも、味でも拘(こだわ)りに拘り、完成するのが遅くなった。

			　ミックススパイスを水を張った鍋で溶かしつつ、シカ肉をステーキのようにカットして、こちらにもミックススパイスをすり込む。そして、そのシカ肉をフライパンで焼き上げる。

			　カレー粉特有の食欲をそそる香りが周囲に漂う。

			「すごくいい匂いです。だけど、この匂いはだめです。余計にお腹が空いちゃいます。こんなの生殺しです」

			「ソージの料理は不思議なものが多いけど、今日はひと際ね。こんな香り初めて。でも、たしかに美味しそう。よだれが出てくるわ」

			「じゅるり、楽しみです」

			　二人ともカレーを知らないようだ。

			　鍋のほうに変化が出始めた。スパイスが溶けて茶色のスープができる。

			　日本風ではなくインド風なので、出(だ)汁(し)は取らないし短時間で完成する。粉末ミルクと、ステーキを焼いたときに出たシカの脂、調味料で味を調えていく。

			　焼きあがったシカのステーキを一口ステーキのようにカットして鍋に投入する。肉汁もすべて鍋に入れるのを忘れない。

			　あとはしばらく煮込んで味をなじませるだけ。

			　短時間でも焼く前にミックススパイスを揉みこんでいるので、カレーと肉は良くなじむ。

			「完成した。俺の大好物。カレーという食べ物だ」

			　皿と乾パンをクーナとアンネに渡す。

			「やっと食べられます！　もう、いい匂いすぎて我慢が大変でした！　あんまり美味しそうな色合いじゃないですが、これだけいい匂いがするんだから美味しいに決まっています」

			　クーナの言う通り、茶色いスープというのは見た目があまりよくない。

			　カレーを知らない二人からすればなおさらだろう。

			　だが、その香りは見た目のハンデを容易に覆す。

			「ソージ、これはどうやって食べるのかしら？」

			「乾パンにたっぷりと汁を含ませて食べるとうまいぞ」

			　口で言うだけではあれなので、実演する。

			　たっぷりと汁を含ませたパンにかぶりつくと、口の中でいろいろな香辛料の旨味が爆発する。

			　粉末牛乳とシカの脂を加えたおかげで、旨味が増強されて、味もまろやかになっている。

			　パンを食べたあとはスプーンで一口大にカットしたシカ肉のステーキをスプーンで口に運ぶ。

			　短時間しか煮込んでいないから噛めば肉汁がこぼれてくる。スパイスと肉が口の中で混じりあうのは最高だ。

			　いくらでも食べられそうだ。

			「私も食べます。はむっ、おいひいです！　ぴりっとして、こんなの知らないです」

			「ええ、とっても美味しい。初めての体験ね。このスープも美味しいけど、シカ肉のステーキも素敵」

			　クーナとアンネも気に入ったようで、どんどん食べてしまう。

			「ソージくん、お代わりです！　パンも追加で」

			「私も頂けるかしら？」

			「カレーのほうはいいが、パンはだめだ。ぎりぎり一週間分しかないんだ。現地調達できる肉はたくさん食べていいが、主食は節約しないとな」

			「ううう、パンを一番美味しく食べる方法なのに残念です。でも、お肉とスープだけでも十分美味しいのでお代わり！」

			「私もそうするわ」

			　俺は二人に大盛でカレーをよそう。

			　スパイスは一回の料理での使用量が少ないし嵩(かさ)張(ば)らない。

			　水と肉は大量に手に入る。

			　だが、どうしてもパンだけは持ち込んだものを大事に使うしかない。

			　長期滞在時はいつも頭を悩ませられる。

			　主食は重要だ。直接的なエネルギーになる。一日目にたくさん食べて、後は肉だけで我慢なんてことはできない。

			「ごちそうさまです！　ソージくん、この料理気に入りました。明日も作ってください」

			「それはいいが、二日続けば飽きないか？」

			「これなら毎日でも大丈夫です！」

			　俺はくすりと笑ってしまう。

			　毎日カレーでいいなんて、まるで子供だ。

			「アンネもそれでいいか？」

			「ええ、辛いだけじゃなくて複雑で飽きない味。さすがに毎日は辛いけど、明日も食べたいと思うわね」

			「わかった、明日も作ろう。だけど、今日とは別の楽しみ方だ」

			　少量だが米も持ってきている。

			　これでカレーリゾットを作ると、パンとは違った魅力がある。

			　明日も喜んでもらえるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　テントを設置し、お湯で体を拭いてから、楽な格好に着替え、魔石タイムにする。

			　リュックの中にある山のような魔石を今日中に始末しないと、明日困ることになる。

			　改めて、【浄化】済みで良かったと思う。これだけの大きさの魔石をこの数【浄化】しようと思ったら、それだけで一週間はかかるだろう。

			「ううう、緊張します。こんな、大きいの、こんなにいれるなんて」

			「そのセリフ、さっき聞いたばかりよ？」

			　緊張といいつつ、クーナの顔には期待と興奮があった。

			　相変わらずのエロギツネっぷりだ。

			　俺はそんなクーナが大好きだ。周囲には全力の結界を張っており、安全は担保できている。

			　魔石で発情したクーナとそのまま愛し合おうと内心で決める。そんなことを考えていると、アンネが俺の顔を見てため息をついた。

			「……エッチなのはクーナだけじゃなかったわね。どうして二人ともそんなに顔にでるのかしら？」

			「エッチじゃないです！」

			「心外だ」

			　俺とクーナは二人でアンネに抗議する。

			　ひどい言いがかりだ。

			「とにかく、魔石を二人に与える。まずは二人にランク４になってもらうことを優先する。そうなれば、いろいろとできることが増える」

			　すでにランク４の俺は魔石を使わず、今日稼いだ魔石は二人のためだけに使う。

			「きっ、来てください。ソージくん」

			「覚悟はできているわ」

			　寝間着姿の二人が俺を上目遣いに見てくる。

			　そんな二人に、右手と左手で、同時に額に魔石を押し当てる。

			「ああんっ、熱いのが入ってきます。すごい、すごく熱い」

			「んっ、すごい魔石ね。体のなかで暴れまわって」

			　二人の呼吸が荒くなる。

			　クーナの背筋がピンと伸びて痙(けい)攣(れん)した。

			　アンネも内またをもじもじとさせる。

			「……二人とも、あと一人二十個ある。まだまだこれからだ」

			　二十個と聞いて、二人の表情が固まる。

			　だけど、俺は心を鬼にして魔石を与え続けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「もっ、もう、むりれしゅ、こわれちゃいまひゅ」

			　完全にろれつが回らなくなって、真っ赤な顔をしたクーナをアンネが押さえつけていた。

			　二人とも着衣が乱れに乱れて目の毒だ。

			「逃げないで、クーナ。私も我慢したのだから、あなたも我慢しなさい」

			「そんにゃぁ」

			　クーナは逃げようとするが、腰砕けになっており、ろくな抵抗ができていない。

			　罪悪感があるが、俺はそんなクーナに魔石を押し当てる。

			　残り二つだ。

			「ひゃうっ、これ、おかしくなりゅ」

			　びくんびくんとクーナが背筋を震わせる。

			　いったい、クーナはどこまでエロギツネなのだろうか。

			　うつろな目をしているクーナに止めのもう一つを与えると、思いっきり背筋をのけぞらせて全身を痙(けい)攣(れん)させた。

			　もふもふのキツネ尻尾(しつぽ)も限界までふくれあがり、天に向かって伸びてびくびくと震える。

			　クーナが絶頂するときはこうなる。

			「よくがんばった。これで終わりだ」

			　ふう、これが毎日続くのか。なんてたのし……大変なんだ。

			　発情したクーナと愛し合うつもりだったが、さすがにここまでの状況になると無理だろう。

			　今日は大人しく寝ようと決め、着替えを用意しようと鞄に手を伸ばすと、背中から急に衝撃がきた。

			「ソージくん、体が、熱くて、熱くて、しょうがないんです、鎮めてください」

			　完全に肉食獣の目で、クーナが俺を押し倒していた。

			　そして、俺の下腹部を凝視する。

			　……思えば、いつも俺が主導権を握っていたな。

			　たまには押し倒されるのもいいかもしれない。むしろ興奮する。

			「ソージ、もう止められないわ。大人しく食べられて」

			「食べちゃいます！」

			　クーナが大胆に攻めてきて、俺はなすすべもなく弄(もてあそ)ばれる。

			　まあ、抵抗する気なんて初めからないのだが。

			　結局、その日はクーナに蹂(じゆう)躙(りん)されるだけされて、クーナが満足したところで一転攻勢をして、泣くまでいじめてみた。

			　そのときはアンネも協力して、非常に楽しかった。

			　全部終わったあと、俺を押し倒したことをからかうと、顔を真っ赤にして悶絶したところも可愛かった。

			　やっぱり、クーナは攻めるより攻められるほうがいい。

			　いいリフレッシュになった。

			　明日からもがんばるとしよう。

		

	
		
			　

			第６話　黄金よりも大事なもの

			　

			　黄金の神殿の近くの森で一夜を明かした。

			　……昨日はクーナとアンネをたっぷり愛したが、客もたくさん来た。

			　深夜に何度か結界に魔物が触れた。

			　そのたび、速やかに始末する。

			　クーナとアンネを起こさないように気を使った。

			　先は長い、長丁場に慣れない二人には少しでも体力を温存してほしかった。

			　おかげで眠い。

			　七回も襲撃があったせいで何度もたたき起こされた。

			「ソージくん、眠そうですね」

			「ああ、昨日は夜に七回も襲撃があってな。ろくに眠れていない」

			「なんで起こしてくれなかったんですか！」

			　クーナが怒っている。俺を心配しているからだろう。

			「一人で戦うなんて危険よ」

			「いや、さほど危険ではない。結界の反応で一人で戦える敵かはちゃんと確認している。一人で戦える敵相手なのに、二人を起こして次の日に疲れを持ち越されるほうが危険だ。いいか、先へ行ってランク４の敵が出てくるようになれば、俺一人じゃ戦えなくなる。夜だろうが、二人を起こす。それまでは体力を温存しておいてほしい」

			　二人への思いやりもあるが、それだけで無理はしない。

			　ちゃんと意味がある行為だ。

			　とはいえ、連日続くと辛いものがある。

			　今日は魔物が出現しない寝どころを見つけたいものだ。

			「でも、ソージくん。大丈夫ですか？」

			「大丈夫だ。実は今も寝ている」

			「言っている意味がわからないのだけど」

			　アンネが首を傾げる。

			　そうだろうな。俺がどうやって睡眠時間を確保しているかを話すとしよう。

			「こうして、探索を続けながらでも眠ることができる魔術があるんだ。じつはこうして話している間も、一定間隔で数瞬意識を飛ばして、脳を休めている。ごく短時間の睡眠を行動しながらとる魔術だ。戦闘が始まればさすがに解除するが、こうやって小さな睡眠を積み重ねていけば、馬鹿にできない睡眠時間を確保できる」

			　ゲーム時代、長期探索をソロでする場合、睡眠時間をいかに確保するのかは常に課題だった。

			　一人で探索する場合、どうしたって安全な寝床を確保できないことがある。

			　かといって、寝なければどんどん体のパフォーマンスは落ちる。

			　それを解決するための魔術がいくつかも作られた。

			　深い眠りであるノンレム睡眠へと強制的に導くもの。今、俺がやっているこま切れに睡眠をとるもの、いろいろとある。

			　実のところ、プレイヤーたちの開発する魔術は、戦闘に使うものより、こういう便利な生活魔術のほうが多いぐらいだ。

			　万全なコンディションを整えるのは戦いにおいて何より重要だ。

			「ソージくんの魔術って、もうなんでもありですね」

			「すごく羨ましいのだけど、おそろしく複雑な魔術よね。それを覚えるための修業はしたくないわ」

			「まあな。俺の脳は特別だし」

			　プレイヤーたちの使うホムンクルスだからこそ、いくらでも魔術を極めることができる。

			　この体の性能の良さには助けられている。

			　そんな話をしながら探索を続け、森を抜けて黄金の神殿にたどり着いた。

			「クーナ、アンネ、ここからはいっそう気を引き締めろよ。ダンジョンでこういう目立つ建物がある場合はな。たいてい、外とは比べ物にならないほど強い魔物が出る」

			　二人が緊張している。だが、固くはなっていない。

			　いい心構えだ。

			　これなら安心して見ていられそうだ。

			　俺は黄金の神殿の扉を開いた。

			「すっごい、ぴかぴかです」

			「何から、何まで金ばっかりね。【黄金宮】という名前は伊達ではないわ」

			「さすがの俺も度肝を抜かれた」

			　……まさか中身まですべてが黄金とはな。

			　広く豪奢な黄金の内装。

			　さて、どんな魔物が出てくるだろうか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦闘が始まっていた。

			　相手は、俺の二倍ほどの身長もある巨大な黄金のゴーレムだ。

			　名をゴールデンゴーレムという。

			　クーナが巨大な鉄槌のような拳をかわして懐に潜りこんで足首を狙う。

			　巨大な魔物の場合、足を砕いて機動力を奪えばあとは簡単だ。

			「かったいです！　ただの金なら斬れるのに！」

			　クーナがすれ違いざま、赤く燃える短刀、紅(くー)那(な)で斬ったがわずかな傷しか残らない。

			　超高熱の刃、分子運動の強制加速ですべてを切り裂く【溶断】の効果を持つ紅那で切れないとなると、ただの物質的な硬度ではない。

			　概念防御系の能力を持っているはずだ。

			　クーナが火のマナを集めて紅蓮の火球を放つが、焦げ跡すらつかない。

			「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアア」

			　ゴールデンゴーレムが足踏みすると、床がめくれ、金の神殿の黄金の床が土石流のように襲い掛かってくる。

			　俺たちは高く跳んで回避すると、ゴールデンゴーレムがクーナめがけてアッパーカットを放つ。

			　見た目によらず俊敏だ。

			　クーナはジェット噴射のように炎を放って回避しつつ急接近、今度は青い短刀、蒼(そー)慈(じ)で斬り裂く。

			　胸から袈(け)裟(さ)にかけて凍り付くが、斬れてはいない。

			　だが、クーナの攻撃は終わらない。

			「これでっ、どうですか！」

			　そして、着地から即座に跳びあがり、蒼慈で氷りつかせたラインをなぞるようにして斬りあげる。

			　蒼慈の能力は、分子の強制活動停止による絶対崩壊、紅那の強制加速による絶対切断と重なり合うことで、究極の破壊へとなる。

			　ひび割れるような音がして、ゴールデンゴーレムの巨体が断ち切れる。

			「こっちは終わりました。アンネのほうは終わりましたか？」

			「こっちはあと一匹よ！」

			　さきほどからアンネはゴールデンバットの群れと戦っていた。

			　その名の通り金色のコウモリだ。

			　金という非常に重い体でよく飛行できるものだと感心する。

			　奴らの怖さはその硬さと力だ。金の体で飛行できるほどの推進力は驚異的。

			　普段は枷(かせ)になるが、その重量を活かす攻撃が奴らにはある。

			　天井ぎりぎりまで飛び上がる。

			　下向きに移動するなら、金の重量はデメリットではなくなる。

			　そして重力を味方につけ、金の体を浮かせるほどの推進力を下向きにする。

			　黄金の弾丸ともいえる破壊力とスピードを持った一撃。

			　アンネは紙一重で避け、地面に突き刺さったゴールデンバットを【暴食】の力を纏(まと)うクヴァル・ベステで真っ二つにした。

			　ここの魔物たちはただの金の硬度ではなく、概念的な防御の力を持っているが、ありとあらゆる力を喰らう【暴食】の前には、その力も通用しない。

			「ふう、やっと倒せたわ。ソージの言っていた通り、神殿の魔物は強いわね」

			「強いのはいいですけど、みんな、どいつもこいつも、ゴールド、ゴールデン、固くて嫌になっちゃいます！」

			　ここに出てくる魔物は、みんな金色で金以上の硬さを持っていた。

			　炎も刃も通らない敵はクーナにとって天敵だ。

			「まあ、神殿の見た目からして予想はしていたがな。……困ったことが一つある。相手が金属だから飯にできないし、血がないから水を確保できない。このままじゃ、食事は保存食、体を拭くのはお預けだな」

			「……すごく森へ戻りたくなってきました。ううう、美味しいご飯もなくて、体も拭けないなんて、さんざんです」

			　クーナがキツネ尻尾(しつぽ)をしぼませて、沈んだ声をあげる。

			「それが普通の探索者の探索なのだけど、ソージのせいで贅沢に慣れてしまったわ」

			「ですね。ソージくんを二人で追いかけたときも大変でした」

			　そのときのことを思い出したのか、クーナがより嫌そうな顔をした。

			「まあ、今日はがんばろう。もしかしたら金でできていない魔物に出会えるかもな」

			　望み薄だが、希望は持っておいたほうがいいだろう。

			　倒した魔物から魔石を回収し、先へと進むとクーナが小走りで追いかけてきた。

			「ソージくん。さっきから魔物の素材をぜんぜん拾ってないですけど、黄金だから持って帰れば売れるんじゃないですか？」

			「持って帰れば凄まじい高値で売れると思う。これほどの質を持つ黄金はなかなかないな。そっちに転がっているゴールデンゴーレムをまるごと持ち帰れば屋敷が建つ」

			　なにせ、最上の金の塊が数百キロある。

			　一体分で屋敷が買えるというのは比喩でもなんでもない。

			「持って帰りましょう！　ご馳走がたくさん食べられます」

			　欲に目がくらんだクーナの肩をぽんとアンネが叩く。

			「クーナ、それを誰が運ぶの？　あと六日間、大量の金を運びながら探索や戦いができると思う？　少なくとも私はごめんね」

			　アンネが俺の言いたいことを言ってしまった。

			　クーナがしょげる。

			「そういうことだ。金以外にも、俺は今回素材は直接強くなれるもの以外は拾わないようにしている。魔石だけで荷物がいっぱいになるからな。さあ、先に行こう」

			　高ランクの魔物と戦っているだけあって、金以外にも高価な素材や希少な素材を持つ魔物は多かった。

			　もったいなくはあるが、今は強くなること以外に目を向けている余裕がない。

			「倒すのに苦労するくせに、食べ物にも水にもお金にもできないなんて金色の敵は最悪です。こうならやけです！　金でも銀でも、どんどん来いです！」

			　クーナが前を歩く。

			　そんなクーナを俺とアンネは苦笑しながら追いかけた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それからも戦い続け、やがて遅い時間になってきた。

			　今日中に神殿の最奥に行きたかったが断念する。

			　やはり、このダンジョンは敵との遭(そう)遇(ぐう)率が高い。

			　もし、俺の読み通り最奥に強力な魔物がいる場合、今の疲弊した状態で挑むのは自殺行為だ。

			　そろそろ野営して明日に備えて体を休めたい。

			　

			　安心して野営ができる場所を探すが、なかなかない。

			　徘徊型の魔物が多く、安全な場所が存在しないのだ。

			「硬いの叩きすぎて、手が痺(しび)れてきちゃいました」

			「そうね。それに集中力と体力も限界が近いわ。斬るのに力と集中がいるから、いつもより消耗が激しいわね」

			　二人はよくがんばってくれているが、限界が近づいている。

			　急いで野営の場所を決めないと。

			　長い通路を歩いていると壁に違和感があった。

			　わずかだが、他の壁と色合いが違う。

			　……こういうダンジョンにありがちなあれか。

			　壁に手をふれ、こんこんと何か所か叩く。

			　衝撃の響き方で構造を確かめる。

			「ソージくん、何をしているんですか？」

			「宝探し……宝自体は別に必要としていないが、宝のある部屋に用があってな。ビンゴだ」

			　黄金のレンガが積み重なってできた壁の一か所を押すとレンガが押し込まれ、地響きとともに壁が割れて隠し部屋への扉が開く。

			　部屋の奥には宝箱があった。

			「うわぁ、これはベタな隠し宝物庫ですね」

			「中に入ろう。宝箱の中身が回復アイテムや強力な武器だとうれしい」

			「そんなのより、私はご馳走とたくさんの水が欲しいです。金に囲まれすぎて、お金なんてぜんぜんいらないって思えるようになってきました」

			「その気持ちが少しだけわかるわね」

			　馬鹿なことを言いながら部屋の中に入り、宝箱を開ける。

			　そこにはクーナの顔ほどもある巨大な宝石があった。

			「ちっ、外れですか。宝石なんて食べられません」

			「クーナ、いつも思うが環境適応力が高すぎだ。ふつうの女の子なら、こんな場面でも宝石には憧れるだろう」

			「キツネですから！　宝石より肉です！」

			　まったく理由になっていない。

			「ただ、これは外れじゃないな。大当たりだ。ありがたい」

			「ソージくんが宝石が好きなのは意外ですね」

			「別に宝石は好きじゃないが……晩飯になるだろう？」

			　次の瞬間だった。宝石から、八本の蜘(く)蛛(も)の足が生えて飛びかかってきた。グロテスクな光景に、クーナとアンネがぎょっとして体が硬直する。

			　これは宝石じゃない。

			　宝石に擬態し、手に取った探索者に襲い掛かる魔物だ。

			　名前を、ジュエルシェル・クラブ。

			　クーナの頭ほどある宝石が魔物だとそうそうに見抜いていた。どうしたって生命である以上、気は隠せない。

			「ピギャアアアアアアアアアア！」

			　慌てずに懐から短剣を引き抜いて、叩きつける。宝石に見えた甲殻を割り宝箱に縫い付けてしまう。

			「それ、虫だったんですか？」

			「……気持ちわるいわね。さっき、晩御飯って言っていたけど、それを本当に食べるの？　さすがに抵抗があるわ」

			「虫っていうより、甲殻類に近いな。どっちかっていうと蟹(かに)だ。ジュエルシェル・クラブ。殻の下には瑞々しい肉がみっしり詰まって、その辺の蟹とは比べ物にならないほどうまい。この宝石に見える殻だって、摺(す)りつぶして煎じればいい強壮剤になる」

			　プレイヤーたちにとって、こいつはご馳走だった。

			　肉は美味、殻を強壮剤にできるので旅では重宝する。

			　ダンジョンの宝箱に一定確率でいるので有名だ。

			「虫じゃなくて、蟹ですか、じゅるり」

			「……蟹とカレーって合うのかしら？」

			「相性ばっちりだぞ。それに今日は、乾パンじゃなくて米だからな、蟹の出(だ)汁(し)がたっぷり出て、身を散らした蟹カレーは最高だ。それにな、ここに入ったのは何も宝が欲しかったからだけじゃない」

			　壁にあるレバーを引くと、隠し扉が閉まった。

			「ここなら一夜を安全に過ごせる。こうすれば魔物が入ってこない。安全に野営ができて、晩飯まである。最高の当たりだろ？」

			　だからこそ、隠し扉をずっと探していた。

			　見つかったのは運がいい。夕食の材料と安全な場所の両方が手に入った。

			「……まあ、二人が食べたくないなら無理にとはいわない。俺は一人でこいつを食べるから、アンネとクーナは水と乾パンかな？」

			「私は食べます！　蜘(く)蛛(も)じゃなくて蟹(かに)だと思えば美味しそうに見えてきました」

			「そうね。蟹なら、なんの抵抗もないわ。……ソージ、あとでやっぱり虫だったなんて言わないでね」

			　アンネが心の葛藤を捨てたようだ。

			　良かった。この魔物を食べれば精がつく。

			　明日からもがんばる原動力になるだろう。

		

	
		
			　

			第７話　ランク４になるために

			　

			　隠し扉に入れたおかげでダンジョン内で安全な夜を過ごすことができた。

			　寝不足も一発で解消だ。

			　やっぱり、普通に眠るのが一番いい。

			　昨日も、その日のうちに手にいれた魔石すべてを二人に与えて強化してある。

			　相変わらず、クーナはエロギツネだった。

			　そろそろ魔石による快楽にも慣れてくるころだと思ったが、まだ時間がかかるらしい。

			　俺の見立てでは、この二日で与えた大量の魔石により、二人はすでにランク４に到達するのに必要なだけの力を得ている。

			　ここから先、ランクアップに必要なのは魔石ではない。

			　大量に注がれた力が体に慣れて適応し器が広がるのを待つか、かつてのように想像を絶する戦いによって無理やり力を体に適応させるかだ。

			　時間がない以上、後者の方法しか選択肢がない。

			　だが、そちらもそちらで難しい。

			　なにせ、命がけで戦うことが必要となるほどの強敵が必要なのだ。

			「……二人には酷なことを言わないといけないな」

			　命がけの戦いをする相手の当てはある。

			　あの女神のことだ。

			　おそらく、そういう魔物も用意してある。

			　いるとすれば、この神殿の最深部だと予想していた。

			　あの女神は、そういうお約束を外さない。

			　今日は最深部を目指して進んでおり、すでに三回ほど戦闘を行っている。

			　外観からすれば、もう黄金神殿の八割は踏破しているように感じられる。

			　そう遠くないうちに最奥へとたどり着くはずだ。

			「ふう、体が軽いです。今日は昨日よりずっと楽に金ぴかが斬れますね」

			「昨日の夜に魔石をたくさん得て強くなったおかげよ。ランク３の最上位まで力が増したもの。ランク４間近というのが自分でもわかるわ」

			　クーナとアンネの顔に疲れはなく、むしろ自信や充実感に満ちていた。

			　日ごとに強くなっている自分を感じて、うれしくなっているのだろう。

			　そういう経験は俺にもある。

			　実際、彼女たちの言う通り、昨日とは比べ物にならないほど動きが良くなっているし、一撃ごとの威力が上がっていた。

			　二人とも、感覚でランク４が近いということはわかっているようだ。

			「クーナ、アンネ、少し足を止めてくれ。話さないといけないことがある」

			　二人を呼び止める。

			　これから大事な話をするためだ。

			「今日は黄金神殿の最深部まで行く。たぶん、そこには第一階層で最強の魔物が待ち構えている。このダンジョンの魔物のほとんどはランク３の中位から上位。それを考えるとランク４だと考えるべきだ」

			「任せてください。私はまだ【精霊化】しか使っていないですからね。ランク４のボスだろうと、九尾の火狐になればへっちゃらです」

			「そうね、私も【第二段階解放】を全力で行うわ。心配しないで、今の私たちならランク４が相手でも戦える。……それに、むしろそういう戦いが必要でしょ？」

			　俺は小さく微(ほほ)笑(え)む。

			　本当に、よくわかっているようだ。

			　なら、遠慮はいらない。

			　俺の考えを伝えるとしよう。

			「俺はクーナとアンネにランク４になってほしいと思っている」

			「私だってなりたいですし、なってみせます！」

			「ええ、まずはランク４ね」

			「同じ想いでいてくれてうれしい。なら具体的にどうするかだ。ランクアップには器に力を注ぎ続けるだけじゃだめだ。注いだ力を器に適合させて、器を大きくする。そのためには強敵との命がけの戦いが必要になる」

			　ここからが重要だ。

			　強くなるために、危険を冒さないといけない。

			「だからこそ、最奥にいる魔物を倒すんですね！」

			「必ず勝つわ。そして、ランク４になる」

			「そうだな。だが、普通に倒すだけじゃだめだ」

			　その理由があるからこそ、少し悩んでいた。

			「最奥にいるのはおそらくランク４と言っただろう？　ランク４と二人が戦うのは命がけだが、ランク４の俺が助ければ、命がけの戦いにならない。もし、最奥に強敵がいた場合、俺は一切手を出さない。二人だけで倒さないと意味がないんだ」

			　俺が一緒に戦えないと聞いて、二人が驚く。

			　二人に頼られている。戦力としてもそうだが、リーダーとしての指揮、心の支え、俺がいるからこその安心感。

			　常に【魔剣の尻尾(しつぽ)】のリーダーとして指示を出し続けてきた。

			　パーティの司令塔がいなくなるのは、大きい。

			　俺が抜けるというのは、ただ一人分戦力が減るだけではすまない。

			「わかっていると思うがランク３でランク４に挑むのは半ば自殺行為だ。かつて、ランク１のときに、三人でランク２の恐竜と戦ったのを覚えているだろう？　三人でもランクが上の魔物と戦うのは命がけだった」

			　魔物のランク４というのは、人間のランク４よりはるかに強い。

			　二人だけで戦うのは危険だ。

			　だが、それでもやらないといけない。ここで危険を冒してでも強くならないと、確実に最後の決戦で死ぬことになる。

			「覚悟の上です。任せてください！　ソージくんにいつまでもおんぶに抱っこじゃないところを見せてあげますよ」

			「ソージは自分の命なら平気で賭けるのに、私たちのこととなると心配しすぎよ。あまり見くびらないでほしいわね。それぐらいの覚悟、私たちにもあるわ。勝って、ソージと同じランク４になる。そのためなら無理もする」

			「わかった。なら、ここから最奥までは俺が一人で戦う。二人とも、力を温存しておけ」

			　こくりとクーナとアンネが頷いた。

			　ランク４の俺でも、一人でこれだけ遭(そう)遇(ぐう)率が高いダンジョンで戦い続けるのは辛い。

			　それでも、二人を万全な状態で送り出すために多少の無理はして見せよう。

			　二人が命をかけて危険に挑むんだ。

			　俺も俺にできる最善を尽くして応援する。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　何体もの魔物を葬り、ようやく最深部へとたどり着いた。

			　そこは大神殿の最奥にふさわしく、ひと際威厳がある部屋で、ステンドグラスから陽光が差し込んで、黄金でできた室内が照らされ輝く。

			　……最後の部屋も黄金か。

			　当然といえば当然だが、そうでないほうが良かった。

			　土と比べて、叩きつけられたときのダメージが非常に大きくなってしまう。

			　強敵と戦う場合は地面が柔らかいほうがいいのだ。

			「あの魔物が、この階層で一番強い魔物ですか」

			「一目見ただけで強いとわかるわね。魔物なのに、一流の剣士を見た時のようなオーラを感じるわ。肌に剣気が突きささる」

			「予想通り、ランク４だ。あれに勝てばランクがあがる」

			　陽光に照らされる部屋の中央に、黄金の騎士がいた。
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			　ただの騎士ではない、芸術的な彫像のように均整の取れた黄金の肉体を持ち、手に持つ剣から凄まじい魔力を感じる。

			　なにより、アンネの言う通り、剣気のようなものを感じた。

			　黄金の硬度と、騎士としての技量、溢れる魔力。

			　特殊な能力はなさそうだが、すべての水準が高い。間違いなく強敵だ。

			　この部屋に一歩でも足を踏み入れれば戦闘が始まる。

			　二人が俺の顔を見る。

			　ここでかけるべき言葉は心配を表す言葉じゃない。

			　たった一つだ。

			「がんばれ」

			　それだけでいい。

			　二人以上に二人のことを信じるのが俺の役目だ。

			「はいっ！　行ってきます」

			「すぐに戻ってくるわ！」

			　二人が頷いて走り出した。

			　クーナが全力で九尾の火狐化を行い、全身が黄金の炎に包まれ、それが八本の光の柱となり、もとの尻尾(しつぽ)と合わせて九本の尻尾となる。

			　アンネがクヴァル・ベステの力を解き放ち、剣身が震え、力がアンネを侵食していく。

			　赤いラインがアンネの肌を伝い、鮮やかな緑色に変わっていき、輝き、アンネに力を与える。

			　相手を見て、二人は即座に切り札を使うべきと判断した。

			　その判断は正しい。

			　初めから切り札を使わなければ、そうそうに負けてしまう。

			　それほどの相手だ。

			　俺はそんな二人の背中を見送った。

			　無事、この戦いを乗り越え、そしてランク４に至ることを信じて、今は見守るしかないのだ。

		

	
		
			　

			第８話　クーナとアンネの決戦

			　

			　クーナとアンネのランク４になるための戦いが始まった。

			　俺が手を出せば、それは命がけの戦いにはならない。ただ二人を信じて見届ける。

			　二人はすでに全力。

			　クーナは九尾の火狐となり、八本の黄金の火柱を従え、アンネはクヴァル・ベステの【第二段階解放】を使用している。

			　全力で力を引き出せば、長くは戦えない。

			　だが、こうでもしなければ瞬殺されると二人の本能が感じ取っていた。

			　リスクを負ってでも短期決戦で挑む。

			　その判断は正しい。

			　先手を取ったのはクーナだ。

			「私の全身全霊の炎を受けてください。【剛炎弾】！」

			　クーナが黄金の炎を練り上げる。最上位の黄金の炎が、クーナ自身の魂(たましい)の色たる紅に染まり、朱金へと変わる。

			　黄金系のモンスター、ましてやボスともなると、すべての属性攻撃に対する圧倒的な耐性を持つ。

			　普通に考えるなら、この攻撃は意味がない。

			　だが、クーナの放った炎の弾丸は突き刺さり、騎士の鎧(よろい)を数センチうがった。

			　あれはただの物理現象の炎ではない、燃やすという概念そのものをぶつけたのだ。

			　敵の耐性すら意味をなさない。

			　九尾の火狐にだけ許される始原の炎。

			「まだまだです！」

			　炎の弾丸が着弾した場所に、クーナの背後にある八本の黄金の炎柱が飛来して次々に着弾した。

			　そのまま壁まで吹き飛ばし、壁が崩壊する。黄金の炎柱が再び、クーナの背後に戻ってくる。

			　黄金騎士の鎧(よろい)が砕けた。

			　露出した肌まで黄金だ。

			　鎧(よろい)が砕けたところで、肌まで硬いのであれば無駄骨のように思えるが、黄金の鎧は強固な守りの力を帯びていた。

			　頑強な守りを最初に砕けたのは大きい。

			　……あの八本の炎の尻尾(しつぽ)、まさかファンネルみたいに使えるとは、少し驚いた。

			　超々熱量の炎の塊だ。自在に使えれば強力な武器となる。

			　攻撃だけではなく防御も自由自在だ。

			「キシノホコリ、クダイタ、ユルサナイ」

			　あの鎧(よろい)は黄金騎士にとって大事なものだったようで、砕かれたことで激(げつ)昂(こう)する。

			　黄金騎士が魔剣を引き抜き、クーナのもとへと駆け出す。

			　そこに追走する影があった。

			「私を忘れてもらっては困るわ」

			　アンネだ。

			　アンネが、鎧(よろい)が砕かれて露出した黄金の肌を狙い刺突を放つ。

			　黄金鎧がない今ならダメージを与えられる。

			　だが、アンネの鋭い刺突を黄金騎士はあっさりと払ってしまう。

			　黄金騎士の剣技は侮れない。

			「ワレニ、ケンデ、イドム、ショウシ」

			　そのまま、打ち合いになる。

			　身体能力は黄金の騎士が数段上、しかも向こうはたとえ相手の攻撃が当たったところで致命傷にならない。ゆえにリスクのある攻めも躊(ちゆう)躇(ちよ)なく行える。しかも、体力は無尽蔵。

			　条件面だけ見れば、圧倒的に不利な打ち合い。

			　それでも打ち合いは拮(きつ)抗(こう)していた。

			　力でも守りでも体力でも劣るアンネは、その差を技で埋めていた。

			　たしかに、一流の剣士を圧倒するだけの技量を黄金騎士は持っている。

			　だが、アンネはそれすらも上回る。

			　柔らかい剣だ。

			　うまく敵の攻撃を受け流し、速さとうまさで剣を滑り込ませる。

			　……会ったばかりのころは、アンネの剣はオークレールの剣士の多くがそうであるように豪の剣だった。

			　渾身の一撃で守りごと打ち砕く。

			　オークレールの剣の基本思想。

			　それはそれで正しい。だが、アンネには柔の剣のほうが合っている。

			　アンネは目と反射神経、柔軟性に天賦の才を持つ。それらは全て柔の剣に必要なものだ。

			　そして、アンネは柔の剣に変わったからと言って、オークレールの剣を捨ててはいない。

			　俺が教えた柔の剣に、オークレールの剛剣の長所を組み込んでいる。

			　彼女は俺の剣をただ真似るのではなく、オークレールの剣と併せたアンネの剣とも呼べるものを作り上げた。

			　強くなった。

			　もし、剣技だけで戦えば、アンネにはもう勝てないかもしれない。

			　黄金の騎士が急に後ろに跳んだ。

			　アンネとの斬り合いで劣勢だったが、それだけじゃない。

			　奴がいた位置を炎の弾丸が通過した。

			「私を忘れてもらっては困りますよ」

			　クーナが魔力を練りに練って放ったのだ。最初のものよりもずっと強力な一撃だ。

			「チョコザイ、チョコザイ」

			　黄金の騎士がカタカタと全身を震わせる。

			　そして、全身から黄金の光を放つ。

			　凄まじい光の量。めくらましなんて生易しいものじゃない、目を潰すための魔術だ。

			　俺は直前で気付いて、目を閉じていた。

			　そして、風の精霊とシンクロして風景を感じ取り、目をつぶったまま周囲を把握する。

			　目に頼らない探知は何かと重宝する。

			　厄介なのは、黄金の騎士は光り輝きながらクーナたちに襲い掛かっていること。

			　一瞬の閃(せん)光(こう)なら、反応が間に合えば防げるが、こうして光り続けていれば、対応できたとしても目を開くことができない。

			　目を閉じたまま戦うのは難しい。

			　地味な手ではあるが、目に頼るものに対しては極めて有効だ。

			　クーナに剣が振り下ろされる。

			　もし、剣が見えてなければ、なすすべもなく斬り伏せられるだろう。

			「見えなくても、あなたの熱は感じ取れます」

			　クーナが紙一重で剣を避けて、分子の強制停止による絶対冷壊の蒼(そー)慈(じ)と、分子の強制加速による絶対炎絶の紅(くー)那(な)をクロスさせるように放つ。

			　強制停止と強制加速の重ね合わせにより、絶対崩壊が生まれ、すでに鎧(よろい)が失われていた黄金の騎士の体に大きな亀裂が入る。

			　黄金の騎士は気配を消して音を立てないことを注意するあまり、反撃に備えられていなかった。

			　ゆえに普通ならなかなか入らない大振りの一撃を喰らってしまったのだ。

			　黄金の騎士はわけがわからないまま距離を取ろうとする。

			　その背後に緑の光がきらめく。

			　クーナは炎の精霊とシンクロすることで世界を熱として見ていたから反応ができた。

			　だがアンネは、剣士としての基礎、気配を読む。それをしているだけ。

			　不確かなものだが、剣が届く距離に限り、一流の剣士なら眼よりもよほど見えている。

			　剣域。

			　超一流の剣士に許された己の世界。

			　アンネの輝きが大きくなる。

			　今までの【第二段階解放】であれば右手にラインが走るだけだったが、全身に緑のラインが走り、より多くの力を引き出していた。

			　その圧倒的な力をただ一振りに収束していく。

			　解き放つは、俺が教えアンネが極限まで磨き上げ、己の必殺と化した袈(け)裟(さ)切り。

			　名を……。

			「【斬月】！」

			　刃が疾る。概念防御ごと黄金を切り裂いた。

			　黄金の騎士は巨体ゆえに両断とまではいかなかったが、切断跡が痛々しく残っている。

			　黄金騎士の光が止む。

			　そして、闇雲に剣を振りまわし、クーナとアンネが距離を取った。

			「ワレ、マケル、アリエナイイイイイイイ、アリエナイイイイイイ」

			　砕かれ、切断跡が残る黄金の体が鈍く光る。

			　さきほどまでの光の放出とは違い、すべての力をうちで燃やして、出力を大幅に上昇させている。

			　さきほどよりもさらに脅(きよう)威(い)だ。

			　これから、あいつはより硬く、速くなる。

			　種も仕掛けもないからこそ、対応しづらい。

			「今の攻撃を喰らって、生きているのは驚きました」

			「しかも、微妙に再生しているわね。……あいつを倒すには絶対破壊の一撃がいるわ。私には【斬月】以上の手札はないわ。クーナ、できるかしら？」

			「ありますよ。とっておきのが。でも、準備に時間がかかって隙だらけになります」

			「わかったわ。なら、私がその隙を作る。……ちょっと力を引き出しすぎて、あと一分ほどしか戦えないのだけど、間に合うかしら」

			「三十秒あれば十分です」

			　体全身を侵食させて、力を引き出すのはリスクが高い技らしい。

			　あれだけの力を人間が引き出すのだ。無理があって当然だ。

			　金の光を纏(まと)う黄金騎士と、緑の光を纏うアンネが打ち合う。

			　剣を打ち合うたびに、まるで大砲の直撃のように爆音が鳴り大気が震える。

			　踏みしめた黄金の床が震える。

			　余波だけで壁に傷あとができる。

			　……これがランク４の魔物との戦い。それにアンネはついていく。

			　限界かと思ったが、さらにアンネを覆う緑色の光が強くなっていく。

			　ここまでできるとは。

			　引き出した力の量に対する驚きだけじゃない。その力を使いこなすアンネの技量にこそ驚く。

			　通常、エンジンが強くなっても力に振り回されるだけだ。

			　それを使いこなす技量があって、初めて輝く。

			　だけど、そこまでしてようやく互角。

			　アンネの表情がどんどん歪(ゆが)んでくる。

			　限界が近い。

			　互角の戦いを続けていれば、体力差でいずれ敗北してしまう。

			　すでに、アンネが本気モードの黄金騎士と打ち合いを始めてから三十秒が経っていた。

			「アンネ、準備ができました。隙を作って、離れてください。近くにいたら、一緒に殺しちゃいます」

			「やってみるわ！」

			　クーナの声が響く。

			　アンネは頷き、敵の横薙(な)ぎを低くしゃがんで躱(かわ)す。

			　アンネの髪が数本切り裂かれて宙に舞う。

			　しゃがんだまま、己の渾身を込めて横薙ぎの一撃。

			　足首を刈り取り、黄金騎士が転び、アンネはそのまま全力で後ろに跳ぶ。

			「クーナ！」

			「ばっちりです。いきます【ナインテールブラスター】!!」
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			　とんでもない技名をクーナが叫んだ。

			　ふざけた名前とは裏腹に、それはとんでもない技だった。

			　クーナの背後にある八本の黄金の柱、疑似尻尾(しつぽ)。

			　それらがクーナの前方で高速回転して銃身になり、内に秘めたすべての力と熱量を放出している。

			　図太い、黄金の光の帯がすべてを消滅させていく。

			　黄金騎士を蒸発させ、床も壁もすべてをえぐり取る。黄金の神殿の壁を貫いて、遥か彼方に黄金の光が消えていった。

			「これが、私の必殺です……きゅうう、もう、限界」

			　打ち終わったあと、クーナは空っぽになっていた。

			　これは、九尾の火狐化たらしめている力すべてをまとめて圧縮して放出する、文字通りの切り札だ。

			　一度使えば、九尾の火狐化が強制解除され、全魔力を使い切ってしまう。

			　体力まで使い切ったようで、その場で前のめりに倒れて、尻尾(しつぽ)の毛もしぼんでいた。

			【ナインテールブラスター】。名前はともかく、いい技だ。

			【蒼銀火狐】状態でも使えそうだ。

			　あとで改良して、俺の技にしよう。

			　ついでに名前を変えないといけない。

			　あの技名を叫ぶのは恥ずかしい。

			「倒したの？」

			「そうであってほしいですね……あっ、ちゃんと倒してますよ。あれを見てください！」

			　首から下がすべて消滅した黄金騎士が転がっていた。

			　再生する様子もない。断面から魔石の輝きが漏れている。クーナたちは勝ったのだ。

			　魔石のもとへクーナとアンネが行き、ハイタッチ。

			「さすがね、クーナ。こんな大火力の一撃、私には絶対無理よ」

			「そういうアンネなんて、あんな化け物と打ち合ってたじゃないですか。あんな真似、私にはできません。剣ではもうアンネに勝てないです。そっちの負けは認めます」

			　二人ともぼろぼろだが、とてもいい笑顔だ。

			　さて、最奥のボスを倒した。

			　次はどうなるか。

			　そう思っていると、ステンドグラスが砕けて、天に向かって階段が伸び始めた。

			　おそらく、これが第二階層への扉なんだろう。

			　この先には、第一階層よりもさらに強い魔物が待ち受けている。

			　そして、変化はこのダンジョンだけではなく二人にも表れていた。

			　急激に二人の力が増し、【加護】の力が溢れ始める。

			「力が湧いてきます」

			「これがランク４の力なの？　すごいわ。こんな力使い切れるかしら？」

			　魔石の力が十分に溜まった状態での激戦を経て器が育ち、ランク４へと至ったのだ。

			　二人のもとへ行く。

			「……強くなったな、本当に。ランクだけじゃない技も心も。ここまで二人が戦えることを今まで知らなかった」

			「ふふん、どうですか！　いつまでもソージくんのお荷物じゃないんです」

			「ソージに認めてもらえるとうれしいわ。これで同じランクよ。守ってもらうだけじゃない。一緒に戦えるわ」

			　どや顔のクーナと薄く微(ほほ)笑(え)むアンネ。二人を抱き留めると、軽く驚きの声をあげて、二人も俺を抱きしめ返してくれた。

			「二人とも頼りにしている。それと、次の階層への道ができた。少し休んで回復したら上へ行こうか。第二階層は、ここより強い魔物が出そうだ」

			「今の私ならへっちゃらです」

			「早く、ランク４の動きに慣れたいわね。この力を使いこなして見せるわ」

			　疲れているはずなのに元気そうだ。

			　この調子なら残りの四日でランク５に届いてしまうかもしれない。

			　だが、その前にうまい飯を作ろう。

			　二人とも、心も体も疲れているはずだ。

			　どんなポーションよりうまい飯が一番疲れに効くのだ。

		

	
		
			　

			第９話　探索者の憧れの飯

			　

			　第二階層は広大な湖が配置された森林だった。

			　そして、予想通りランク４の魔物が多く生息している。

			　第二階層に足を踏み入れて四日目。

			　長かった女神のダンジョン探索もついに明日が最終日だ。

			　これまでの激戦に次ぐ激戦。

			　体にも精神にも疲労が蓄積しており、それを隠すことも難しくなっている。

			　全員、ランク４になっているとはいえ、ランク４の魔物は一筋縄ではいかない。

			　なにせ、クーナとアンネが命がけで戦った黄金神殿のボスがうじゃうじゃいるようなものだ。

			　一匹倒せば終わりではないから、一度に使えるリソースは限られる。

			　次を考えながら戦うというのは思いのほか負担になる。

			　それでも、俺たちは魔物を倒し続けた。

			　……そして、今も。

			　空を見上げる。

			　音速に近い速度で闇の竜が旋回しつつ、闇と炎の二重属性のブレスで狙ってくる。

			　高度、一千メートル。あそこまで高く飛ばれるとクーナの【剛炎弾】すら届かない。

			　走り回って避けるが、完全には躱(かわ)しきれない。

			　ブレス自体が高速なのもあるが、爆発型のブレスで地面にクレーターができ、広範囲に爆炎が広がる。

			　あんな魔物、ゲームのときも見たことがない。

			「ううう、ソージくん。ランク４の魔物、こんなのばっかです」

			「ええ、これが雑(ざ)魚(こ)とは信じられないわね」

			　気持ち的には一戦、一戦がボス戦のようなものだ。

			　このままではなぶり殺しにされる。そうでなくてもこれだけ派手に暴れているのだ。

			　臆病な魔物は逃げるが、好戦的な魔物であれば近づいてくる。

			　黒竜だけで精一杯だというのに。

			「二人とも、増援が来たら逃げることを最優先だ」

			「了解です！」

			「そうするしかないわね」

			　増援すらもランク４の魔物なのだから。ここでは三体以上、魔物が現れたら逃げることを最優先にしている。

			　そうしないと死ぬ。

			　俺は走りながら、黒竜を落とすための準備を進めていた。

			　やられっぱなしは性に合わない。

			「クーナ、あれを仕留めるためにじっくり狙いを付けたい。守りを任せる」

			　高度一千メートルの敵であろうと、攻撃を当てる手段はある。

			　ただ、大技ゆえに集中が必要だ。

			「任せてください！　あれを撃ち落としてくれるならなんだってします！」

			　クーナを信用した俺は、その場で足を止め、集中力を高める。

			　魔力で視力を強化し、天の黒竜を睨(にら)む。

			　あそこまで届く攻撃を用意するだけでも難しいが、一千メートル先で音速飛行する相手に当てるのはさらに難しい。

			　通常の手段では無理だ。

			　攻撃に使う魔術とは別に命中させるための魔術を使用する必要がある。

			　使用する攻撃魔術は【銀龍の咆哮(ドラゴンブレス)】。

			　マナの崩壊現象を利用した超火力の一撃。

			　あれなら届くし、多少威力が減衰しようと関係ない。

			　そして、命中させるための魔術を使用する。

			【自動照準】

			　情報を集めるセンサーと命中させるための演算を組み合わせた高度な魔術。

			　敵の速さ、スタミナ、残魔力、行動パターン、環境要因、こちらの攻撃手段の特性、それらすべてを演算し、射撃精度を上げる。

			　以前の俺であれば【銀龍の咆哮】の制御だけで精一杯で、補助魔術の併用なんて不可能だった。

			　だが、ランク４になり演算能力が増した今ならそれができる。

			　情報の収集、演算が完了した。

			　あとは魔術を放つだけでいい。

			　天空から視線を感じた。

			　それと同時に、黒竜が明確に俺めがけて、闇と炎のブレスを放つ。

			　どうやら、膨れ上がった魔力を感じ取り、俺を脅(きよう)威(い)とみなしたようだ。

			　……ランクが高い魔物は知能も危機感知能力も高い、こういうところも厄介だ。

			　落ちてくる炎のブレスを迎え撃つべく、クーナが天に向かって手を伸ばす。

			「そこまで届かなくても、そっちの炎を撃ち落とすぐらいはできます！」

			　クーナが炎の弾丸を放ち、空中で黒竜のブレスとぶつかりあい、大爆発。

			　爆炎が広がり、視界がゼロになる。

			「きゃっ、ソージくん、ごめんなさい」

			「心配するな、見えている！　【銀龍の咆哮(ドラゴンブレス)】」

			　爆炎で消えた視界の中、両手で竜の顎(あぎと)を模して、光の帯を放つ。

			　極限まで圧縮されたマナが崩壊し、内に秘めるすべての力が炸(さく)裂(れつ)した。

			　それはすべてを消滅させる光。

			　爆炎で視界はゼロだが、すでに【自動照準】により【銀龍の咆哮】が到達する際に、黒竜がいる場所はわかっている。

			【自動照準】は敵が未来にいる位置を予測する。

			　光の帯が天に昇り、雲を裂いた。

			　そして……。

			「命中だ」

			　胴体がごっそり消え去った黒竜が落ちてきた。

			　また、一体ランク４を葬ることができた。

			　今回はかなり神経をすり減らした。

			「ソージくん、やりましたね」

			「だな」

			「……やっぱり魔術はいいわね。こういう相手だと私は何もできないもの」

			　アンネがどこか悔しそうに、胴体がくり貫かれた黒竜を見る。

			　彼女の言う通り、黒竜との戦いでは活躍できていない。

			　遠距離攻撃には魔術がいる。

			　斬撃を飛ばすなんていうのはファンタジーの世界だ。

			　趣味でそのための魔術を作った奴もプレイヤーの中にいたりするが。

			「恥じることはない、適材適所だ。魔石を拾ったら、すぐにここを離れよう。騒ぎを聞きつけた魔物が来る前に離れたい。これ以上の連戦は無理だ」

			　この黒竜との戦いすら、すでに連戦のあとだ。

			　さきほど、地獄の番犬ケルベロスなんて化け物と戦い、一息つこうとしたタイミングで襲われた。

			　全員、疲れ果てているし、魔力の残量もまずい。

			　クーナがキツネ耳をぴくぴくと動かす。

			「東から魔物が近づいてきています」

			「なら西へ向かおう」

			　急いで魔石を回収して、西に向かおうとしたところで――。

			「ソージくん、何をしているんですか!?　置いていきますよ」

			「先に行ってくれ。ちょっと付近を調べたい。すぐに追いつく」

			「絶対、すぐにですよ」

			　俺は黒竜の死体を見る。

			　魔石以外にも、こいつからはもらいたいものがあった。

			　ある意味、それは冒険者の憧れだ。

			　クーナたちの驚く顔が見れるかもしれない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後に二度ほどランク４の魔物を倒し、日が暮れたので野営を始めた。

			　第二階層に来てからの四日間で、安全なポイントを見つけている。

			　滝に隠された洞窟。

			　ここには魔物が近づかない。

			「今日もぼろぼろになりましたね」

			「まあな。ランク４と戦い続ければこうなる」

			　すでに持ち込んだ回復アイテムの類は使い尽くした。

			　加護を回復させるポーションも、今使ったもので最後だ。

			　食料のほうも心もとない。魔物肉を食いながらでも主食の類や、補助食は持ち込んだものを使うしかない。

			　消耗品の状況もまずいが、他にもまずいものがある。

			「やっぱり、間に合わせじゃこうなるよな」

			　白い部屋へと【転移】された先で砕かれてしまった機械槍ヴァジュラの外殻は修理不可能だった。

			　代替品が必要だったので作ってみたが、時間と設備の制約から、しっかりしたものを作ることはできなかった。

			　満足の行く性能ではないが、それなりに役に立ってくれた。

			　それがとうとう壊れてしまった。

			　おかげで、今日は途中からずっと第二形態である両手槍で戦っていた。

			「そっちでも十分強いし、いいじゃないですか」

			「同感ね。両手槍と直刀、どちらも強いわ」

			「……まあな。だけど、今日も破壊力が欲しい場面があったしな。欲を言えば、しっかり作り直したかった。まあ、ないものねだりだ」

			　外殻を作り直したいという思いは当初からあった。

			　ここに来るか、材料を収集し外殻を修復するか、どちらかしかない状況だったから前者を選んだ。

			　アンネとクーナのランクを上げるほうがずっとメリットが大きい。

			　その判断に後悔はない。

			「さあ、今日は最後の夕食だ。最後だからとっておきのものを使う。なんと、竜の肉だ。さっきの黒竜から尻尾(しつぽ)の柔らかい部分を持ってきた」

			「あっ、さっきそんなものを取っていたんですね」

			　さっき、クーナたちを先に行かせてまで回収したのがこれだ。

			　魔術で肉を解析してみると、体のほうは闇の力やら、毒やらに侵されて猛毒だったが、尻尾(しつぽ)の先は安全だったので回収した。

			「それ、食べられるんですか？」

			「ただの竜じゃなくて、闇の竜よね」

			　二人がいぶかし気な顔で見ている。

			　竜を食べるなんて発想がないのだろう。

			　ましてや闇属性なので、警戒心がさらに強くなっている。

			「毒がないことは確認しているし、肉質も良さそうだ。まあ、嫌ならいいが。今日戦った連中で、食えそうなのこれだけだったしな」

			　ランク４の魔物は、なぜか食べられる魔物が少なかった。

			　手持ちの食料が尽きかけているのは、それも原因の一つ。

			　全身が毒だったり、固すぎて食べられなかったりがほとんどなのだ。

			「……食べます。スープとパンだけじゃ力が出ないです」

			「そうね。ソージが調べて大丈夫なら、味はともかく食べられるはずよ」

			「何事も経験だ。さすがに俺も竜なんて食べたことがないしな。竜を食べたって言えば、どこかで自慢できるかもしれないぞ」

			　案外、柔らかそうなのでステーキにしてみよう。

			　まずはステーキ用に分厚く切る。

			　臭みがあるので、カレー粉を揉みこむ。

			　この一週間でさんざんお世話になったカレー粉もこれで最後だ。

			　どんな肉でも美味しく食べさせてくれたカレー粉は、また調合しよう。

			　これは探索には最適だ。

			「さてと、肉だけじゃ寂しいな」

			　肉にカレー粉を馴染ませている間に、付け合わせのスープを作ってしまう。

			　大きな湖があるから、水には困らない。【浄化】さえすれば飲める。

			　乾燥野菜を使ってスープの具にする。

			　やがて、スープが煮立ってきたところでステーキに取り掛かる。

			「ああ、いい匂いがしてきました」

			「このスパイスは反則ね。これさえあれば何を材料にしても美味しくなるのだもの。……売り出したら、大ヒットしそうね」

			「まあな、他の探索者が欲しがりそうだ」

			　これを売り出すか。

			　いいかもしれない。商店と契約して、マージンをもらいつつ売り出せばひと財産になりそうだ。

			　自画自賛になるが、これほど見事なスパイスの調合をできる者はなかなかいない。

			　コピー商品も出回りにくいだろう。

			　平和になったあとなら、商売に手を出すのも面白そうだ。

			　一度、本気で考えてみよう。

			　だけど、今は目先の料理だ。

			　両面をしっかり焼いたあと、弱火でじっくりと中まで火を通す。

			　ステーキはレアのほうが好きだが、牛肉などと違って、レアで食べるのは魔術による解析で毒がないことを確認できていても怖い。

			　よし、焼き上がりだ。

			　皿に肉を盛り付けて、スープと一緒にみんなに渡す。

			「さあ、できたぞ。見た目はうまそうだし、香りもカレーのおかげで合格だ。問題は味だが……」

			　いつもは味見するが、こんな面白いもの三人で同時にチャレンジしたい。俺が先に確かめたら興ざめだろう。

			　食べないという選択肢はない。

			　魔術で解析したときに安全で、しかも栄養はあるとわかっている。

			　しっかり肉を食って最終日に備えたいのだ。

			　ごくりとクーナが生(なま)唾(つば)を飲んだ。

			　見た目は美味しそうだが、躊(ちゆう)躇(ちよ)している。

			　俺たちは頷きあって、それぞれナイフでカットした。

			　みんな一斉に口にする。

			　噛んだ瞬間、カレー粉でも消しきれなかった臭みが広がる。

			　すごく獣臭い。だけど、カレー粉での抑制のおかげでぎりぎり我慢できるレベルだ。

			　カレー粉がなければとても食べれたものじゃない。

			　弾力があり噛みしめると肉汁が出てきた。

			　味は、すごく濃い。……そして美味しい。

			　カモ肉のような味がする。それも、上質な。

			　それに、尻尾(しつぽ)だけあって牛テールのようにゼラチンの旨味がある。今回はステーキにしたが煮込みのほうが美味しいかもしれない。

			　驚いた。闇属性の竜だから、すごい味がするかもと思ったが味はいい。

			　ただ、ちょっと癖は強い、血の味も濃すぎる。

			　苦手な人は苦手そうだ。

			「これ、美味しいです！　どんどん追加で焼いていきましょう！　キツネの血が滾(たぎ)ります！」

			「それはいいが、もうカレー粉がないぞ。かなり獣臭いが食べられるか？」

			「これだけ美味しいなら我慢します！　私、好きです。野性に目覚めます。もぐもぐ」

			　さすがはキツネ耳美少女だ。

			　血なまぐさいのや獣臭いのは元から耐性があるのだろう。

			「私は一枚だけでいいわね。たしかに美味しいのだけど、どうしても獣臭いのが気になるわ。カレー粉なしだととても食べられないわね」

			「俺もきついな。クーナ、お代わりを焼くからには絶対に食べろよ」

			「任せてください！　二人の分まで食べちゃいますから」

			　そこまで言うなら、大盛りにしよう。

			　クーナの肉を焼きながら、明日の昼飯の準備もしておこう。

			　最終日は、忙しくなる。

			　食事を作る余裕もないし、今日のうちに弁当を作っておかないと。

			「ソージ、何を作っているのかしら？」

			「明日のための昼飯だ。臭みを消すのはスパイスだけじゃない。今日集めた薪はいい香りがしているだろう？　これで燻(くん)製(せい)にすればカレー粉に頼らなくても、匂いを消せると思ってな」

			　最後のパンを使って、サンドイッチにすれば明日の昼飯にはちょうどいい。

			　それが、このダンジョンで食べる最後の食事になるだろう。

			「料理が美味しいのはうれしいけど、ソージを見ていると女性としての自信をなくしてしまいそうになるわ。……全部終わったら、そっちもがんばってみたいわ」

			「それがいい。剣以外の生きがいもこれからは重要になるかもな。何より、俺がアンネの手料理を食べてみたい」

			　アンネは十分強くなった。

			　もちろん、これからも剣は鍛えていく。だけど、それだけじゃなくて世界を広げてほしい。

			「ええ、剣も、それ以外もがんばっていくわ。……オークレールの再興と、そして私たちの幸せのために」

			　いい言葉だ。

			　かつての、オークレールの再興以外何も見えず、苦難の道を歯を食いしばり歩いていたアンネからは想像もできない。

			　きっと、変わったのはアンネだけじゃなく、俺とクーナもだろう。

			　この三人で旅をして本当に良かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　食事が終わったあとは魔石タイムだ。

			「今更だが、これで本当に良かったのか？」

			「もちろんです。誰か一人なら絶対ソージくんです」

			「私たちの中で最強はソージよ。なら、ランク５になるのはソージよ」

			　第二層に入り、ランク４の魔物たちと戦い、より強い魔石を手に入れるようになった。

			　ただでさえ莫大な力を内包したランク４の魔石が、特別なダンジョンであるがゆえに通常の数倍の魔力を宿しており、その力は筆舌につくし難い。

			　だが、二階層に来て、最初の日。狩りの成果を見て気付いてしまった。

			　……たとえこの日以上の成果をあげられたとしても、ランク５にできるのは、一人が限界だ。その一人すらも届くか怪しい。

			　いかに数倍の力を持つ魔石だとしても、ランク５というのはそれほど遠い。

			　そのことを二人に話したところ、二人とも俺がランク５になるべきだと言ってくれた。

			　だから、第二階層で得た魔石のすべてを俺だけが使ってきたのだ。

			「わかった。今日の成果を併せれば、おそらく必要なだけの力は手に入る」

			　魔石を次々に吸収していく。

			　凄まじい快楽で全身が痺(しび)れる。力を注がれた細胞が歓喜の声をあげる。

			　変な声をあげそうになるのをぐっとこらえる。

			「アンネ、ソージくんの魔石をこらえる表情、ちょっとエッチですよね」

			「ええ、少し興奮してしまうわ」

			「……男がそういうことを言われても、少しもうれしくはない」

			　クーナとアンネが顔を赤くしながら、魔石を吸収する俺を見ている。

			　そして、最後の一つ。

			　これで終わりだ。

			　自らの体を魔術で調べていく。

			　計算通りだ。ランク５になるための準備は整った。

			　ここまでくれば必要なのは追加の魔石ではなく、器を広げるためのぎりぎりの戦い。

			　……実のところ、その目星はつけてある。

			　第一階層の最後にボスがいたように、このフロアにもボスはいる。

			　下調べで姿も確信した。

			　ランク５の魔物。

			　あれを倒せば、俺はランク５に至るだろう。

			「一週間の特訓の最終決戦、緊張しますね」

			「ええ。でも、今回は三人で挑むのよ。きっと勝てるわ」

			　実は俺も緊張していた。

			　ランク５の魔物は強い。それもとてつもなく。

			　それでも三人でなら勝てるだろう。

			　勝って、ランク５になる。そして、二人を守る力を手に入れる。

			「じゃあ、今日は寝よう……と言いたいが、魔石のせいで昂(たかぶ)った。いいか？」

			「聞かないでください。恥ずかしいじゃないですか」

			「私もそういう気分よ。愛し合えるうちに愛し合っておきたいの」

			　二人が俺を受け入れてくれる。

			　そのことがうれしい。

			「ソージ、お願いがあるの」

			「なんだ？」

			「避妊の魔術は使わないで、その、もしものときに思い出になるかもしれないから……後ろ向きなことを言っているけど、それでも、そうしたいって思えるから」

			「私もです。……明日戦うランク５の強敵も、そのあと戦うのも、今までとは比べ物にならない敵なんですよね。だったら、ソージくんを刻んでほしいです」

			　うるんだ目で二人が俺を見つめる。

			　断りたくない、いや、俺もそうしたいと思ってしまった。

			「わかった。今日は使わない」

			　そうして、二人と初めて避妊なしで愛し合った。

			　いつもよりもずっと二人と繋がった気がする。そして、二人のことがもっと好きになった。

			　……もし、これでできたら、そのときはきっちり責任をとろう。そのための準備もしないとな。

			　こんな状況なのに、俺はそんなことを考えてしまっていた。

			　クーナとアンネ、二人との未来を考えるとどんなときでも幸せな気持ちになれるのはどうしてだろう？

		

	
		
			　

			第10話　皇帝竜との死闘

			　

			　いよいよ、女神のダンジョンの最終日となる。

			　クーナとアンネはランク４に至り、俺自身もすでにランク５になれるだけの魔石を吸収し終えた。

			　最終日はダンジョンで最強の存在に挑む。

			　そのために、ボスの居場所まで魔物を避け続け、消耗を避けてやってきた。

			　戦いの前に食事を済ませておく。

			　昨日作っておいた、黒竜の尻尾(しつぽ)を使った燻製肉のサンドは美味しく、決戦に挑む前に力を与えてくれた。

			　うまく匂いが消せており、燻製は成功だった。

			　木々の間を駆け抜けていく。

			　そして、森の中央にある巨大なすり鉢状の孔(あな)、その中央にそいつはいた。

			　それは青い竜だった。

			　竜にしてはあまりに小さい、二メートル弱といったところだろう。

			　その竜は二本脚で立っている。

			　竜人という言葉が頭に浮かぶ。

			　……ゲーム時代にもいた魔物であり、最強クラスの魔物として恐れられていた。

			　ランク５、エンペラードラゴン。

			　奴のことを知っていて良かった。

			　初見なら、おそらく勝てなかった。情報を知り、対策をして初めてギリギリ勝ち目が見えてくるほどの難敵。

			「クーナ、アンネ、打ち合わせ通りやるぞ」

			「ばっちりです」

			「ええ、何度もイメージトレーニングしたわ」

			　下見の段階でエンペラードラゴンとわかっていたので、アンネとクーナにもしっかりと情報を共有し、綿密な打ち合わせをした。

			「それから……」

			「情報を叩き込みはしても、妄信するなってことですよね」

			「それも含めて、理解しているつもりよ。ソージが知っているころより強くなっていたり、新しい技が増えているかもしれない、そのことは常に意識するわ」

			　二人とも、本当に成長している。

			　今更、俺がガミガミいう必要もないようだ。

			「合格だ。なら、行くぞ」

			「はい！」

			「ええ！」

			　俺たちは三人ですり鉢状の孔(あな)を降りていく。

			　青い竜人、エンペラードラゴンがこちらを見る。

			　凄まじい圧力を感じる。皇帝竜の名は伊達じゃないようだ。

			　奴と目が合った瞬間、両手を前に突き出す。

			　切り札の一枚を開幕から使うのだ。

			　ボス系の魔物は不思議と、相手の領域に入らない限り仕掛けてこないという性質を持つ。

			　それゆえに、足を踏み入れるまでに準備ができる。

			　俺が組み上げた術式は【銀龍の咆哮(ドラゴンブレス)】だ。

			　構築に時間がかかる魔術だが、こうやって足を踏み入れる直前に完成させておけば、開幕から使用できる。

			　さあ、開戦の合図に派手な花火を咲かせよう。

			「【銀龍の咆哮】」

			　掌で極限まで圧縮されたマナが崩壊し、内に秘めたその力を解き放つ。

			　その力を束ね、敵にぶつけることですべてを消滅させる。

			　数ある魔術の中でも、最大威力を誇る必殺の技。

			　俺の放った【銀龍の咆哮】が青い竜人を捉える。

			　回避不能のタイミング。

			　今まで、【銀龍の咆哮】は当たりさえすればすべての敵を倒してきた。

			　だが、すべてを消滅させる光が阻まれた。

			　いや、違う。

			　正しく言うのであれば、強大な力と力が対消滅した。

			「狙い通りだ。厄介なその守り、はぎ取らせてもらう！」

			　エンペラードラゴンは、【竜の玉座】という、強力な守りの力を持っている。

			　一定以下の威力の攻撃をすべて遮断する厄介な能力だ。

			　俺の技と魔術であれを貫けるのは、【銀龍の咆哮】のみ。

			　マナの崩壊現象で生まれた光が止む。

			　わずかに、エンペラードラゴンの肌が焦げていた。

			　忌々し気に、エンペラードラゴンが睨(にら)んでくる。

			　傷は浅い、浅いが……。

			　俺はにやりと笑って見せる。

			「十分だ」

			【銀龍の咆哮】は無駄ではない。

			　なぜなら、相手の【竜の玉座】を消滅させた。

			【竜の玉座】は一定以下の威力の攻撃をすべて遮断するが、一度貫けば失われる。

			　開幕だからこそ、当てられた。

			　戦闘が始まれば、こんな大技を当てるのはほぼ不可能だ。

			　クーナとアンネがそれぞれの切り札を放ちつつ、肉薄する。

			　クーナは九尾の火狐となり、八本の黄金の火柱を背負い、アンネは全身まで侵食させた【第二段階解放】を行っている。

			　そして、出し惜しみしないのは俺も一緒だ。

			「【白銀火狐】！」

			　クーナが九尾の火狐化したことにより、体内にストックしていたクーナの変質魔力が暴れ始める。

			　それを抑えるのではなく、さらに活性化させていく。

			　体が作り替わっていく。人間から火狐へと。

			　銀色の炎が全身を覆い、炎の支配者として生まれ変わる。

			　疑似的な九尾の火狐化、それこそが俺の【白銀火狐】。

			「重ねて……【紋章外装】」

			　常に持ち歩いている【浄化】をしたときに取り除いた瘴(しよう)気(き)の塊、その力を全身に纏(まと)う。

			　瘴(しよう)気(き)を魔術的な意味を持たせた文字の羅列として体に刻むことで制御する。

			　本来、探索者にとって毒でしかない瘴(しよう)気(き)を己が力とする、この世界で俺しか使えない切り札。

			　その力が、銀の炎と混じり合う。

			　疑似九尾の火狐化によって得た力と瘴(しよう)気(き)、混じり合わないこの二つを俺の魔力と魂(たましい)をもって結び合わせる。

			　そして完成するのが、俺の切り札。

			「【蒼銀火狐】」

			　俺の魂(たましい)の色に染まった蒼い炎が周囲を照らす。

			　ゲーム時代ですら使えなかった。この世界に来た俺にだからこそ使える力。

			　……もともと、強大な負荷がかかる【白銀火狐】と【紋章外装】の併用ゆえに、その負担は想像を絶する。

			　限界使用時間は万全の体調でも、五分二十秒。

			　ランク５相手に、その時間しか戦えないのは心許ないが、これこそがもっとも勝率が高い戦法だ。

			　エンペラードラゴンが相手であれば、長期戦になった時点で敗北が決まる。

			【銀龍の咆哮】で砕いた【竜の玉座】は砕かれてから約四分で復元される。

			　あれをもう一度割るのはほぼ不可能、四分以内にけりを付けなければ敗北する以上、出し惜しみすることに意味はない。

			「ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！」

			　エンペラードラゴンが咆(ほう)哮(こう)する。

			　ただの咆哮ではない衝撃波だ。

			　威力はさほどないが、広範囲で躱(かわ)せない。

			　衝撃波に飲み込まれ、俺たちは身動きが取れなくなる。

			　奴が消えたと思った次の瞬間にはアンネの前にいた。

			　アンネが目を見開いて、両腕でガードをする、その直後、殴られて吹き飛び、壁に体がめり込む。

			「かはっ」

			　あのアンネが反応できない速度。

			　しかも、人型ゆえに的が小さく攻撃が当てづらい。

			　そして、当然だがエンペラードラゴンの強みはこれだけじゃない。

			　エンペラードラゴンが立ち止まり、己の牙を腕に突き立てると血がぽたぽたとこぼれる。

			　すると、血の水たまりから竜種の魔物が次々と生まれる。

			　皇帝竜は体内に無数の竜を宿している。自傷だろうが、こちらの攻撃だろうが、血が流れれば魔物が溢れ出る。

			　今回はランク４の魔物が一体に、ランク３が四体か。

			　ランク４が一体で済んだのは運がいい。

			「クーナ、一番でかいのを任す」

			【精霊化】のみしか使っていない状態のクーナなら、ランク４を一人で相手にするのは厳しいが、九尾の火狐化している今なら任せられる。

			「はい、ソージくんは雑(ざ)魚(こ)とボスを頼みます！」

			　クーナがランク４のタイラントドラゴンを相手にし、俺は雑(ざ)魚(こ)を蹴(け)散(ち)らしながらエンペラードラゴンに肉薄する。

			　レッサードラゴンの顎(あご)を蹴りぬき、ランク３のスプレッドワイバーンにナイフを投げて額を貫き、ようやく槍の届く距離まで来た。

			　炎を纏(まと)わせた槍で突くと、奴は気を纏わせた拳を突き上げる。いや、ただの気じゃない。

			　竜種の中でも極めて強大な力をもつ魔物だけが使える【竜王闘気】だ。

			　槍と拳がぶつかった。

			　大気が震える。

			「ちっ！」

			「ＧＹＵＡＡＡＡＡＡ！」

			　ランク５の魔物が持つ力と、【蒼銀火狐】を発動した俺の力はほぼ互角。

			　膨大な力と力による衝撃波で周囲の地面が割れた。

			　俺の連続突きとエンペラードラゴンの拳、一撃必殺の威力を宿した一撃同士が何度も何度もぶつかり合う。

			　槍で拳を貫けないとは……少し自信がなくなるな。

			　しだいに押され始める。

			　拳と槍では、拳のほうが戻しが早い。

			　力が互角でも、その差により対応が遅れていく。徐々に体勢が崩れて、槍が手打ちになった。

			　力の通わない槍と拳がぶつかり合い、大きく弾き飛ばされる。

			　エンペラードラゴンがさらに踏み込んでくる。

			　槍を引き戻すが、迎撃が間に合わない。

			　エンペラードラゴンの拳を包む輝きがより強大になる。

			　俺を仕留められると踏んで、防御に回していた【竜王闘気】までも拳に集中した。

			　連続攻撃重視から一撃重視に切り替えたようだ。

			　……だが、それゆえに全身を包んでいた【竜王闘気】は薄くなった。

			　俺が体勢を崩したのは誘いだ。

			　引き戻した槍を突くのではなく、継ぎ目を指ではじいて、刃を引き抜く。

			　機械魔槍ヴァジュラは三つの姿を持つ。

			　外殻を付けた巨大な馬上槍。

			　外殻を取り外した真の姿、使い勝手のいい両手槍。

			　そして、槍に隠された直刀。

			　槍で間に合わない迎撃も、刀であれば可能だ。

			　神速の居合抜きでもって迎え撃つ。

			　放つは神速の一撃。

			「【瞬閃】」

			　俺が放ちうる最速の抜刀技が竜の肌を切り裂いた。

			【竜王闘気】で守られていては、大したダメージにならないが、拳に力を集中した今ならば大ダメージを与えられる。

			　いい手ごたえだ。

			　傷は深い。血が噴き出て、たまらずエンペラードラゴンが距離を取った。

			　その背後に、影が現れる。

			「【斬月】！」

			　背中を深々とアンネが切り裂いた。

			「ＧＹＵＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！」

			　エンペラードラゴンは咆(ほう)哮(こう)しながら全方向の衝撃波を放ち、俺とアンネは吹き飛ばされる。

			「ソージの言った通りね。正面から行けば隙はほとんどないけど……一度倒したと認識されると、意識が外れる」

			「よく今まで我慢してくれていたな。いい不意打ちだ」

			　戦いが始まるまで、クーナとアンネにはそれぞれに役割を与えていた。

			　クーナには奴の血から現れる取り巻きの駆除。

			　そして、アンネには序盤にわざとダメージを受けて、奴の意識から消え、確実に大ダメージを与えられるタイミングでの不意打ちを頼んだ。

			　アンネはうまく消えていた。

			　エンペラードラゴンが【竜王闘気】を全身に纏(まと)いつつ、威嚇音を出す。

			　奴は傷から大量の血を流す。

			　その血から、ぞくぞくとドラゴンどもが出てくる。

			　ランク４が三体、ランク３が七体、ランク２が四体、ランク１が五体。

			　まだ増える。

			　その竜どもが、捨て身で襲い掛かってきて、押し流される。

			　時間がないというのに、奴に近づくことすらできない。

			　クーナも合流し、三人で襲い掛かる雑(ざ)魚(こ)どもを迎え撃つ。

			「うっとうしいです。時間がないのに、前に進めません」

			「聞いていた通り、厄介な敵ね」

			「だが、俺たちは追い詰めている」

			　……エンペラードラゴンの厄介な点はその鉄壁の防御だ。

			【竜の玉座】を貫かねば、そもそもダメージを一切与えられない。

			　その守りを貫いても、あいつにはすぐれた身体能力と格闘術があるため、攻撃を当てるのにも苦労する。

			　さらには【竜王闘気】という魔術、物理、どちらも弾いてしまう強力な気。

			　仮に傷を付けられたとしても血から次々に魔物が生まれて、戦況はどんどん悪くなる。

			　生まれ出る魔物も雑(ざ)魚(こ)ではない。ランク４という強大な敵までいる。

			　さらに、【竜の玉座】は苦労して砕いても、四分後には復活する。【竜王闘気】はただでさえ強力な自己治癒力を強化する。

			　持久戦になった時点でどうしようもない。

			　だからこそ、策を用意していた。

			　最初に【竜の玉座】を破壊し、アンネを潜ませて大打撃を与えるチャンスを窺(うかが)わせる。

			　大振りを誘って槍のギミックを使って不意をついたのも作戦だ。なまじ技量があるだけに、あのタイミングで確実に仕留めようと【竜王闘気】を拳に集めるという判断をしてしまった。

			　ようやく、傷が塞がり魔物の出現が止まった。

			　あいつの周りに取り巻きが数体いるが、大多数は処分し終わった。

			　これなら、攻めに転じられる。

			「クーナ、アンネ、ここまでは予定通りだ。残りの取り巻きは頼む。俺は今からあいつを仕留めてくる」

			「任せてください。雑(ざ)魚(こ)は倒し尽くしますよ！」

			「ソージは、あいつを倒すことだけを考えて」

			　頷き、走る。

			　敵に向かて一直線、進路を塞ぐ竜をアンネが切り伏せて、死角である頭上から襲ってくる竜をクーナの炎が貫く。

			　……頼りになる仲間だ。

			　エンペラードラゴンと再び目が合う。

			　高度な知能を持つがゆえに、奴には感情がある。

			　最初に浮かんでいたのは上位者としての余裕だったが、今では恐れだ。

			　鉄壁の守りをいくつも持っているがゆえに、追い詰められたことがないのだろう。

			　クーナとアンネが作ってくれた道を駆け抜け、奴と対峙する。

			　槍に力を込める。

			　……【蒼銀火狐】を使用してから、すでに三分二十秒経った。

			【蒼銀火狐】の維持時間は、万全の体調で五分二十秒だが、おそらくあと一分が限界だ。

			　ここが最後のチャンス。

			「はあああああああああああああ！」

			　槍を放つ。

			　奴が拳で迎撃する。

			「ＧＹＵＡＡＡＡＡＡＡＡ!?」

			　エンペラードラゴンが悲鳴をあげた。

			　槍が拳を貫いたのだ。

			　奴は気付いていなかった。

			【竜王闘気】は強力だ。

			　しかし、気には変わりない。気を練るのは精神状態が大きく影響する。血を流しすぎれば意識は散漫となる。

			　何より奴は怯えてしまった。

			　それではうまく練れるはずもない。

			　そのような中途半端な気で俺の槍を止められるものか。

			　二の槍、三の槍を放ち追い詰める。

			　返り血から魔物が生まれるが、無視する。

			　アンネとクーナを信じる。

			　俺は雑(ざ)魚(こ)どもを任せると言った。なら彼女たちがなんとかしてくれる。

			　そして……。

			「ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

			　奴の【竜王闘気】が爆発した。

			　凄まじい量だ。

			　相変わらず、練りは甘くなっているが量がとんでもない。

			　怯えた心と、血を失い朦(もう)朧(ろう)とした意識でそれを可能にしたのは恐怖と生存本能。

			　死にたくない、その想いが己のすべてを引きずり出した。

			　吹き飛ばされそうになるのを足を踏み込んでとどまり、槍を放つが弾かれてしまう。凄まじい硬さだ。

			　普通の攻撃で、今のこいつを貫くことはできない。

			　……時間さえあれば対応は簡単だ。

			　死の恐怖で無理に力を引き出してはいるものの、これだけの【竜王闘気】の放出、長くはもたない。

			　距離をとって力尽きるのを待てばいい。

			　だが、それができない理由があった。

			　俺の【蒼銀火狐】の時間切れが先だ。

			　その状態で、エンペラードラゴンの【竜の玉座】まで復活すれば詰む。

			　あの守りを貫くしかない。

			　極限状態、最後の最後に頼るのは一つだけだ。

			　俺の代名詞。

			　もっとも信頼するあの技を使う。

			　大地を踏みしめる、神経を指の先まで張り巡らせる。いや、槍の先まで通わせる。

			　そして、放つは……。

			「【神槍】！」

			　槍を使った最速・最強の魔術を起動する。

			　この魔術は、全身の力を使った理論上最速の突き。

			　極限まで無駄を省き、最短距離に最速の槍を届けることだけを目的に作りあげた最強の魔術であり槍術。

			　一歩、足を踏み出して、槍を突き出すだけ。だが、足から腰へ、腰から腕へ、腕から手へ、手から槍へ、芸術的な力の連動が螺(ら)旋(せん)を描く、さらに【神槍】は【身体能力強化・極】の先を行く。

			【身体能力強化・極】は必要なところに魔力を集中するだけだが、【神槍】は体重移動に合わせて全魔力を注ぎ込む。筋肉の繊維一本一本を意識し身体の動きに連動させ、刹(せつ)那(な)のタイミングで稼働筋肉のみに全魔力を集中させる。

			　当然のように度を越えた魔術の反動は体を蝕(むしば)み、壊していく。

			　だが【神槍】はその神速をもって身体が壊れるまでに槍を届かせる。

			　究極の槍を目指し俺が作り上げた到達点。

			「はああああああ！」

			　叫びと共に、【竜王闘気】の鎧(よろい)を幾重にも重ねたエンペラードラゴンの胸を槍が貫いた。

			　俺の【神槍(プライド)】が絶対防御を破ったのだ。

			　槍を引き抜くと、エンペラードラゴンが息絶え、俺の【蒼銀火狐】が強制解除された。

			　すべてを出し切った、ぎりぎりの戦いだった。

			　後ろを見ると、エンペラードラゴンの力で生まれた魔物たちも消えていく。

			「終わったか」

			　エンペラードラゴンの消失と共に、体内に凄まじい力が渦巻く。

			　ついに来たか。

			　もう何度も味わった感触だ。

			　力が湧いてくるなんて生易しいものじゃない、自分が作り替えられて進化していく。

			　ランク５へ変化する際の負担はひと際大きい、なにより、俺が消耗しすぎている。

			【蒼銀火狐】で弱り切っている体に、この衝撃は毒だ。

			　もう、耐えられそうにない。

			　……あとはクーナたちに任せるしかないか。

			　ボスのいるエリアにはほかの魔物は絶対近づかない。ここにいれば安全なはずだ。

			「クーナ、アンネ、悪い。あとは頼む」

			　慌てて駆け寄る二人の顔を見ながら、俺は意識を手放した。

			　目を覚ましたとき、いったい彼女たちはどんな顔をしているだろう。

		

	
		
			　

			第11話　帰還と休息

			　

			　目を開く。

			　すると夕日が目に映った。

			　ここはどこだ？

			　そもそも、俺はどうしていた？

			　……思い出した。

			　ランク５になるために、女神のボーナスダンジョンのボスであるエンペラードラゴンと戦い、仕留めた。

			　その後、ランク５になる際の負荷に耐え切れずに気を失った。

			　こうして俺が無事だということは、クーナとアンネも無事なはず。

			「アンネ、ソージくんが起きました！」

			「そう、良かったわ。急に倒れたから心配したのよ」

			　後頭部に柔らかい感触があり、妙にいい匂いがすると思ったらクーナが膝枕をしてくれていた。

			　クーナの膝枕は絶品だ。いい匂いがするし、肉の付き方が理想的でたまらない。

			　周囲を見ると、そこはエンペラードラゴンと戦ったすり鉢状の巨大な孔(あな)。

			　ここで休憩していたようだ。

			　日が落ちかけている。おそらく、五、六時間こうしていたのだろう。

			　すり鉢の中央から太陽に向かって階段が伸びていた。

			　あれを進めば第三階層に進めるのだろう。

			　そこにはきっと、この階層より強い魔物たちが待ち受けている。

			「クーナ、アンネ、あの先に進みたいな」

			「うっ、ちょっと、その言葉には同意できないです」

			「一階層と二階層の変化を考えたら、あの先にはランク５がうようよしているのよね。……さすがに遠慮したいわ」

			　本気で嫌そうな反応をする二人を見て、俺は薄く笑う。

			「まあな。今のまま先に進めば死ぬだろうな。それでも、先があるなら行ってみたい。そう思うんだ」

			　第一階層と第二階層を思い返せば、アンネの言う通り、この先にあるのは雑(ざ)魚(こ)としてランク５がうじゃうじゃと現れる地獄のようなフロアだ。

			　ランク５が俺一人、それも力もリソースも使い切った状態では自殺行為だ。

			　それでも、行きたいと思うのは探索者だからだろう。

			　未知を知りたい、より強くなりたい。

			　それが探索者の本能だ。

			「私たちがランク５になったら、一緒に行きましょう」

			「……クーナ、今日が最終日よ。ソージ一人をランク５にするための魔石集めに四日もかかったのに、不可能よ」

			「そうでした！」

			　残念ながら時間切れ。

			　第三階層に行くことはないだろう。

			「すまない、最後の一日なのに俺が倒れたせいで無駄にして。倒れなければ、二人のためにもっと魔石を集められたのに」

			「謝ることないです。ソージくんはしっかり、あの強いドラゴンを倒しましたし！」

			「私たちは倒れていないけど、力を使い果たしたのは一緒よ？　ソージが倒れなくても、これ以上戦うのは無理ね。だから、気にする必要はないわ」

			　それは慰めの言葉ではないようだ。

			　クーナとアンネも、あの戦いで消耗しきっているようだ。

			　ランク４を含む、無数の取り巻きの相手を二人がしてくれたから、俺はエンペラードラゴンに集中できた。

			「それに見てください！　じゃじゃーん、たくさんの魔石です。数日分の稼ぎがありますよ！」

			「私たちが倒した取り巻きもしっかり魔石を落としていたのよ。短時間の戦いだったけど、私たちの全力で、無数の魔物を相手にしたから、すごい量よ。この階層に来てから一番稼げているわ」

			「たしかにな。これで、胸を張って帰れる。俺はランク５になり、二人はランク４だ。目的は果たせた。でき過ぎなぐらいだ。だけど……」

			　俺は天を見上げて、太陽に向かって手を伸ばす。

			　正しくは太陽に続く階段の向こうへ。

			「でも、やっぱり諦めきれないな。あそこに行ければ、シリルさん以外がたどり着けなかったランク６になれるかもしれない」

			　俺がそう言うと、クーナとアンネが笑った。

			「ソージくんらしいです」

			「ええ、そうやって楽しんで先へ進もうとするの。ソージらしくて、好きよ」

			「でも、そういう二人だって同じ思いだろう？　さっきから言葉のはしばしに、行ければ行きたいって思いが透けて見える」

			「うっ、否定できないです」

			「たしかに、先へ行きたいわね。まだ、強くなれる道があるのに、ここで終わりなのは悔しいわ」

			　俺の真似をして、二人が天に向かって手を伸ばした。

			「……もうすぐ、俺たちは元の世界に戻る。だけどな、いつかまた来よう。今度は最後まで行こう。女神の敵とやらを倒す報酬に要求するのもいいかもな。女神はここに来れるのは一回きりと言ったが、世界を救った後なら、それぐらいのわがままはいいだろ？」

			　なんとなく口にした言葉だが、意外に実現性が高いと気付いてしまった。

			　実際に試してみよう。

			「いいですね。そのときは私とアンネが二階層でランク５になるまでがんばって……」

			　クーナがアンネのほうを見る。アンネがそのあとを引き継ぐ。

			「全員でランク５になって、十分な魔石を集めて、三階層のボスを三人で倒してみんなで同時にランク６になりたいわね」

			「それがいいな。今度は一週間じゃなくてもっといられるように頼まないと」

			　俺は笑う。

			　急に頭の中に時計の音が響き始めた。

			　ちくたくちくたく。秒針の音。

			　そして、ひと際大きい音がなる。短針と長針が同時に動く音がした。

			　なんとなくわかった。

			　これが時間切れの合図。

			　ここにいられる時間が終わったんだ。

			【転移】独特の浮遊感が体を包んだ。

			　女神の屋敷に戻ってしまうのだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			【転移】が終わり、目を開く。

			　すると、女神の屋敷にいた。

			「ソージ、クーナ、アンネロッタ。君たちは力を手に入れたようだね。……ここまで強くなるとは驚いた。十代でランク５なんて聞いたことがない。それは偽物のイルランデでもね」

			「たしかにその通りだな。プレイヤーですら、ランク５に至るのは二十代の終わりになってからがほとんどだ」

			　プレイヤーたちは、ありとあらゆるランクアップ手段を使うが、それでもここまでの早さで到達する奴にはお目にかかれない。

			　それほどまでにランク５というのは遠い。

			　女神の力を借りただけはある。

			「君たち三人。どこか行きたいところはあるかい？」

			「なんでそんなことを、明後日には最後の決戦に向かうのだろう？」

			　今日はみんな疲労困(こん)憊(ぱい)していて身動きが取れない。

			　明日は体を精一杯休め、明後日には決戦の予定だ。

			　決戦の日までこの屋敷ですごすと思っていた。

			「だからこそだよ。こういうことを言いたくないけど、もしかしたら最後の休日になるかもしれない。だから、最大限の配慮をしたいんだ。あたしは、君たちがどこにいようと明後日の正午には君たちを決戦の地に送り届けるから、どこでも好きなところを言ってくれればいい。明日になれば、そこまであたしの力で飛ばそう」

			　ありがたい申し出だ。

			　この厚意を受け入れよう。

			「クーナ、アンネ。どこか行きたいところはあるか？」

			「……一か所だけあります」

			「私もそうね。たぶん、クーナと一緒のところ」

			　クーナとアンネが意味ありげな顔をする。

			　実は俺も一か所だけ、行きたいところが頭に浮かんでいた。

			　もし、最後の晩餐にするならあそこしかない。

			「三人で、【魔剣の尻尾(しつぽ)】を結成した、あの酒場にまた行きたい」

			「あっ、ソージくん、ずるいです。私が言おうとしてたのに」

			「やっぱり、私たちの気持ちは一緒ね」

			　封印都市に今もどるのはリスクが高い。

			　一応、俺たちはさらわれたことになっている。

			　だけど、そのリスクを背負ってでも、俺は【魔剣の尻尾(しつぽ)】を結成したあの酒場に行きたかった。

			　あそこが俺たちの原点なのだ。

			「わかった。じゃあ、明日の夜になれば、【転移】させてあげる。君たち、【加護】も魔力も一日じゃ回復しきれないぐらいに消耗しているから、できるだけこの屋敷で過ごすといい。ここは【聖域】だ。癒しの力がある」

			「そうさせてもらう。出発するまでは、ここで準備をさせてもらうさ。……オリハルコンと鍛冶の設備がほしい」

			「シリルから預かってるよ。君がそう言うはずだって、材料と設備一式を彼が用意した」

			　シリルが言った別の用事とはこれのことだったのか。

			　まったく、どこまでも気が回る人だ。

			　かつての機械槍ヴァジュラはシリルと共に作り上げた。

			　あのときの俺の技量と魔術回路の演算性能であれば一人では完成させられなかった。

			　だけど、ランク５になった今なら一人でも作れる。

			　そして、シリルに作ってもらった外殻から発想を得て、改良案を思いついている。

			　最終決戦に向けて、外殻を作り直してしまおう。

			　それこそ、あのシリルが驚くぐらいのとびっきりのものを。

			「ああ、そうさせてもらう。今の俺にもっとも適した槍を作る」

			「ソージくんの槍、また趣味に走っちゃいそうです」

			「……期待と不安が両方あるわね」

			　クーナとアンネがジト目で見てくる。

			　ひどい言いようだ。

			　俺はいつも実用性を第一に作っていると言うのに。

			「じゃあ、あたしからの話はこれで終わり。君たちのために回復効果を高めるご馳走をたくさん用意した。いっぱい食べて、体調を万全にしてね」

			「ありがとう」

			　ご馳走と言われて、ひどく腹が減っていることに気付いた。

			　激しい運動をしたせいだろう。

			　それに、回復効果を高めるというのも無視できない。

			　今日は、ご馳走を食べて早めに眠ろう。

			　鍛冶をするだけの魔力も残っていない。

			　まずは力を取り戻すことを第一に考え、明日は日が暮れるまでに武器を作り上げる。

			　……そして、最後の休日を楽しむのだ。

		

	
		
			　

			第12話　最後の休日

			　

			　ダンジョン内では味わえない、ふかふかのベッドを使い三人で一緒に眠る。

			　普段はなんとも思わないベッドも、長期間ダンジョンに潜った後だとありがたく感じる。

			　クーナの寝顔を見ると、にへらと緩んだ顔をしていた。

			　ダンジョン内では寝ているときも、どこか表情に硬さがあった。

			　ダンジョンというのはそこにいるだけで疲弊するのだ。

			　昨日はさすがに疲れ果てていたので、文字通り、三人で眠っただけだ。

			　ふかふかのベッドでたくさん寝たおかげで体調がいい。

			「女神の聖域はすごいな」

			　セルフチェックをする。ほぼ使い切った加護や魔力が七割ほど回復していた。

			　魔力はともかく、加護は残量が減れば減るほど回復量が少なくなる。あの残量から一日で七割まで回復するのは異常と言えるだろう。

			　今後も世話になりたいとすら思ってしまう。

			　本音を言えば、エンペラードラゴンとの戦いは失敗だった。

			　最悪、加護が決戦前に回復しきらないと覚悟をしていたぐらいだ。

			　だが、この回復量なら問題なく鍛冶ができるし、明日には万全の状態にまで持っていける。

			　二人を起こさないように注意しながら着替える。

			　ゆっくり眠って長期探索の疲れを取ってほしい。

			「さて、行くか」

			　外に出て、体を軽く動かすことで脳を覚醒させてから、俺は女神に使用許可をもらった工房に向かった。

			　愛槍を完璧に仕上げなければ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　工房にはシリルが準備した材料と工具が並んでいた。

			　新たな外殻を作るために、欲しいと思っていたものがすべてある。

			　彼のことだ。俺が欲しがるものを先読みしたのだろう。

			　思考が読まれてしまったのは悔しいが助かる。

			　そして、悔しいのならさらに先へと進めばいい。シリルが想像すらできないものを作り、あとで自慢してやる。

			　俺にしか作れないものを作るのだ。

			「……まあ、そんなプライドだけの問題じゃないがな。力が必要だ。それも、圧倒的な力が」

			　前回、強制転移で白い部屋に連れていかれたときのことを思い出す。

			　天使の群れを倒したところまではいい。

			　ひどく苦戦したが勝てた。

			　仮にもう一度同じ状況になったとしても、必ず勝つ自信はある。

			　問題はその後だ。敵はゲーム時代の俺のライバルたち、俺と同等の技量を持つランク５のプレイヤーたちのコピーを召喚した。

			　今回攻めこんだときも、同じ手を使ってくる可能性が高い。

			　今のままでは、それで詰んでしまい敗北する。

			　ユウリ先輩は一撃で、彼らすべてを葬ったが俺にはそんな真似はできない。

			　女神の力を借りることができれば勝てるだろうが、女神は俺たちを送り届けるのに精一杯で、それ以上の介入はできないと言った。

			　なら、女神の力に頼らずとも数十人のランク５のプレイヤーを倒すだけの手札が必要だ。

			　それは、ランク５に成長した俺でも不可能だ。

			　なにせ、一人一人が俺と同等の技量と知識、経験を持ち合わせている。

			　

			「正攻法で行くなら、ソージとして俺が得た力、【蒼銀火狐】を使うしかないが、それにしたって限界はある」

			　ランク５の状態で、ゲーム時代には使用できなかった【精霊化】や【白銀火狐】を使えば圧倒できるとは思う。

			　だが、それは相手が少数の場合だけだ。

			　それに相手はトッププレイヤーだ。ただ強いだけでなく、狡(こう)猾(かつ)なのだ。俺もそうだが、自分より強い相手との戦い方なんて当たり前に理解している。

			　ただ一人として簡単には倒されてくれない。

			　おそらく、戦闘開始後一分もしないうちに、こちらに時間制限があることを見抜いてくる。

			　そして、彼らは時間稼ぎに徹するだろう。

			　いかにスペック差があっても、防御に徹したプレイヤーたちを倒すには時間がかかる。

			　それに、彼らなら即席でも連携プレイを披露するだろう。

			　徐々に消耗していき、【蒼銀火狐】の時間切れ。

			　あとは数の差に押しつぶされて敗北。

			　そんな未来が目に浮かぶ。

			「……戦いになった時点で、勝算はない。だから、戦わない」

			　数十人のプレイヤーを倒すための方法は、この一週間、探索をしている間にも考えており、すでに一つの魔術を開発していた。

			　いや、実はもっと前からだ。

			　学園祭の日、白い部屋で数十人のプレイヤーたちと対峙したとき、即座に、まっとうに戦って勝つことを諦めた。

			　数十人のトッププレイヤー相手に一人で勝てると思うほど、俺は愚かでもなければ、彼らのことを馬鹿にしてもいない。

			　だから、戦わずに勝つ方法を検討し準備を始めていた。

			　ユウリ先輩に助けられたことでその準備は無駄になった。

			　だけど、今回の戦いにそのときの準備が活きた。

			「……すでに検証までは、白い部屋の戦いの中で終わっていたのが効いたな」

			　実現可能だとわかっているからこそ、迷わずに新たな魔術を開発できた。

			　その魔術を使えれば、数十人のプレイヤーと対峙してもやり過ごせる。

			　ただ、一つだけ問題があって、魔術の基礎理論を完成させはしたものの、発動には莫大な魔力がいる。

			　ランク５になった今でもまだ足りない。

			　その問題を解決するための機能を、槍の外殻に持たせる。

			「さあ、やるか」

			　槌(つち)を持ち、オリハルコンを始めとした数種類の金属、魔法生物の素材、魔石を並べる。

			　頭の中に、すべての作業手順を浮かべて、シミュレート。

			　魔法生物の素材を使う場合、加える熱、力、時間、それらがわずかに変わるだけで性質が変化する。

			　一℃単位、一トルク単位、一秒単位での精密な作業が必要だ。

			　もちろん、錬金しながらの作業だ。

			　魔術制御もミスできない。

			　例えるなら、全力疾(しつ)走(そう)しながらあやとりをするようなもの。

			　作ろうとしているものがものだけに、求められる精度が段違い。

			　極限の難易度。

			　だからこそ燃える。

			　以前の俺ならできなかった。

			　だが、ランク５になり、演算に余裕ができ、魔術制御が研ぎ澄まされた今ならできるはずだ。

			　俺はにやりと笑ってみせ、極限まで集中力を高め、気と魔力を練り上げる。

			　最終決戦の切り札、俺の誇りに賭けて作り上げる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　作業を始めて、二時間ほどがたった。

			　俺は工房で大の字になって倒れていた。

			「しんど」

			　設計を終えた段階で予想していたが、俺の想像以上に神経と魔力を使った。

			　無事、設計通りに武器は完成したものの精根尽き果てた。

			　もう二度とやりたくない。

			　というより、もう一度同じものを作れる自信すらない。

			　それほどの作品だ。

			　……これがあれば、敵が数十人のランク５のプレイヤーを出してきても対抗できる。

			　腹の音が鳴る。

			　そろそろ昼食の時間か。

			　何かもらってこよう。ついでに、魔力回復量を高めるポーションも、もらわないと。自然回復だと明日までに回復するかどうか。それほどまでの量の魔力を使った。

			　そして、この槍の充電にさらに魔力がいる。

			　鍵を開けて、扉を開く。

			　鍵をかけたのは、部屋に誰かが入ってきて集中力を切らさないための配慮だ。

			　ついでに扉には『作業中、ノック禁止』と書いた。

			「あっ、ソージくん。やっと出てきた」

			「その顔、新しい武器は無事できたのね」

			　クーナとアンネがいた。

			　どうやら、部屋の前で待っていてくれたらしい。

			「まあな。俺の最高傑作と呼べる武器ができたぞ」

			　自慢をしたかったので、思わせぶりなことを言ってみる。

			「最高傑作ですか？　気になります。見せてください」

			「ああ、これだ」

			　俺は懐に抱えていた、新たな外殻を見せる。

			「今回はすごくシンプルなんですね」

			「美しいわ。なんて滑らかな表面なのかしら。それに不思議な色合い。オリハルコンに似ているけど、オリハルコンじゃない。こんな金属は見たことがないわ」

			　今回の外殻は余計なものが何一つついてないように見える。

			　目的が、ランク５のプレイヤー対策で、その機能に特化しているため、派手なギミックがない。

			　だが、見た目とは裏腹に魔術、錬金技術のありったけをつぎ込んだ。

			「見た目はシンプルだが、今まで作ったどの武器よりも中身は複雑だ。材質はオリハルコンに何種類もの素材を混ぜた合金、オリハルコンは魔力をため込む性質がもともとあるんだが、その性質を、極限まで強化するようにした」

			　この槍には俺三人分の魔力がため込める。

			「そんなに魔力をため込んでどうするんですか？」

			「俺の全魔力を使っても使えない魔術を使うためのバッテリーだな。もちろん、ただの魔力の外付けバッテリーだけじゃない」

			　それだけでもすごいが、それだけならこんな苦労はしていない。

			「その外付けにした魔力を１００％そのまま、持ち主の魔力として使うための機能を持たせた。外部の魔力を普通に使ったら、どんな一流の魔術師でも半分は魔力をロスするし、魔術制御にも多大な支障が出る。だが、こいつはロスがなく、制御にも問題がでない。文字通り自分の魔力として使える。俺の魔力研究の集大成だ」

			　剣士のアンネはあまり魔力・魔術の知識がないため、ピンと来ていない。

			　だが、クーナは俺の言葉の凄まじさがわかるようで、絶句していた。

			　外付けの魔力をロスなく、制御に影響も出さず自分の魔力として扱える。

			　これを公表すれば歴史的な発明となるだろう。

			　そもそも魔術師は潜在魔力と、放出可能な魔力に大きな差がある。タンクが大きくても、一度に外に出せる量が少ないという魔術師も少なくない。

			　……この機構の素晴らしいところは、外に巨大なタンクを用意して常日ごろからため込み、そしてため込んだ魔力をすべて一度に放出できること。

			　通常の魔術師の何十倍もの威力の魔術が使える。

			　もっとも、その魔力を制御できるかは別問題だが。

			「ソージくん、そんなことが本当にできるなら、その槍の秘密を求めて、戦争が起きますよ。その槍の秘密を手に入れた国が、この世界の覇者になります」

			「だな、だから誰にも言わない。これは外に出たらだめな発明だ」

			　基礎理論自体は、ゲーム時代に完成していた。

			　俺を含めた四人のトッププレイヤーが組んで、開発した。

			　とあるプレイヤーがゲーム時代に公表したとき、実際にクーナが言ったようなことが起こった。

			　プレイヤーたちのデータベースには禁忌発明という項目があり、公表することで世界を大混乱に陥れる発明一覧が並んでいる。

			　こいつはその一つだ。

			「さあ、十分見ただろう。昼飯にしよう。朝からがんばりすぎて腹が減った」

			　この槍は、必ず最終決戦で役立ってくれる。

			　最終決戦に向けて、限界まで魔力を注ぎ込んでおかなければ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜になり、女神によって封印都市に【転移】させられた。

			　今日は封印都市で夜を過ごす。

			　最後の夜だ、楽しみ尽くさないと。

			「ソージくん、ずっと槍に魔力を貯めていますが、大丈夫ですか？」

			「聖域の効果と、最上級の自動回復量強化ポーションのおかげで、ぎりぎり明日の出発までには魔力が回復しきる」

			「……その槍、とんでもない魔力が込められていますよね。ランク５のソージくんが、ずっと魔力を注ぎ続けているんだから」

			「まあな、それでもたった一発の魔術のためなんだ。うまく嵌(はま)れば、一気に戦況が傾く」

			　一応、対プレイヤー用の魔術に使うつもりだが、プレイヤーが現れなかった場合は、純粋な破壊のための魔術にするつもりだ。

			「でも、良かったわね。女神様がわがままを聞いてくれて」

			「ちょっと、嫌そうな顔をしていたけどな」

			　俺は苦笑する。

			　本当なら、封印都市から直接、敵の本拠地へと【転移】するはずだったが、深夜になれば一度、女神の聖域に連れ戻してもらうことになった。

			　理由は簡単。

			　槍への魔力の充電量を高めるために、聖域による魔力の回復量の増加を続けたかった。

			　女神には、だったら封印都市に行くなと言われる覚悟をしていたが、彼女は俺たちの気持ちを汲んでくれた。

			　フードで顔を隠した俺たちは、思い出の酒場に向かう。

			　店に入ると、相変わらず繁盛していた。

			　あの日のように、明るい声で俺たちを出迎えてくれる。

			　縁起を担いで、パーティを結成したときと同じメニューを頼む。

			「ソージくん、やっぱりここのごはんは美味しいですよね」

			　キツネなのに、リスのように頬を膨らまして、クーナが幸せそうな声を上げる。

			「だな、安くて、量が多くて、うまい」

			「それに元気が出る味よね」

			　冒険者向けに、油っぽくて、濃いめの味付けだ。

			　だけど、それだけじゃなくて美味しく食べられるような工夫が凝らされている。

			　最初は、おのおの好物の酒を頼む。

			　そして……。

			「良かったな。エルシエワインなんて、いつも品切れなのに」

			「きっと、神様が私たちにがんばれってエールをくれたんですよ」

			「本当の神様に応援されているのに、見えない神様まで力を貸してくれるなんて贅沢よね」

			　エルシエワインが運ばれてくる。

			　俺たちは、かつてこのエルシエワインを飲みながら、【魔剣の尻尾(しつぽ)】を結成した。

			　グラスにワインを注ぎ、グラスをぶつけ合う。

			　喉に、エルシエワインを流し込むと優しい甘さが体に染みわたっていく。

			　やっぱり、エルシエワインはいい。

			「クーナ、アンネ、全部終わったらまた来よう」

			「はい！　もちろんです」

			「私たちは、まだまだこれからよ」

			　三人で笑いあい、美味しい食事と酒を楽しむ。

			　明日があるので、ほどほどで切り上げ、女神の屋敷に戻った。

			　やれることは全部やった。

			　あとは自分を、そしてクーナとアンネを信じるだけだ。

		

	
		
			　

			第13話　前哨戦

			　

			　最後の夜は三人で愛し合った。

			　あの日と同じようにあえて避妊はしない。

			　子供を俺の形見にするつもりなんてない。

			　絶対に三人で帰ってきて、三人で幸せになる。

			　そう決めていた。

			　そして……。

			「三人とも、準備はいいんだね」

			　女神と俺たちは向かい合っていた。

			　すでに決戦に向けて準備は万全だ。

			　いつでも行ける。

			「もちろんだ」

			「私もです」

			「行けるわ」

			　準備というのは、装備や道具、体調を整えるだけじゃない。

			　女神から、敵の神とやらの性格と傾向を可能な限り詳しく聞いた。

			　その情報と、以前対峙して感じた印象と手口を繋ぎ合わせることで、敵の手を予想する。

			　もちろん、そんな不確かなものだけに依存するつもりはない。

			　ありとあらゆる手を考慮した上で、考えうる可能性の中で確率が高いものに注意の比重を置く。女神が口を開く。

			「じゃあ、健闘を祈るよ。どうか、この世界を救ってほしい」

			　女神の力が発動する。

			　かつて、俺が敵の領域に踏み入れたことでできた縁、それを伝う。

			　そうすることで、いきなり敵の本拠地へとたどり着ける。

			　槍をぎゅっと握りしめた。

			　今日で面倒なことをすべて終わらせてやろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　飛ばされた先は、以前と同じく白い部屋だ。

			　相変わらず、頑丈な結界に包まれている。

			　それも、以前よりも頑丈だ。

			「ここが、ソージくんが連れて来られた場所。なんか、気持ち悪いですね」

			「変ね、敵がいないわ。ここに【瘴(しよう)気(き)】を生む敵がいるわけよね？　それなのに何もないなんて」

			「結界に包まれた部屋だ。……たぶん、この部屋の外に敵がいる」

			　前回と同じように結界に毒を潜ませて、自壊するように仕込もう。

			　対策はされてしまっているようだが、わずかな魔術の改変で対応できる。

			　……前も思っていたが、強大な力を持っているだけで、魔術構築をはじめとした技術においてはプレイヤーたちのほうが優れているとさえ思える。

			　毒を仕込むための術式を改変しながら歩き始めると、大きな魔力の出現を感じた。

			「クーナ、アンネ、さっそく出迎えがきたみたいだ。構えろ」

			　部屋の中央に一人の少年が現れる。

			　十二歳ぐらいで、全裸で宙に浮いている。

			　その表情には大よそ、人間性というものがなかった。

			　匂いがしない、熱を感じない、表情がない。

			　有機的な機械。なんて表現が脳裏に浮かぶ。

			　内に秘めたる力は、ランク４相当。

			　それも一体じゃない。次々に天使の数が増加していく。

			「神の敵排除、イレギュラー排除」

			「排除」

			「排除」

			「排除」

			「排除」

			「排除」

			　増え続ける天使たちは排除と輪唱する。

			　ランク４相当の敵が合計、二十五体。それらが扇状に展開して、俺たちに敵意を向ける。

			「アンネ、クーナ、俺の後ろに」

			　二人が俺の指示に従って後ろに下がる。

			　見覚えがある。前回、無理やり連れてこられたときも彼らと戦った。

			　天使が鋭い眼光で俺を睨(にら)む。

			　いや、睨んだだけじゃない。眼光に光と魔力が集まっている。

			　光の魔術だ。

			　その特徴は全魔術の中でも最上位の貫通力と速度を有すること。

			　光速ゆえに回避はほぼ不可能。

			　そして、人間の体などたやすく貫き加護を削り切る。

			　きわめて厄介な魔術だ。

			「ずいぶんと舐められたものだな」

			　たしかに光魔術は厄介だ。

			　厄介だが、前回、俺は何度もこの魔術を放たれた。

			　種が割れた手品で倒されるわけがない。

			　……圧倒的な性能を持つ光魔術には弱点がある。

			　まず、光ゆえに直進しかせずに弾道が予測しやすいこと。

			　次に予備動作がわかりやすい上に、詠唱が長いこと。

			　ようするに余裕をもって、対抗魔術を使うことができる。

			　俺は天使たちが光の魔術を放とうとするのと同時に魔術を起動していた。

			　光の天使たちの目が一斉に強く光り、光の魔術が放たれた。

			「読み通りだ。所詮、人形。素直でわかりやすい」

			　光の魔術が放たれる直前、俺の魔術が完成した。

			　俺の周囲に水と魔力で作った鏡がいくつも浮かびあがる。

			　その鏡の配置はすべて光の魔術の着弾ポイント、そして反射角が精密に計算されて調整されている。

			　その結果、引き起こされる事象は一つ。

			　天使たちがすべて己の光に貫かれる。

			「うわぁ、光ったと思ったら次の瞬間にはみんな頭が吹き飛んじゃいました」

			「クーナとアンネは初見の魔術だろうが、俺は何度も見せられた。カウンター魔術ぐらいは用意できる」

			　光を反射させる。

			　光の魔術のもっとも簡単な対応策。

			　ただ、普通はそう簡単にはできない。

			　光の魔術は、純粋な光ではなく魔術であり魔力を含む。

			　ただ鏡を用意しただけでは反射できない。含まれる魔力に込められた概念を書き換えねばならない。

			　初見でいきなり反射することは俺でもできない。

			　だが、何度も見せられれば完璧に反射する鏡を作ることができる。

			　そもそも、素直すぎる。

			　二十五体もいるのだ。一体一体波長を変えたり、タイミングをずらしたり、あるいは光を曲げる術式を盛り込む。

			　そういう工夫をしようともしないのは感情がないからだろう。

			　雑(ざ)魚(こ)は処分した。

			　まずは第一ステージクリア。

			　さて、今度こそ結界に毒を仕込もう。

			　結界に触れる……前回より強度を増しており、毒に対する耐性も持つ結界だ。

			　それでも、その対策に対応して術式を改変した毒は、結界のコードの隙間に忍び込んで、蝕(むしば)んでいく。

			　結局、俺の敵とやらは力は持っていても、それだけだ。

			　いくつかのズルができるだけで全知全能ではなく、知識や技術は人間とそう変わらない。

			　その認識がより強くなる。

			　これなら勝てる。

			「ソージくん、また来ました」

			「さっきの天使ね」

			　二人の言う通り、天使の増援が現れた。

			　天使たちが、剣を手に襲い掛かってくる。

			　さきほど、カウンター魔術で全滅したせいか、光の魔術を禁止して、肉弾戦で向かってきているようだ。

			「二人とも、殲(せん)滅(めつ)しよう。目が光れば、絶対にその先に体を置くな。そうすればさっきの攻撃は躱(かわ)せる」

			「はい！」

			「この天使の動き自体は速くない。躱(かわ)して見せるわ」

			　三人で天使たちを倒していく。

			　この天使は魔術特化型ゆえに、肉弾戦でくればさほど怖くない。

			　それは数がいてもだ。

			　危なげなく、俺たちは敵を減らしていく。

			　……こうして天使を相手どってわかったことがある。

			　やられっぱなしというのは性に合わない。

			　だから、こちらからも攻撃してやろう。

			　結界の外で、こちらを見ながら怯えている神様とやらに。

			「見ているんだろう。神とやら。……前も思ったんだが、おまえは小物だろう？　確実に俺たちを潰すためなら、力を出し惜しむべきじゃない。なのに、戦力を小出しにして無駄に力を消耗している」

			　わかりやすい挑発だ。

			　だが、的を射ている。

			　戦力の小出しは愚策でしかない。

			「全部聞いたぞ、おまえと女神が世界を壊すか、守るか勝負しているとな。おまえは有利に進めているがゆえに、女神より自由に力を使えるそうだが、それでも、こうやって力を使って手駒を生み出し、外敵を直接的に排除するには相当力を使ってるんじゃないか？」

			　見えている天使たちが全滅する。

			　今度は、さまざまな種類の魔物が現れる。

			　それらはランク４がせいぜい、大半はランク３。

			　思った通りだ。ランク５の魔物を生み出すのはよほど力の消費が激しいのだろう。

			　……敵は戦力をケチっている。

			　そして、ケチらないといけないほど財布事情がよくない。

			「いいことを教えてやる……このままじゃ、おまえは死ぬぞ。俺たちを恐れて頑丈にした結界はまた砕かれて、小出しにした力で無駄に浪費して、最後には追い詰められて倒される。惨めだな」

			　安い挑発を意識的に繰り返す。

			　だが、それが必要な状況だ。

			　俺はあえて、ゲーム時代のプレイヤーを呼ばせようとしている。

			　そうすることが必要だからだ。

			　ゲーム時代のプレイヤーに対する手札は用意した。だからこそ、莫大な力を敵に使わせたうえで、無力化する。

			　……ランク５のプレイヤーを呼び出すほどの力、窮地まで追い込んだ状況で他に使われたら厄介だ。

			　敵だって、今すぐにでもプレイヤーたちを呼びたいはずだ。

			　なにせ、前回はユウリ先輩に介入されなければ、俺を倒せていたのだ。

			　確実に勝てる手に縋り付きたくなるはずだ。

			　さあ、どうする？

			　俺は口角を吊り上げる。

			　来た。次々に、見知った顔が現れる。

			　ゲーム時代に、ともに競い合い、ときには魔術の開発もしたライバルたち。

			　イルランデというゲームの最前線を走り続けた、俺と同等の技量と知識をもつ精鋭のランク５。

			　それが何十人も。

			　普通に戦えば、絶対勝てない。

			　俺が数十人いるようなものだ。

			　クーナとアンネが震え始める。

			　彼女たちはプレイヤーたちの力を肌で感じている。

			　一流であるがゆえに、その力の大きさが把握できてしまう。

			「あの人たち、強すぎます!?」

			「ただ力を持っているだけじゃないわ。……ソージクラスの武人たちばかりよ」

			「ああ、そうだな。俺の世界にいたライバルたちだ。アンネの言う通り、一人一人が俺と同格。だが、心配するな。説得するための手札はある」

			　敵は、それだけではまだ不安なのか、ランク５の魔物たちまで、次々に呼び始めた。

			　やることが極端だ。

			　最初はやたらとケチっていたくせに、やるとなれば見境なし。

			　その手を使うなら初手にするべきだった。

			　明確な戦術もなく、戦力もなく、行き当たりで動く。

			　そのツケを払ってもらおう。

		

	
		
			　

			第14話　戦友

			　

			　瘴(しよう)気(き)を生み出す神様を追い込んだ。

			　追い込まれた神様はついに、切り札の一枚を使った。

			　前回、俺を敗北に追い込んだ手。

			　かつてのライバルたちとランク５の魔物たちが敵として現れた。

			　とんでもない強敵だ。

			　まともに戦えば、一分と持たない。

			　だから、まともには戦わない。

			　用意しておいた切り札を使う。

			　俺は機械魔槍ヴァジュラに触れる。

			　外殻に取り付けたワイヤーを思いっきり引くと外殻が超高速回転する。

			　それにより、溜めに溜めた魔力が迸(ほとばし)り、さらに魔力の質を理想状態へと変えていく。

			「心、技、体とはよく言ったものだ。どれが欠けても、満足に戦えない」

			　前回対峙したとき、疑問に思ったことがある。

			　本当に彼らは俺のライバルたちなのだろうかと。

			　姿形と知識、スペックが同じだけなら大した脅(きよう)威(い)ではない。

			　経験と心が伴わなければ、強さはただの張りぼてとなる。

			　そう思い、確認した。

			　彼らは本物だった、経験と心まで完全に再現されている。

			　心と経験まで存在していれば、話せばわかってくれる。

			　人形じゃなく、人なのだから。

			　だからこそ、彼らの心に届く魔術が必要だと考えた。

			　ユウリ先輩に救われる直前まで、彼らを操る力の正体を突き止め、打ち破るためにもがいた。

			　あのときは間に合わなかったが、ここに来るまでに完成させた。

			　その力の名は……。

			「【解放(リリース)】」

			　敵は、経験や記憶、人格まで完全再現して生み出してから、操っている。

			　なら、彼らを操る力を吹き飛ばしてやればいい。

			　そうすれば、彼らは共に競い合ったライバルであり、友だ。

			　必ず力になってくれる。

			　だが、神を名乗るだけあって、彼らを縛る鎖は硬く、重い。生半可な力では解けない。

			　技術だけでは足りない、凄まじい出力がいる。

			　だからこそ、新たな槍の外殻を作った。

			　ランク５になった今でも足りない出力を補うための外部魔力バッテリー。

			　甲高い音を立てて、ため込んだ魔力すべてを槍が放出する。

			　放出された魔力が俺の術式により魔術へと変わり、ライバルたちを操る力を振り払っていく。

			「思い出せ、誇りを！　いいように使われるような可愛い連中じゃないだろ！」

			　ライバルたちは、頭を抱えて苦しみだした。

			　おかげで、彼らは行動不能になる。

			　とはいえ、魔物たちは容(よう)赦(しや)なく襲い掛かってくる。

			　アンネとクーナの力を借りながら、何とか攻撃を防ぐ。

			　だが、長くは持たなさそうだ。

			　ランク５の魔物は、それだけで俺たちを殺しうる。

			　魔術の発動が終わり、あまりにも膨大な魔力を放出しきった槍の外殻が機能を停止する。

			　心の中で、感謝と別れを告げ、パージして、両手槍にする。

			　さあ、やるべきことはやった。

			　あとは、ライバルたちの心の強さにかける。

			「……さすがだな」

			　結果は、成功だ。

			　ライバルたちは、それぞれの得物を存分に振るい魔物たちと戦い始める。

			　イルランデのトッププレイヤーたちの力は凄まじく、一人一人がランク５の魔物と互角以上にわたりあう。

			　同じランクであれば、魔物のほうが強い。

			　その常識を圧倒的な技術で、経験で、工夫で覆す。

			　これが、トッププレイヤーたちの力。

			「すごいですね。ソージくん、私たちが出る幕がないです」

			「彼らは状況がわかっているのかしら、迷いなく戦っているけど？」

			　ランク５の魔物に押されて、ぼろぼろになったクーナとアンネが、不思議そうにトッププレイヤーたちの戦いを眺めている。

			　彼女たちが立ち入る余地なんてもう存在しない。

			　しだいに、トッププレイヤーたちはランク５の魔物たちを圧倒し始める。

			「状況なんてわかってないさ。とりあえず、魔物がいるから潰しているだけだ」

			　超一流の探索者になると、危険な場所に足を踏み入れ、不測の事態に遭うことなど日常茶飯事。

			　状況が把握できなくても、とにかく動いて安全を確保しようとする。

			　その基本に彼らは忠実だ。

			　一切、動揺を見せず、即座に全力を振るうのは彼らが超一流たる所以だ。

			　だけど、彼らを放ってはおけない。事情ぐらいは説明するべきだな。

			　俺は息を吸い込み、思いっきり叫ぶ。

			「聞いてくれ。俺は【神槍】のカランドだ！」

			　カランドというのはゲーム時代に使っていた名前だ。

			　彼らに呼びかけをするなら、こちらのほうがいい。

			　ソージというのは、俺の本名である宗司からとっている。この世界が本物の世界と知らされたからこそ、ゲームの名前ではなく、本名を使うようにした。

			　プレイヤーたちは【神槍】のカランドと聞いて、戦いながらも俺の言葉に耳を傾ける。

			　ただ、傾けるだけでなく俺を守るように戦うようになった。

			【神槍】のカランドという二つ名はトップクラスのプレイヤーとして有名だ。

			　そして、この場で唯一の情報源だと思ったのだろう。

			「状況を説明する！　今、俺はイルランデのラスボスと戦っている。【瘴(しよう)気(き)】を年々増やしやがるくそ野郎だ」

			　トッププレイヤーたちの表情がぴくりと動く。

			　彼らだって思うところがある。

			　ゲーム時代、いくらハッピーエンドを目指して努力をしても、年々増えていく瘴(しよう)気(き)により、やがてはすべてを失う。

			　その理不尽さに悲しみ、苦しみ、怒りを重ね続けていた。

			　瘴(しよう)気(き)を増やし続ける元凶と聞けば、平常心は保てない。

			「俺はそのくそ野郎を潰そうとしている。そして、おまえらはラスボスが作り出した、プレイヤーのコピーで、洗脳されていた。俺はおまえたちをラスボスの支配から解放した。あとは、各自で判断して行動しろ」

			　それだけを伝え、俺もランク５の魔物たちと戦い始める。

			　ただ、端的に事実を伝えただけだが、それだけで十分だ。

			　己の体に残された痕(こん)跡(せき)から、今の説明を検証し、再び操られないように防御術式を組み上げ、その上で戦う。

			　諸悪の根源を目の前にし、さらに自分がコピーされた偽物ということにショックは受けるだろう。

			　動揺している。それでも冷静になすべきことをする。

			　それを当たり前にこなすのが、イルランデのトッププレイヤーたちなのだ。

			「クーナ、アンネ、俺たちも彼らに負けてられないな」

			「はい、一気に押し切っちゃいますよ」

			「ええ、ついでに技も盗むわ。あの人たちの動き、勉強になるわね」

			　イルランデのトッププレイヤーたちの動きは極限まで効率化して美しくすらある。

			　一線を越えれば、武術は芸術に至る。

			　個人技もすごいが、即興での連携プレーも軽く決める。

			　もはや、ランク５の魔物すら敵ではない。

			　トッププレイヤーの一人が俺の隣に並んだ。

			「【神槍】のカランド、いきなり、こんなめちゃくちゃな状況に巻き込みやがって」

			「そういうおまえは、【神剣】のマサムネか。剣筋でわかる」

			「あたりだ。一度、おまえとは肩を並べて戦いたいと思っていた。イルランデじゃ、共同開発はできても、共闘なんてできねえからな。こいつはこいつで楽しめる」

			　軽口を言いながら、俺とマサムネは敵を次々と葬っていく。刀を使った戦闘ではトッププレイヤーたちの中でも頂点に立つ剣豪。

			　そして、九つの斬撃を一呼吸で放つ【神剣】を生み出した男。

			　お互い、共に戦うのは初めてでも、データベースに登録された動画を嫌というほど見ている。相手の呼吸がわかる。

			　背中を預けるのがしっくりくる。

			　イルランデは一人用のゲームで、それぞれの世界を冒険している。

			　だけど、トッププレイヤーたちは情報共有を活発にしてきた。

			　ここにいる全員がお互いのことを知り尽くしているのだ。

			　リザードマンの最上位種。グランソード・リザードが目の前に現れる。

			　その特徴は、超反射神経と絶剣とまで呼ばれる技量。

			　そんな神域の剣を持つ魔物をマサムネは子供扱いして切り刻んだ。

			　さすがは、【神剣】を生み出した男。

			　神を冠する技名を付けられるのは、その武器におけるもっともすぐれた技だけ。

			　最強の剣の技を生み出したこの男は、イルランデにおいて最強の剣士だ。

			「さすがは【神剣】だな」

			「褒めるな【神槍】」

			「横やりは入っているだろう？」

			　一度洗脳から解放したからと言って油断できない。

			　再洗脳ぐらいしてくるだろう。

			　実際、外部から魔力が流れこんでいるのを感じている。

			「ああ、さっきからがんがん俺たちを操ろうと干(かん)渉(しよう)してきてやがる。まあ、ここにいる連中に、防御術式抜かれて操られる間抜けなんていねえけどな」

			「違いない」

			　トッププレイヤーたちというのは、俺と同格。

			　助言なんて必要ない。

			　一度正気を取り戻せば、たとえ相手が神だろうが、操られたりはしない。

			「ただな、存在の力が漏れていきやがる。……こっちはどうしょうもねえな。そういう存在として生み出された。長くはもたねえ、仮初の存在ってそういうことだろ」

			　マサムネの姿が一瞬ぶれた。彼はすでに消えつつある。

			「そうか、残念だ」

			「まあ、仮初の存在なりに、ふざけたことをやった奴らに落とし前をつけねえとな」

			　トッププレイヤーたちはそのつもりらしく、獅子奮迅の働きを見せている。

			　何度も動画で見た、それぞれのプレイヤーの神業を間近で見て、興奮する。

			　それは、ここにいる全員が同じだった。

			　制限時間つき、一時の幻。

			　そうわかっているのに、いや、わかっているからこそ、それぞれに自分のもっとも得意とする技を見せつけあう。

			　喝采を送りあい、励まし合い、夢のような時間が過ぎていく。

			　ああ、そうか。

			　彼らは祭りを楽しんでいるんだ。

			　そして、気が付けば敵は全滅していた。

			　増援はこない。

			　数十人のプレイヤーと、何十体ものランク５の魔物を呼び出した反動で、残された力が少ないのだろう。

			　トッププレイヤーたちの体の揺らぎが大きくなり、透けていく。

			　時間切れだ。

			　存在の力がなくなれば消失する。

			　彼らは、それぞれ魔物の死体から魔石を抉(えぐ)る。そして【浄化】した。

			　消えていく彼らがそんなことをしても無駄なのに、習慣とは怖いものだ。

			　いや、違う。

			　これは、自分たちのためにやっているわけじゃない。

			　俺たちへの贈り物だ。

			「餞別だ」

			「がんばれよ」

			「俺たちを呼んだ、くそったれを倒してくれ」

			「これだけランク５の魔石があればランクが上がります」

			「俺の世界でも、あんたらみたいな可愛い子を探すぜ」

			「また会いましょう」

			　トッププレイヤーたちは、次々と、【浄化】を済ませたランク５の魔物の魔石をアンネとクーナに渡していく。

			　そして、消滅を始めた。

			　彼らは、最後の最後までやるべきことをした。

			　俺たちがラスボスを倒すために力を授けてくれた。

			「ありがとう……みんな」

			　俺の言葉に、みんなが照れたり、手を振ったり、憎まれ口を言ったり、それぞれの反応を返してくる。

			　そして、俺たちだけになった。

			「アンネ、クーナ、みんなからもらった魔石を全部使え」

			「はいっ！」

			「急ぐわ」

			　白い部屋の魔物はすべて駆逐した。

			　増援もない。

			　魔石を使うなら今しかない。

			　クーナとアンネが次々とランク５の魔物の魔石を吸収していく。

			　彼らの贈り物に助けられた。

			　俺だけで魔石を【浄化】しようとしたら、それだけですべての魔力を使い切っていただろう。

			　クーナとアンネの体が震える。

			　そして、二人が全身を抱きしめた。

			「力が、すごい力が、溢れます」

			「これ、今までより、ずっと強いわ」

			　二人の高まる力が俺にまで伝わってくる。

			　間違いない。

			「二人とも、ランク５になったようだな」

			　ランク５を相手にした激戦を乗り越え、すでに二人とも器はできていた。

			　そして、この場でランク５の魔石を大量に摂取したことで、ついにランク５に届いたのだ。

			　……トッププレイヤーたちには感謝してもしきれない。

			「そろそろ、俺たちの敵とご対面だ。ふんぞり返っている神様を殴り飛ばしに行くぞ」

			　腕を上げて、パチンと指を鳴らす。

			　すると、白い部屋……そう見えていた結界が粉々に砕け散った。

			　もう十分に毒は回って、いつでも壊せる状態だった。

			　白い部屋の外には黒い空間が広がっていた。

			　そして、目の前には一人の男がいた。

			　あれが、俺たちが倒すべき敵。

			　世界を【破滅】させようとする存在だ。

			　彼を倒し、ハッピーエンドをつかみ取ろう。

		

	
		
			　

			第15話　チート魔術で運命をねじ伏せる

			　

			　最終決戦。

			　ようやく、瘴(しよう)気(き)を増やす神とやらの下にたどり着いた。

			　ここに来て、さまざまな障害を越えてきた。

			　敵が呼び出す無数の天使。

			　ゲーム時代に競い合ったライバルたち。

			　ランク５の魔物の群れ。

			　そのすべてを倒した。

			　そして、敵を守る結界を壊した。

			　そうすることでようやく、ここまで来た。

			　目の前にいるのは青年だった。

			　俺より少し年上で仕立てのいいスーツを身に着けていた。

			「ふう、ここまで来てしまうとはね。……数年計画が遅れる覚悟で温存した力を使って、切り札まで使ったのに」

			　やはり、あれだけの力はこいつにとってもリスクがあるものだったのか。

			　出し惜しみしたのも納得だ。

			「なのに、まさか、あいつらが裏切るとは。君と、君たちのことを侮っていたのかもしれないね」

			　疲れた顔をした青年だった。

			　彼からは凄みを感じない。

			　今までぶつかってきた強敵が持つ威圧感というものが存在しないのだ。

			　それこそ、街にいる普通の人間のようにすら感じてしまう。

			「……抵抗はしないのか」

			「もちろんするよ。僕は死なない。死ぬわけにはいかない。そこで提案がある。君たちは、僕の世界で生きていていい」

			　笑顔で、施しを与えるように。

			　ここに来て絶対的な上位者としてのスタンスを崩さない。

			「救われるのは君たちだけじゃない。君に街を一つ与えよう。僕の祝福を受けてすべてが思いのままになる街だ。そこにお気に入りを誘うといい。君とお気に入りだけは、そこで幸せに暮らせる」

			　魅力的な提案ではある。

			　俺は世界を救いたいと考えるほど博愛主義者ではない。

			　自分と大切な人たちが幸せになれればいいと思う。

			　だけど、この提案は受けられない。

			「断る。理由、その一。そのすべてが思い通りになる街とやらが手に入ったとしよう。その街だけが繁栄し続けて、それでどうなる？」

			　こいつはひどく視界がせまい。

			　人間に対する理解も浅い。

			　人の社会というのは、混ざり合い、関わり合い、それで成立する。

			　街一つだけ無事なんて、亡びているのと一緒だ。

			「俺はこの世界全部を楽しみたい。いろんな街の素晴らしいものを見て回りたい。……それにな、お気に入りを助けられると言っても、それじゃ、いずれ気に入るかもしれない奴らは助けられないだろう？」

			「じゃあ、その二は？」

			「単純におまえが信用できない。信じて乗れば背中から刺されそうだ」

			　俺の言葉を聞いて、目の前の男が笑う。

			「ああ、ばれちゃってた？　残念だな。僕って、そんなにわかりやすい？　僕を馬鹿にした貴様らを生かすわけがないじゃないか」

			「……おまえみたいな奴を何百人も見てきただけだ」

			　クズは匂いでわかる。

			　そして、こいつはクズだ。

			「そっか、じゃあ、乱暴なことをするしかないな。ああ、面倒だ。僕が直接手を下したら、どんなペナルティがあるかわかったものじゃない。だけど、しょうがないよね」

			　言い終わらないうちに、外殻を外して軽くなった機械槍ヴァジュラで突きを放つ。

			　準備が終わるまで待つほどお人よしじゃない。

			　隙があれば突く。

			　槍が目の前の男を貫いた。

			　感触がない、まるでスライムのようにどろどろに溶けて、槍をすり抜けていく。

			「クーナ！」

			「はいっ！　【剛炎弾】」

			　クーナが炎の弾丸を放つ。

			　不定形には炎が鉄板だ。

			　それらはスライム状になった男を焼き尽くす。

			　いや、焼けていない。

			　炎が消えて、スライムが変形していき、形を変えていく。

			　俺はもちろん、クーナとアンネも驚き、硬直した。

			「よりによって、それを真似るか」

			「当然だろう。僕たちは万能に近いけど、完全じゃない。最強の存在を一から作り出すなんてことはできない。だけど、この世界にある最強を再現するぐらいはできる。再現する最強は、これしかない。……世界唯一のランク６にして、ハイ・エルフ。生ける伝説、シリル・エルシエ」

			　シリルの姿をした男が笑う。

			　偽シリルとでも言うべきか。

			　魔術で解析してわかった。シリルを再現したというのは口だけではないようだ。

			　完全にその能力をコピーしている。

			「ソージ、君が一度たりとも勝てなかった相手だ。ゲームの世界でも、こちらでも。……もう一度だけ聞いてやる。僕の手下になれ、そして、あの女の不意を打って殺せ。そうすればすべては思いのままだ」

			「寝言は寝ていえ」

			　俺は苦笑して、槍をゆっくりと構える。

			　もっとも隙のない構えへ、魂(たましい)と肉体に刻んだ己が信じる最強の姿へ。

			　たしかに、俺はシリルに一度も勝ったことがない。

			　一度だけ、手加減をしてもらった上で、勝ちを譲ってもらったことがあるが、本気での戦いでは連敗続きだ。

			　だけど、今日は負ける気がしない。

			　むしろ、その逆だ。

			「クーナ、アンネ、わがままを聞いてくれ。俺が敗北するまで手を出すな。……シリルさんクラスが相手であれば、俺一人のほうが戦いやすい。あとは意地だな。本気でシリルさんと殺し合える機会なんてない。俺はシリルさんを越えたいんだ」

			　達人同士の戦いであれば、高次元の読み合いになる。

			　その際に、読みを狂わせる要素は少しでも減らしたい。

			　だから、増援はいらない。

			　それが理屈。

			　それ以上に、俺はシリルを超えたかった。

			「わかりました。ソージくんのわがままには慣れっこです」

			「その代わり負けたら、絶対に許さないわよ」

			「……ありがとう、二人とも」

			　クーナとアンネが後ろに下がる。

			　これで一騎打ちだ。

			　俺は力を解放する。疑似九尾の火狐化と瘴(しよう)気(き)の力を組み合わせた、最強形態、【蒼銀火狐】。

			　俺の魂(たましい)の色に輝く炎に包まれる。

			　ランク５になってから、この力の制御に余裕ができた。

			【蒼銀火狐】を使いながら、ありとあらゆる手札を使える。

			　技の冴えに一切の陰りがない。

			　これなら、思う存分力を振るえる。

			「君は正気か？　今の僕は君が一度も勝てなかった、最強の男なんだぞ」

			　恐れを見せない俺を見て、逆にシリルとなった神とやらが怯える。

			「だからこそ、面白い。さあ、やろうか。おまえに勝てば俺が世界最強だ」

			「強がりだ。わかったぞ。さっきプレイヤーたちの心を取り戻したのと同じ手が使えると思ったのだろう!?　だが、残念だったな。僕は同じ失敗は繰り返さない。今回は器だけを用意した。記憶も心もない。だから、複製品が心を取り戻すなんてこともない」

			「……そうか、残念だ」

			「そうだろ、だから、降参し」

			　そこで言葉が途切れた。

			　俺が槍で攻撃を加えたからだ。

			　偽シリルは俺の槍を辛うじて受け止める。だが、代償にバランスを崩した。

			　素早く槍を引き戻して、再度の突きを放つ。

			　同時に槍の先端部の機構が発動する。

			　魔術付与(エンチヤント)【穿孔】。

			　プレイヤーたちの中での正式名は、【穿孔粒子軌道放出魔術】。

			　プレイヤーたちが生み出した対人攻撃魔術の極致の一つ。特殊な概念に染め上げた魔力を、一定パターンで回転させることで対象を共振粒子の渦に巻き込み、原子崩壊させるという、半ばＳＦじみた魔術だ。

			　ランク差がある相手だ。

			　ただの突きであればダメージが与えられない。

			　だが、【穿孔】であれば話は変わる。

			　ましてや、【蒼銀火狐】と組み合わせているのだ。貫けない道理がない。

			「な、んで」

			　偽シリルの肩に槍が当たり、血しぶきが舞って、【加護】によって癒やされる。

			　シリルであれば楽に躱(かわ)せるはずの一撃が、偽シリルには当たった。

			　やはりか。

			「おまえは戦いを知らない。捨てちゃいけないものを捨てた」

			　混乱の中、偽シリルは風にのって距離をとり、逆にこちらには風を叩きつけてスピードを遅らせる。

			　つまらない逃げの一手だ。

			　俺は背後で炎を爆発させ、姿勢を低くした突進で風を突き破りながら距離を詰める。

			　不可視の風の刃が襲ってくるが、それを【穿孔】で撃ち抜く。

			　不意打ちのつもりだろうが見え見えだ。

			　予備動作が、視線が、魔力の高まりが、敵の動きを教えてくれる。

			　あっという間に距離を詰め、槍の間合いで突きを放つ。

			　剣は届かず、槍だけが届く理想の間合い。

			　一方的に俺が押している。

			「どうして、どうして、どうして、今の僕のほうが強いはずだ」

			　最強の男の姿で、奴はわめく。

			　根本を間違えている。

			　あいつは、シリルをコピーできてなどいないのだ。

			「記憶も心もない、ただの体が強いわけがないだろう。体と心に刻んだ技を、信念をもって振るう、それこそが人の力だ。ただ強い器がほしいのなら、魔物にでもなればいい！」

			　槍のラッシュで押し切る。

			　たしかに、目の前の偽シリルはシリルの性能と技を持つ。

			　シリルの使える魔術を使える、彼と同じように四属性のマナが使用可能だ。

			　だけど、それは手札が多いだけだ。

			　無数にある手札を正しく使えない。

			　形をなぞるだけだから、すべての予備動作がわかる。

			　本物のシリルなら、まったく予備動作を見せない、あるいはありとあらゆる可能性を臭わせる、あるいはフェイクをいれる。

			　だが、奴にはそれができない。

			　すべてが薄っぺらい。

			　借り物の力、その言葉がこれほどふさわしい相手はいない。こんなシリルなら怖くない。　俺は有利に戦いを進める。

			「くそっ、くそっ、くそっ、なら、記憶と心も」

			　たしかにそれをすれば、一気にこの戦況はひっくり返る。

			「やってみればいい。さっきのプレイヤーどもと同じようにしてやる。シリルまで寝返ってもいいのならな」

			　ブラフだ。

			　腐っても神による支配だ。普通の魔術じゃ解除は不可能。

			　もう、魔力を溜めこんだ外殻は使ってしまっている。

			　さっきと同じことをされれば、今度こそ本当のシリルと戦うことになる。

			　だけど、そうするだけの勇気は奴にはない。

			「もう、こんなの、いらない、もっと、強い存在を！」

			　シリルの姿が崩れる。

			　強い存在のイメージは竜のようだ。

			　それも、見覚えがある竜だ。俺のトラウマが抉(えぐ)られる。

			　力強い四肢、巨大な両翼。

			　この世界に来る前の最後に戦った竜。俺が敗北した竜。

			　この竜に敗北し、クーナを守ることができなかった。

			　きっと、これは偶然じゃない。

			　俺が勝てなかった存在に奴はすがっている。

			　竜が口を開き、口内に凄まじい勢いでマナが集まってくる。

			　高位の竜種が放つ、ドラゴンブレス。マナの圧縮崩壊現象を利用した超威力の砲撃。

			　……まったく、嫌なものを思い出させてくれる。

			　だけど、勝てないわけじゃない。

			「おまえの敗因を教えてやる。勝てなかったものに変身すれば勝てる。それがそもそもの間違いだ」

			　呼吸を整え、集中力を高めていく。

			　こいつは、何十人もの冒険者を見てきたのに、その本質を知ろうとしなかった。

			「俺たちはな、執念深く負けず嫌いだ。一度敗北した相手には、絶対に負けない。そのために努力し、対策し、備える」

			【竜の咆哮】を迎え撃つために、俺も両手で竜の口を形作る。

			　俺の必殺技【銀龍の咆哮】。

			　これは、あの竜の攻撃を模して作った魔術であり、二度と負けないために作ったもの。模倣ではあるが、ただの模倣ではなく、凌駕するための魔術。

			「ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ」

			「【銀龍の咆哮】！」

			　ドラゴンブレスと【銀龍の咆哮】がぶつかり合う。
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			　中央で力と力が拮(きつ)抗(こう)し、膨れ上がり、そして……一方的に俺の【銀龍の咆哮】が押し切る。

			　押し切ったというのは正しくない。

			　相手の力すら乗せて威力が倍化する。

			　……【銀龍の咆哮】とは、マナの崩壊現象で発生した圧倒的な力を放つ技。

			　その際に、崩壊したマナに指向性を持たせる。

			　指向性を持たせる技術が、本家ドラゴンブレスよりも俺の【銀龍の咆哮】のほうが数段上だった。

			　ぶつかり合えば、相手の力にすらも俺が望む指向性を与えられる。

			　だからこそ、奴のドラゴンブレスをも飲み込んで先へ進む。

			　二度とあの絶望を味わうことがないように作った【銀龍の咆哮】。

			　竜を殺すための魔術が、その役目を正しく果たす。

			「いっけえええええええええええええええええ！」

			　絶叫する。

			　マナの崩壊現象で生まれた光がすべてを飲み込んでいく。

			　光が収まったあとには何もなかった。

			　クーナとアンネが駆け寄ってくる。

			「ソージくん、勝ったんですか？」

			「どうだろうな」

			「……今、何かが割れる音が聞こえたわ」

			　俺にも聞こえた。

			　周囲の黒い空間が次々にひび割れていく。

			　この世界が壊れていく。

			『三人とも、よくやったね。その世界は主を失ってもうすぐ崩壊する。今から呼び戻すから』

			　女神の声が頭に響く。

			　その声には喜びが含まれている。

			「俺たちは勝ったのか？」

			　今になって、ようやく勝利の実感がわいてくる。

			『うん、完全勝利。よくやったね。これで、年々【瘴(しよう)気(き)】が増えていくことはなくなった。君は【破滅】を回避したんだ』

			　これで、やっと笑える。

			「ソージくん、やりました！」

			「……それはうれしいけど、最後はソージとプレイヤーたちばかりに任せて活躍できなかったのが悔しいわね」

			　笑顔で抱き着くクーナと、小さなことを気にするアンネ。

			　対照的な態度に笑ってしまう。

			「世界が平和になったんだ。今は喜ぼう」

			　さあ、帰ろう。

			　これですべては終わりだ。

			　明日から日常に戻る。

			　学園に再び通う。それはいいのだが……全員ランク５になっていることをどう説明すればいいのか。

			　諦めよう、説明のしようがない。

			　まあ、いい。そんなことは後で考えればいいことだ。

			　今は、風呂にでも入って癒されたい。女神様にエルシエに送ってもらうのもいいかもしれない。

			　シリルの屋敷の露天風呂は最高だ。

			　三人で、ゆっくりと疲れを取りたいものだ。

		

	
		
			　

			第16話　女神の置き土産

			　

			　すべてが終わり、女神の導きで帰還した。

			　女神は、転移した先にはおらず、探しても見つからなかった。

			【破滅】に導く神との戦いを思い返す。

			　奴は、絶対に俺が勝てない存在として、シリルを複製した。

			　たしかに、偽シリルは脅(きよう)威(い)だった。

			　だが、奴は致命的なミスをした。

			　プレイヤーたちの心を俺が取り戻したのを見て、奴は心をもたない空っぽのコピーを作ってしまった。

			　心が空っぽでは、シリルのスペックを活かすことはできない。

			　勝てて良かったが、心に靄(もや)が残る。

			　せっかく、全力のシリルに挑む機会だったのに。

			「ソージくん、考えていることが顔に出てますよ」

			「私には、その気持ちがわかるわ」

			　アンネは最強の剣士を目指しているゆえに、俺側の思考をしているのだろう。

			「……なんにしろ、全部終わったんだ。さて、肝心の女神はどこにいるんだろう？」

			「探してみましょう。いろいろと言いたいことがありますし」

			「二人とも、部屋の中央を見て。手紙があるわ」

			　アンネが見つけた手紙を拾い上げて、読んでみる。

			　それは俺たち宛ての手紙だった。

			　……まったく、最後まで自分勝手な女神だ。

			「なんて書いてあるんですか？」

			「力を使い果たして冬眠状態になったそうだ。感謝の言葉を直接伝えられなくて申し訳ないと」

			「やっぱり、あそこに送り届けるのって大変だったんですね」

			「だろうな。それに、俺たちにダンジョンを使わせるのだって、かなり消耗したはずだ」

			　手紙にはさらに続きがある。

			「……それと、俺たちへのお土産を用意したって書いてある。そっちにもだいぶ力を使ったんだと」

			「ソージ、お土産って何かしら？」

			「そこまでは書いてない。書かなかったってことは、そのうちわかるんだろう」

			　だいたい予想がつく。

			　お土産を渡すじゃなくて、お土産をよろしくねっと書いてあるからだ。

			　もし、俺の予想通りならうれしい。

			「最後に、十二年後にまた会おうだとさ」

			　妙に具体的な数字で笑ってしまった。

			　冬眠から目が覚めれば、文句の一つも言ってやろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後も念のため女神の屋敷内をもう一度探したが、誰もいなかった。

			　食料を使わせてもらい、夕食を食べてから体を清めてぐっすりと眠りについた。

			　そして、次の日の朝、三人で話し合って自力で学校まで戻ることにした。

			　いつまでここにいても仕方がない。

			　屋敷を出て、来るときに通った地下洞窟に向かっていると足音が聞こえた。

			　クーナがぱーっと明るい笑みを浮かべた。

			　アンネが静かに微(ほほ)笑(え)み。

			　俺は口角を吊り上げる。

			　さっそく、お土産とやらが来たようだ。

			「ソージたち、久しぶりだね。まずは、ありがとう。本体に替わって、あたしから感謝の言葉を告げさせてもらうよ」

			「……ユウリ先輩でいいのか？」

			　目の前にいたのはユウリ先輩だった。

			　見慣れた姿だ。

			　騎士学校の制服を着ている。

			「見てわからない？」

			「見た目じゃわからないから聞いているんだ。最近、いろんなのと出会ったからな。疑い深くなってきた」

			　俺は薄く笑う。

			　ユウリ先輩は、あははとほがらかに笑う。

			　それはとても彼女らしかった。

			「まあ、本体が気を利かせてくれたんだよ。あたしが消滅するときに、あたしの心を引き上げて保管してくれた。それから、新しい体を作って、心を移してくれた。あたしとしては、あたしのつもりだけど。これってちゃんとあたしかな」

			　悩むまでもない。

			「それは、俺が決めることじゃない。ユウリ先輩がどう思うかだな。一つだけ言えるのは、自分の存在に疑いを持ててる時点で答えなんて出ている」

			「そっか、じゃあ、あたしはあたしだ。改めてよろしく、ソージ、クーナ、アンネロッタ。それからさ、一つお願いがあるんだ」

			　ユウリ先輩が、ごほんと咳払いして、照れくさそうに口を開く。

			「君のパーティに加えてもらえないかな？　……ソージたちのおかげで、あたしは使命から解放されて自由になった。自由になったら、真っ先に言いたかったんだ」

			　俺はクーナとアンネの顔を見る。

			　二人とも、微(ほほ)笑(え)んで頷いた。

			「喜んで。ずっと四人目がほしいと思っていたところだ」

			　パーティというのは四人がベスト。

			　だからこそ、四人目はずっと前から探していた。

			「ソージくんの命の恩人なら断る理由がないですね」

			「知識と実力があって、私たちの事情にも理解がある。これ以上の人材はなかなかいないわ」

			　ユウリ先輩が、目元を手でこする。

			　わずかに涙がにじんでいた。

			「ありがと、よろしくね」

			「でも、一つだけ困ったことがあります」

			　クーナが顎に手を当てて、考え込む。

			　それを見たユウリ先輩が少しだけ不安になった。

			「もったいぶらずにさっさと言え」

			「私たちの名前って、【魔剣の尻尾(しつぽ)】じゃないですか。名前の由来がそれぞれの大事なものです。ユウリ先輩の成分がまったくないです！」

			「あはは、そんなことか。びっくりしちゃったよ」

			　ユウリ先輩が胸をなでおろす。

			　すごいのは、クーナの場合、からかう意図があるわけでなく、素で言っているところだ。

			「女神様も、気の利いたお土産をよこしてくれたものだ」

			「その、ソージ、あたしで良かった？　女神様が力を使い果たしたのって、あたしを生き返らせたからなんだ。……あたしを生き返らせなかったら、もっと別の報酬を出せたはず。ちょっと、ソージに悪いかなって」

			「気にするな。これ以上の報酬はないさ。俺たちは最強のパーティを目指している。頼りになるメンバー以上の報酬なんてない」

			　これはお世辞や、ユウリ先輩に気を使っての言葉じゃない。ただの本音だ。

			「まあ、そう言っても、気になるなら働きで返してくれ」

			「ねえねえ、アンネ。ソージくんの照れ隠しが出ましたよ」

			「ソージって、照れると利益がどうとか、そういう理屈を並べだすわよね」

			　図星だけに何も言い返せない。

			　クーナとアンネの鋭いツッコミを受ける俺を見て、ユウリ先輩が笑う。

			「まあ、なんだ。最初のミッションだ。無数の罠(わな)と結界が張り巡らされた地下洞窟を抜けて地上に戻る。来るときに道を覚えたつもりだが、実はあまり自信がない。ユウリ先輩、道案内を任せる」

			　女神を守る地下洞窟は、入るだけでなく出るのも難しい。

			　だけど、ユウリ先輩がいるなら安心だ。

			「任せて。じゃあ、ついてきて後輩たち。楽しみだな、君たちと一緒に探索するの」

			「だな。いろんなダンジョンに挑もう」

			　ランク５が三人もいる。

			　ユウリ先輩の力もそれに準ずるものがある。

			　この四人ならどこへだって行けるだろう。

		

	
		
			　

			エピローグ　運命をねじ伏せた後で

			　

			　今日は騎士学校の卒業式だ。そして、その主役は俺たち。

			　慣れ親しんだ制服を着るのも今日で最後になる。

			「ソージくん、アンネ。いよいよ卒業式ですね」

			「ええ、感慨深いものがあるわね」

			「……ある意味、無事に卒業できたのは奇跡だな」

			　クーナとアンネ、三人で笑いあう。

			　世界を滅ぼそうとする神との戦いから二年が経った。

			　その後もいろいろと大変なことはあった。

			　なにせ、俺たち三人はランク５だし、何気にユウリ先輩はランク４。

			　そんなパーティは世界中見渡してもいない。

			　いろいろと注目を集めるし、面倒ごともしょい込む。

			　あいつを倒したことで瘴(しよう)気(き)の生産量が増えなくなったとは言え、瘴(しよう)気(き)は依然として存在し、魔物は暴れている。

			　魔物以外にもトラブルの種は多く、俺たちは何かと依頼を受けた。

			　頼まれた依頼をすべて受けているわけではないが、納得できる内容であれば積極的に受けてきた。

			　救いたい人たちがいて、俺たちの力で救えるのなら断る理由がない。

			　……ちなみに、【浄化】の関連で軍部に狙われてた問題は、すでに解消された。

			　ランク５というのはそれだけで価値がある。

			　下手に機嫌を損ねて、他国に行かれてしまうのを軍部が嫌った。

			　なにせ、ランク５が一人いれば、一つの戦場を支配できるほどだ。

			　もし、他国にランク５が三人いる【魔剣の尻尾(しつぽ)】が移れば、重大な責任問題になる。

			　そもそも、ランク５を三人相手に無理やり言うことを聞かせるなんてことは不可能だ。

			「卒業式のあと、どうしますか？」

			「明日はエルシエに行くのよね？　なら、今日はこの街でいつもの店がいいわ。ユウリ先輩にも伝えておくわ」

			「だな。これから忙しくなる。ちゃんとした貴族になるためにはやらないといけないことも多い。今日は、この街でゆっくりしよう」

			　卒業が確定した段階で名誉貴族に任命されている。

			　今は領地すらない名前だけの貴族にすぎない。

			　だが、それで終わるつもりはない。

			　アンネの夢は新たなオークレールの歴史を作ること。

			　そのためには、領地を得て民を集め、正式な貴族になる必要がある。

			　すでに根回しは済んでいた。俺たちは、ランク５の力を頼られていくつもの難事件を解決している。

			　そのときに、人脈を作り、恩を売り、権利を握り、資金を稼いだ。

			　探索者としての活動でも莫大な軍資金を確保している。

			　三年以内にちゃんとした貴族になる計画だ。

			「ああ、ソージくん。ちゃんとエルシエの長になる準備も忘れないでくださいね」

			「そっちもしっかりやるから心配するな」

			　クーナに向かって微(ほほ)笑(え)みかける。

			　エルシエでは、ついにシリルが長を引退し、その長の座を俺が引き継ぐことになった。

			　ちなみに、すべての重荷から解放されたシリルは、二人の妻と共に、のんびりと旅行に出かけていった。

			　ここ最近では定期的にエルシエを訪れていろいろと教えてもらっている。

			　俺が長になるのは半ば消去法だった。

			　なにせ、次に長になると思われていたクーナの姉、ソラは十年以上アタックを続けてきた大貴族の求婚をついに受け入れて、嫁いでしまった。

			　クーナの兄であるライナは政治にまったく興味がなく、精鋭部隊イラクサの代表以上の役職を望まないと表明した。

			　もう一人の姉は服飾屋に命を賭けている。

			　というわけで、クーナの婿(むこ)である俺がエルシエを継ぐことになった。

			　なので、アンネが新たに作るオークレールの領主とエルシエの長を兼任する。

			　かなり疲れそうだが、両方やるからこそできることがある。

			　楽しみながら、がんばっていこうと決めた。

			「ああ、もう始まっちゃいます。とくに首席のソージくんは、挨拶があるんだから急がないと！」

			「そうだったな。先に行く」

			　一足先に会場に向かう。

			　多少の成績差であれば、貴族クラスにいる生徒が優先されるため一般クラスから首席が出るのは初めてらしい。

			　多少じゃない成績の差とランク５という圧倒的な実績でこうなった。

			　首席としての挨拶は学園での最後の仕事だ。

			　しっかりと終わらせよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　卒業式が終わった。

			　その後は、有力な生徒たちの引き抜き合戦が始まる。

			　この時期には、学生たちの進路はほとんど決まっているが、一(いち)縷(る)の望みをかけて声をかける者たちも多い。

			　これに巻き込まれると、そう簡単には逃げられなくなる。

			　だから、卒業式が終わると同時にうまく抜け出す。

			　寮の荷物は、オークレールの領地にしようと根回しした土地に建てた屋敷と、エルシエにあるクーナの実家に分けて送っている。

			　もう、寮に戻ることはない。それを少し寂しく思う。

			　しかし、感傷に浸るのは終わりだ。

			　もう一人のパーティメンバーに伝えている待ち合わせ場所に向かおう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　路地裏にあり、目立たないが味はぴか一、そんな酒場に三人でやってきた。

			【魔剣の尻尾(しつぽ)】を結成したあの店は、俺たちが行くには目立ちすぎる。

			　さすがに今日は使えない。

			　店に入ると、先に席で待っていたユウリ先輩が元気よく手を挙げた。

			「やっと来たね」

			　口調こそ変わらないが、この二年で一番変わったのはユウリ先輩だ。

			　可愛らしい容姿から、大人びた綺麗な女性になっていた。

			「遅くなった。意外だな、ユウリ先輩が酒を呑まずに待ってるなんて」

			「まあ、今日の主役は君たちだ。さすがに主役が来る前に呑みはしないさ。卒業式を最後まで見てたよ。ソージ、かっこよかった。すっかり場数を踏んで慣れたみたいだね」

			「まあな、いろいろと目立つことをやってきたしな」

			　苦笑する。

			　たしかにこういうことには慣れてしまった。

			　今後、責任ある立場になる以上、いい訓練になった。

			「じゃあ、さっさと注文しちゃいましょう！　お姉さん、こっちです。ふう、これでやっとお酒飲んで騒げます！　ああいう式って肩がこっちゃって苦手です」

			「相変わらず、クーナはああいうのが苦手ね。私も好きではないけど」

			　全員分の飲み物が届いて、楽しい宴会が始まる。

			　場が盛り上がってきたところで、ユウリ先輩がちょっと真面目な話をするねと前おきをして、注意を引き付ける。

			「そう言えば、隣街にアレが出現したらしいよ。それもランク４」

			「なら、俺たちが行くしかないな」

			　アレというのは、稀(まれ)に数体分の瘴(しよう)気(き)が集まることで、通常の何倍も強く生まれる魔物のことだ。

			　かつて、ユウリ先輩は有望な探索者をそういうイレギュラーで失わないようにするため、発生した魔物を自身の手で倒したりしていた。

			　そのときの情報網が今も残っている。

			「なら、行くか。そのランクだと俺たちじゃないと無理だ。クーナ、悪いな。故郷へ帰るのが一日遅くなる」

			　ランク３までなら、もしものために控えている常駐探索者たちで倒せるが、魔物のランク４ともなれば、彼らじゃ無理だ。

			「ぜんぜん、構わないです！　【影魔剣の尻尾(しつぽ)】の出番です！」

			　俺たちのパーティ名はメンバーが大事にしているものを組み合わせたもの。

			　ユウリ先輩は影と言った。

			　だから、【魔剣の尻尾】は【影魔剣の尻尾】に変わったのだ。

			　影と言ったユウリ先輩の気持ちが何となくわかる。

			「久しぶりの本業ね。頭を動かすのも悪くないけど、やっぱり、こういうのがいいわね」

			「だな。行こう」

			　明日の予定が決まった。

			　貴族としても、エルシエの長としても忙しい日々。

			　だからと言って探索者を止めたわけじゃない。

			　貪欲に、すべてをこなしていく。

			　俺たちはそう決めた。

			「じゃあ、そう連絡しとくね。じゃあ、改めて……ソージ、クーナ、アンネ、卒業おめでとう！　乾杯!!」

			「「「乾杯！」」」

			　盃をぶつけ合う。

			　学生、子供の時間は終わりだ。

			　ある意味、俺たちの人生はこれからが本番。

			　だが、不安はない。

			　これだけ、最高の仲間、愛すべき人たちに囲まれていれば、なんだってできるし、望むものはなんだって手に入る。

			　くそったれな運命はすでにねじ伏せた。

			　だから、これからみんなで幸せを積み重ねていくのだ。
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			あとがき

			　

			『チート魔術で運命をねじ伏せる７』を読んでいただき、ありがとうございました。

			　著者の月夜 涙です。

			　

			　七巻はいよいよ完結となります。

			　今まで用意されていた伏線が次々と明らかになっていきます。

			　ソージたちがどうなっていくのか、ぜひ見届けてやってください！

			　本編はこちらで終わりですが、コミカライズが決定しました！

			　そちらで改めてチート魔術の世界を楽しむのもおすすめです！

			　

			宣伝

			　

			　Ｍノベルス（単行本）のほうで、四月に新作『そのおっさん、異世界で二周目プレイを満喫中』という作品を発売しました。

			　ベテラン冒険者のおっさんが、ゲームの世界に転生していることを思い出し、ゲームの知識で最強に上り詰める。笑いあり、冒険ありの物語！

			　本作のあとも私の作品に付き合ってくださるのであれば、こちらをぜひ！

			　

			謝辞

			　

			　夜ノみつき先生、完結までお付き合いいただき、ありがとうございました。

			　夜ノみつき先生のおかげで、よりよい作品にできたと思います！

			　担当編集の荒田様。いつもながら素早く誠実な対応、非常にありがたく思っています。

			　モンスター文庫編集部と関係者の皆様。デザインを担当して頂いた青木様、ここまで読んでくださった読者様にたくさんの感謝を！　ありがとうございました。

			　

			　

			二〇一八年五月　月夜 涙

		

	
		
			月夜涙（つきよるい）

			ライトノベル作家。キャラクターを可愛く書くことに命をかけています。キツネとエルフが大好き。読者様が楽しんでくれることを祈っています。（二〇一八年六月現在）

			　

			イラストレーション

			夜ノみつき（やのみつき）

			北海道在住、獣耳と銀髪とロリが好き。趣味はアニメ、ドラマ、映画などを作業の合間に見ること。最近は柴犬を飼いたいけど我慢して画像や動画を見て悶えています。（二〇一八年六月現在）
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